

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　ＴＥＤＤＹ

メカニックデザイン　鷲尾直広








　弾だん丸がん魔ま法ほうが音速を超こえて貫かん通つうする。

　魔導士が放つ弾丸魔法は、その封ふうされた魔ま力りよくによって異形とも呼べる効果を発揮することを可能とし、いつしか機械兵器ですら撃うち抜ぬく一いち撃げき必殺の凶きよう弾だんへと昇しよう華かした。

　しかし、その音速を超える弾丸を予見する能力が存在する。

　それが『共覚質クオリア』だ。

　視覚・聴ちよう覚かくからの情報に加え、直感的な感性から『これから』を予測するその能力を尖とがらせた魔導士の先読みは「予知」と言える未来視にまで到とう達たつする。

　だからこそ、魔導士は戦場の特異点となる。

　超ちよう音おん速そくの弾丸すら、回かい避ひを可能とする特とく殊しゆな兵力──。

　それが魔導士だ。

　常人には、決して辿たどり着けない領域。

　そして、

「──っ」

　魔導士の少年レインは、その予知を限界まで研とぎ澄すませていた。

　四方は樹き々ぎに囲まれ、生おい茂しげった枝葉が視界を防ぐ中、走り込もうとした先に大量の銃じゆう弾だんが撃ち込まれるのを予知──勢いのまま、足から滑すべり込んで戦線を一気に通過する。

「は、はっ……！」

　息を切らせて走る。

　頭上を弾丸が掠かすめる。

　着ちやく弾だんした場所から、激しい火か焰えんが巻き上がるが、その衝しよう撃げきを最小限に抑おさえて、立ち止まることなく、その場から、躊ちゆう躇ちよせず敵地へと駆かけ込んだ。

　しかし、直後、

「っ」

　眼前を横切る影かげ。

　黒い何かが、レインへと突とつ進しんしてきた。

　予知が走る。

　──危険。

　瞬しゆん時じに腹部を庇かばう。

　が、同時、上から叩たたき込む様な衝撃が、レインの身体からだを貫つらぬいた。

「がっ、は！」

　勢いのまま地面に転がる。

　息が詰つまる。

　立ち上がろうとしても強きよう烈れつな痛みが足を縛しばった。

　朦もう朧ろうとする意識のまま、見上げれば、

「、くそ……」

　白地を基調にした軍服があった。

　西国の魔導士だ。

　待ち伏ぶせていた襲しゆう撃げき者だった。

　レインは立てず、奇き襲しゆうに成功した敵兵は、とどめを刺さすべく動く。

　がしゃ、と眼前に銃じゆう身しんが構えられた。

　──死ぬ。

　そう思った。

　しかし、

『七十秒』

　胸むな元もとの無線機から発せられた。

　冷れい淡たんな声。

　それは、戦場にあまりに不ふ釣つり合いな──年とし端はもいかない、

『さてと、時間にもなったし』

　少女のもの。

　けれど、レインにとって、とても聞き覚えのある声。

　戦場にいるとは思えない気け怠だるさ。

　けれど、

『世界を修正する』

　その言葉を最後に、

「っ──」

　ぐらり、と。

　レインは、めまいのような歪ゆがみに襲おそわれた。

　瞬しゆん間かん、




　世界が切り替かわった。
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１、新しいエクセリア






「がっ、は！」

　げほげほ、とレインは激しく咳せき込む。

「ぐ、……」

　──感覚の変化。

　直後、レインの身体から、

（痛みが──）

　先さき程ほどまでの激痛や損傷は──消え去っていた。

　煙けむりのように。

（……）

　しかし、つい一秒前まで呼吸が出来ていなかった感覚だけは残っており、その状態を精神が覚えていた。息をする度たび、肺が痛んでいた感覚と共に──。

　呼吸を整える。

　そして、ようやく視線を上げてみれば、




　そこは雪原だった。




（ここは……）

　銃弾が飛び交かっていた森林ではない。

　白い雪原だった。

　辺り一面が、白銀の世界。

　山間地帯なので見み渡わたす状じよう況きようは悪いが、それでも敵兵は既すでにいない。

　それどころか、味方の兵士すらもいない。

　切り替かわった世界──。

　そこで、レインは全長にして三メートルほどの機械兵器──東国製のエクセリアＭ４に搭とう乗じようしていた。その状況は、森林にいたさっきまでと、まるで違ちがう。

　重厚な機械兵器と共に、レインはぽつんと孤こ独どくに雪原の上にいた。

　──いや。

「まったく、もう」

　一人ではない。

　レインの眼前にいて、それでいて振ふり向かず、エクセリアの前席に座しながら、

「レイン」

　こちらの名を呼び、気だるげに声を掛かけて来る存在がいた。

　当然の様に。

　その存在は、

「少し目を離はなした隙すきに、なに殺されそうになってんの。命令したでしょ、私の準備が整うまで、せめて七十秒は逃にげ切りなさいって」

「……悪かった」

「まったく」

　少女は言った。

　七十秒。

　それは先程、無線機から発せられたカウントの数であり、『発動』のタイミングだった。

「ま、結果的には、こうして生きてるから、いいけど」

「……この場所は」

「さあ？　私も森の中にいて、いきなりここだからね」

　銀の長ちよう髪はつ。

　銀色の瞳ひとみ。

　透すき通るように色は薄うすく、しかし、白はく雪せつの上であっても大きな存在感を与あたえる──そんな、美しい銀ぎん髪ぱつを梳すきながら、彼女は、

「多分、さっきまでの戦地からは大きく離れてるわね。周り、誰だれもいないし」

「……エア、今の『再編成リプログラム』は」

「もちろん」

　銀の少女──エアは、

「私が使ったに決まってるでしょ。悪あく魔まの弾丸を」

　短く答えた。

　そして言った──悪魔の弾丸、と。

　それが、今回の『不思議』を起こした力の源だと──。

　そう肯こう定ていしながら、エアは南の方に視線を向けると、

「それにしても、思っていたより、今回は敵兵の数が多かったわね」

　見下すような視線と合わさると年相応に見えぬが、外見だけで見れば華きや奢しやな少女は、一回り以上大きい少年レインへ、強い言葉を向ける。

「七十秒──五人の魔導士を相手にして、それだけ逃げられれば、新兵としては上等かもしれないけど、戦場でこれからも生き抜ぬくとしたら、やっぱり弱いわね、お前」

「……ああ」

「並の魔ま導どう士し相手なら、まあまあ使えるくらいというのが、今のところの評価。でも、もし今の状態で『亡霊ゴースト』に出会ったら、お前一人だと何もできずに死ぬ」

　辛しん辣らつな評価だった。

　しかし、その言葉が正しいから、レインは反論出来ない。

　この銀髪の少女は、亡ぼう霊れいと呼ばれる存在だ。

　並の魔導士では達せない強さを有する。

　名前は、エア。

　銀色の髪かみと、背中に負う大銃じゆう砲ほうは彼女の特とく徴ちようにして最大の武器であり、しかしその本質はそんな単純な様相ではなく、彼女だけが作れる「銀の弾だん丸がん」にある。

　──悪魔の弾丸。

　その弾丸で撃うち抜かれた人間は──消える。

　それも、ただ死ぬのではない。

　その人間に拠よって生み出された功績、成果、結果も全すべて消え去り、それまで生きて来た痕こん跡せきと世界への干かん渉しようが全て消去される。もし英えい雄ゆうを生んだ母が撃たれたならばその英雄の存在は消え、銃じゆう器きを開発した者が撃たれれば、その銃器が存在しなかった世界となる。

　──再編成リプログラム。

　世界への切り替えを、この少女はそう呼んだ。

　そして、それを手にした少年レインは、これまで幾いく度どとなく使用した。

　死を振り撒まく将官。

　甚じん大だいな殺さつ戮りくを繰くり広げた敵将を討うち取り──世界を変え続けた。

　圧あつ倒とう的な力だった。

　人間を功績ごと消去できる弾丸は、非力な少年が手にした、まさに力だった。

　変えられる。

　終わらせられる──この戦争を。

　そう確信した。

　けれど、

「まあいいわ」

　その強大な力も、決して万ばん能のうではない。

「緊きん急きゆう避ひ難なん的に悪魔の弾丸を使いはしたけれど、さっきの段階で、こっちは機き甲こう部隊の二割が削けずられている。今回の戦せん闘とうで、私たちに勝ち目はない」

　負け戦いくさよ、と。

　彼女は言う。

　衣服に降り積もりつつある白雪。

　少し雹ひようが交ざった雪をエアは払はらいながら。

「今日はもう終わりにしましょう」




（……くそっ、）

　レイン・ランツにとって、弾丸魔ま法ほうは一つの武器だった。

　幼い頃ころ、戦火で家族と故郷を焼かれてから十年近く、これ以上大切な物を奪うばわれないために身につけた技術が魔ま術じゆつであり、戦場の中ちゆう核かくとなる弾丸魔法だった。

　無論、上位の軍人や魔導士に勝てると己うぬ惚ぼれていない。

　それでも、実じつ践せんで幾いくつもの死線を潜くぐった。

　魔導士が集まる学校でも、ほとんど敵なしだった。

　それ程に、自身が保有する魔術と技術を評価していた環かん境きようから──。

「ほんと、口だけよね」

　アレストラ教導院。

　年若き弾丸魔法の使い手を育成するための士官学校。

　その西門の上で、エアとレインは、隣となり合って座っていた。

　時間は朝日が出る頃。

　この時間に寂さびれた西門を歩く人間はいないため、話し合うために選んだ場所だった。

　石門の上。

　他ほかに誰もいない。

　だからこそ、

「情けないの」

　エアの言葉がより突つき刺ささる。

　前回の戦闘から丸一日が経過していた。

　昨日のジレン森林における局地戦──結果は、戦闘序じよ盤ばんから優勢を保った西国がそのまま勝利を手中にすることになり、東国は国内有数の陸路を一つ失うこととなった。

　決して小さな損害ではない。

　戦時において主要な輸送経路を失うという事は、生きるための動脈を断たち切られたということであり、同時、重要な一戦において敗北を喫きつしたという事実も生んだ。

　結果として、軍部における士気や統とう率そつにも大きな影えい響きようを与える。

　敗戦の気運に吞のまれる。

　だからこそ──勝たねばならなかった。

　昨日の一戦は。

　それこそ、大きな犠ぎ牲せいを以もつてしても。

　けれど、昨日の戦闘は、人の存在を消す『悪魔の弾丸』を以てしても覆くつがえせなかった。

　──いや。

「これで四連敗ね」

「……分かっている」

　昨日だけではない。

　ここ一か月──レインは参加した全ての戦場で敗北を喫きつしていた。悪魔の弾丸を手にしてから数か月、幾つもの戦場を渡わたり歩き、魔導を行使し、変え続けてきた。

　世界を。

　戦場を。

　悲劇の連れん鎖さを生む将校たちを幾人も討ち取り、世界への干渉を続けて来た。それで多くの結果を変え、少しずつだが、確実に、この戦いは終戦へ向かいつつあった。

　しかし、敵国である『西国ハーバラント』。

　建国以来、他国からの侵しん略りやくを一度も許していない列強の一角。

　その中ちゆう枢すうは巧こう緻ちであり、強きよう靭じんな国力を有していた。

　レインによる『悪魔の弾丸』の干渉──それすら跳はね返すほど兵力を増強させた。

　悪魔の弾丸の力は決して万能ではない。

　対象に命中させるというそれなりに困難な条件を満たすのは勿論のこと、撃った対象が戦局を左右するに値する人物でなければ、発動する意味すらなくなる。

　エクセリアの新型を量産し、戦略を構築し、悪魔の弾丸を行使しても覆くつがえせない程ほどの優勢を作り続けた結果、敵対する東国は連敗が続いていた。

　そう──昨日だけではない。

（どうすればいい──）

　苦く悩のうは。

（どうすればいい、これから──）

　ここ最近、ずっと続いていることだった。




　──が。

　一方で、

「どうしましょっかねー」

　何も考えていない……というより、

「考えるのも、めんどくさいわねー」

　本当に悩なやんでいない声と共に。

「……おい」

「む。なによ」

　思わず声をかけると、隣となりにいる銀髪は、

「こ、この野の苺いちごならあげないわよ」

　手に持っている袋ふくろをさっと隠かくす。

「違ちがう」

「……ならいいけど」

　銀髪少女──エアは、レインの話を聞きながら、袋いっぱいの野苺を齧かじっていた。

　──野苺。

　冬では貴重なフルーツ。

　それを食べ始めてから、エアは終始機き嫌げん好よく座っている。

　昨日の戦闘が終わったばかりで、話をするために、こうして朝方早く、西門の上という場所に呼び出したのに、彼女には疲つかれた様子など微み塵じんもなかった。

　むしろ逆だ。

　ぼけっと、朝日を見ながら。

　野苺で一杯の小こ袋ぶくろに、腕うでを突っ込んでいる。

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらだが、にこにこと嬉うれしそうにして。

「にしても、辛しん気き臭くさい顔ね。そんな顔しても、負けた結果が無くなるわけじゃないでしょ」

「へらへらするよりいいだろ」

「真っ先に戦場で死ぬタイプね」

「……」

「考えないのも、考え過ぎるのも、等しく愚おろかよ」

「愚かって……」

「まあいいか。落ち込んでても、こうして貢みつぎ物ものを持ってきたんだから」

　言って、エアはほいほいと野苺を口に運んでいく。

　本当はその袋いっぱいの野苺は、数日前、レインが友人のアスリーから貰もらったもので、エアに半分渡そうと持ってきたのだが、結局、話の前半で持ってきた全部を食べられた。

「もう無いの？」

　まさかのおかわり要よう請せい。

　さすがに持ってきてない。

（はあ──）

　気が抜ぬける。

　思えば、この少女エアは、出会った時から傍ぼう若じやく無ぶ人じんの塊かたまりだった。

　──数か月前。

　学生兵レインは、戦場で死に瀕ひんしていた。

　その中で拾った銀の弾だん丸がんを使い、そして、

（そう、弾丸──）

　エアと出会った。

　彼女は自ら『亡霊』と名乗った。

　そして戦火の中で命を連綿として繫つなげて来た存在だと語った。その話を、荒こう唐とう無む稽けいと笑い飛ばす間もなく、レインは他の亡ぼう霊れいと出会い、

（亡霊……、）

　極限状じよう況きようの戦地におかれ、戦うこととなった。
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　そして、さっきエアが言った通りだ。

　もし一人で『亡霊』と向き合っていれば、確実に死んでいた。

　それ程までに、戦火を振ふり撒くために魂たましいを縛しばられた彼らの本ほん性しようは、あまりに苛か烈れつで、尖せん鋭えい的で、何物にも侵おかされない圧あつ倒とう的な力を有する異常な兵力だった。

　魔術の極限としての存在──それが亡霊だ。

　彼らとの戦いは、周囲の物を巻き込んであらゆるものを破は壊かいした。

　多くの人間が死んだ。

　多くの街が焼かれ、還かえらない結末と新たな悲ひ嘆たんを生み出した、一連の顚てん末まつ。

　それでも──少しだけ残った。

　レインのすぐそばに。

　一か月前──。

　先の亡霊たちとの戦いで、レインと奇き妙みような協力関係を構築したエアは、仮の巣だったアレストラ教導院にまだ残っていて、こうして、レインの隣に居続けている。

　そんな奇妙な関係。

　不安定で、いつ切れるかも分からない。

　しかし、今、この瞬しゆん間かんは、確かに、そこにある。

　彼女は──亡霊の一人。

　銀色の魔ま導どう士し。

　誰だれよりも強く、孤こ高こうでありながら。

　気高く、何なん人ぴとにも触ふれられぬ誇ほこりと矜きよう持じを持ちながら──その芯しんは、脆もろい少女。

　亡霊エア。

　彼女は、こうして、戦場でない場所でも、何気なく、横に座るようになった。

　そして、

「とりあえず、話は今度にしましょ。寒いし」

　結局。

　朝は気温が低すぎるという事で、エアはさっさと帰り支じ度たくを始めた。

　ほぼ雑談と野苺を頰ほお張ばるしかしていなかったエアだが、これからのことを真しん剣けんに考えていたレインは、弛し緩かんした空気を取り直したくもあったので了りよう承しようする。が、

「今度って、いつだ」

「それなんだけど、私、今から十日くらい、少し用事があって学院から離はなれるから」

「十日って……」

　長い。こっちとしては、すぐに話をしたいのに。

「ま、お前が考える期間としてはちょうどいいでしょ」

「次の派は兵へいは五日後にあるが」

「私抜きでどうぞ。無茶して死なない様にね」

　それだけ言い残して、エアはさっさと消えた。




　──五日後。

　エアがいないまま、レインは派兵先であるハザール湖へ訪おとずれていた。

　国境に位置する陸続きの湖を中心にして、西国からのゲリラ襲しゆう撃げきが頻ひん繁ぱんに行われている前線の一つであり、この先には資源の要かなめとなる鉄鉱山が位置している。

　このハザール湖を取られれば、重要な鉄の供給源を失うことになる。

　だからこそ、学生まで出動させて人員を確保しているが、

（まずいな──）

　レインたち学生兵が到とう着ちやくして二日後のことだった。

　百日以上ぶりに、ハザール湖へ西国からの襲撃部隊が出現し、戦せん闘とうが始まった。

　そしてそれは、哨しよう戒かいや牽けん制せいのための戦闘ではなかった。

　──五十機。

　それが、西国がハザール湖強きよう襲しゆうにかけてきたエクセリアの数だった。各国千機程度しか保有していないエクセリアをそれだけ用意するのは至難の業わざだ。

　けれど敵は成し遂とげた。

　対する東国は、学生機併あわせて三十機。

　一つの防衛線の駐ちゆう屯とん地ちに置くには十分な数だが、敵機の五分の三では勝負にすらならなかった。戦闘開始から一時間、通常兵器も用いて抵てい抗こうしていたが、物量によってハザール湖へ押し入った数機がそれらを破壊すると、戦局は一気に傾かたむいた。

　陣じん形けいを整えた敵兵からの弾丸魔ま法ほうが一いつ斉せいに降り注ぐ。

　その光景を、学生兵として後衛で待機して見ていたレインは、

「くそ……」

　歯は嚙がみするしかない。

　学生兵が前線に加わるには、本隊からの命令が出てからだ。もしこの場にエアがいれば、勝手に抜け出して行動することも出来ただろうが、

「うわ……また一機やられてる……」

　いま、エアはいない。

　代わりにエクセリアに搭とう乗じようして、機体を操作しているのは、

「これ、負けるね……」

「負ける以前の問題だ。勝負にすらなっていない……」

「あー、早く撤てつ退たい命令出してくれないかなー」

　同級生のアスリーだった。入学以来共にペアを組んで来た少女であり、そのエクセリア操縦技術は学生レベルを超こえている稀け有うなパートナーだ。

　しかし、それでも、彼女はエアとあらゆる意味で違いがあり過ぎる。

　行動できない。

　なぜなら、アスリーは『悪あく魔まの弾丸』を知らないからだ。

　人間を消せるこの弾丸は、絶対に守らねばならない秘密──そして、アスリーが悪魔の弾丸について理解がない以上、軍命以上の行動はしてもらえない。

　だから、レインは見ている事しかできないでいた。

（このままじゃ、この戦いも──）

　いや──もしエアがいたとしても、無理だっただろう。それ程ほどまでに、今回のハザール湖強襲は、どうしようもないほどの戦力差があった。

　やがて、

『東軍に告ぐ。第二隊以外の全隊、ハザール湖下流へ向かえ。撤退する』

　殿しんがりだけを残して、全部隊に撤退命令が出た。ハザール湖の防衛を統とう括かつしているコバチ少将は、無む駄だに戦うことをしない。それは東国にとって賢けん明めいで最良の判断だ。

　この戦いは──負ける。

　それは誰の目にも明らかだった。しかし、

「よっしゃ、撤退命令が出た！　退ひくよレイン！」

「……アスリー、前進だ」

「へ？」

「前方五百メートルの岩いわ陰かげへ向かってくれ」

　ただ一人──その事実を受け入れられない少年がいた。全員が撤退を始める中、長銃を構え直し、セーフティーを上げ、トリガーに指を掛かけていた。

　このまま──。

（このまま負けるなどできない──）

　ここ数十日、東国は白星を一つも挙げられていない。連敗に次ぐ連敗で、これ以上負けたら取り返しがつかない。この戦場は、なんとしても変えねばならない。

「え、えと、レイン、でも、撤退って」

「いいから！」

「っ──」

　レインの恫どう喝かつに、アスリーは言われた通り機体を進める。撤退してくる前線の機体とすれ違ちがうが、レインはハザール湖の北方を目指していた。

　無論、でたらめな突とつ撃げきでない。

　きちんとした策はある。

（ずっと、戦場を観察していたが──）

　後衛から観察しながら、敵の解かい析せきを行った結果、敵の中ちゆう枢すう部隊を絞しぼることが出来た。あまり動かず、戦場を見み渡わたせる範はん囲いにいる数機が敵軍の要だ。

　そして、その中にいる司令官さえ、この弾丸で撃うち抜けば──。

（変わるかもしれない……）

　戦場が。

　そしてそれも、狙そ撃げきできる位置まで行くことさえできれば──

「！」

　そう思った時だった。

　レインたちの機体の真横で、強きよう烈れつな弾丸魔法が炸さく裂れつした。直ちよく撃げきこそしなかったが、近きん距きよ離りでの爆ばく撃げきは、身を千切る様な衝しよう撃げき波はでもってレインたちを襲おそった。

　そして、巻き上がった粉ふん塵じんが晴れて、レインの視界が戻もどった時、

「う……」

　アスリーの頭から、ぼたぼたと血が流れていた。

　呻うめき声と共に。

「アスリー！」

「あ、レイン……痛、っ、大だい丈じよう夫ぶ、石が、かすって、……」

　気き丈じように振ふる舞まうが、かすっただけでないのは明らかだ。

　鈍どん器きで殴なぐられた様な衝しよう撃げきで当たらねば、あれだけの傷は出来ない。そして、そのアスリーの無理した笑え顔がおと流れ出る血を見て、レインは、

「……アスリー。戻って、部隊と合流できるか」

「ん、了りよう解かい」

　アスリーに再度指示して、戦線から離り脱だつしていった。

　──勝てなかった戦場を、後ろに残しながら。




「ほんと平気なのに、学校休めって大おお袈げ裟さだなー」

　撤退してから治ち療りようを受け、アレストラ教導院に戻ってからも、学内の入院施し設せつで二日くらい休むことになったアスリーは、包帯ぐるぐるでベッドの上にいた。

　傷的には皮ひ膚ふの裂れつ傷しようだが、それなりに強打した故ゆえの措そ置ちだ。

　時刻は朝八時。

　講義前に見み舞まいに寄ったレインは、あはっと笑うアスリーに、

「大袈裟じゃないだろ。頭を打ってるのに」

「大袈裟だって。まあこうして、毎日甲か斐い甲が斐いしくレインが通い妻してくれてるから、結果的に入院して良かったかもだけど？」

「妻って」

「甘いの食べたいなー」

「……明日持ってくるから」

「うい。あ、レインは講義頑がん張ばってね。これから私は惰だ眠みんを貪むさぼる」

　言いながら、布ふ団とんをかぶるアスリー。

　それは道どう化け的な仕草だったが、

（まだ、傷が──）

　痛むのだろう。大きく割れた部分を、ざっくり縫ぬい留めているので、痛み止めが切れれば相当痛い筈はずだ。話している時の笑顔も、ぎこちなかった。

（……なんで）

　なんで上手うまくいかないのか。

　悪魔の弾だん丸がんという力を手にしながら、戦いには負け、パートナーに傷を負わせ──。

「……夕方にも、また来るから」

「はいはーい」

　レインはベッド室を出て講義棟とうへ向かった。




「くそ！」

　誰だれもいない廊ろう下かに出た時、レインは衝しよう動どう的に壁かべを蹴けりつけていた。それはただ幼よう稚ちな八つ当たりでしかないのは分かっているが、それでも感情が抑おさえられない。

　苛いら立だつ。

　なにもかも上手く行かない状じよう況きようと──変えられない自分自身に。

（このままじゃ、なにも──）

　変えられない。

　焦あせりばかりが重なっていく。

　そして、そんな激情を抱かかえ、自覚して冷静になるべきと気付くより前に、

「……あ？」

　アスリーと別れて、すぐのこと。

　レインが講義棟に踏ふみ込んだ時のことだった。

　少し遅おくれて行ったので、すでに多くの士官候補生たちが講義棟にいたが、彼らのほぼ全員が、ざわざわとして、なにやら入り口の掲けい示じ板ばんの前に群がっていたのだ。

　───掲示板。

「なんだ」

　気分は逆立っていたが、内容が気になったので、ひょいと覗のぞいた。

　そこには新しく貼はられた紙が一枚あった。






『数学科三年　レイン・ランツ

　昼に私の部屋まで来なさい




学長 クレイス』











「なんでだよ」

　独ひとり言ごちながら歩いていると、すれ違う級友たちから変に視線を浴びていることに気付いた。じろじろと覗き込むというよりも、はっとして見て来るという様子だった。

（むう……）

　理由は明白。

　掲示板で呼び出されたからだ。

　しかもその相手が『学長』という、このアレストラ教導院において最も上位にいる人間であり、それから呼び出しを食らうというのは、滅めつ多たにない事態だった。

（なんだってんだ……）

　アレストラ教導院は、国内最大の士官学校だ。

　軍部の中枢となる人間は、ほぼこの学府の出身であるし、軍人でなくとも、研究機関としても所属している人間も多い。また身分としては軍ぐん籍せきであっても、銃の一つも触ふれずに所属することも普ふ通つうに可能だ。それこそ、レインの様に正統派の軍属は全体の六割にも満たず、年ねん齢れい層も学生としての若じやく年ねんもいれば、研究員の壮年までと幅はばが広い。

　開設されている専せん攻こう科も、エクセリア操作に専念する砲ほう兵へい科のように実じつ践せん主義なものもあれば、工学科や機械科のような机き上じようで殆ほとんどの役目が終わるものもある。

　ただ、どの学部であっても、士官候補生であれば、実践訓練と座学の一部が三年生まで共通の義務となっている。専門に分けられるのは、四年生以降の話だ。

　だからこそ、三年生の現在は、通常の学生の様な生活を送れている。

（しかし、呼び出しって、……）

　レインは学長室前に着いた。

　別館の一階奥。

　ここは、学長に用がなければまず訪おとずれることはない。

（なんのようだ、俺に……）

　人並みに緊きん張ちようはする。

　それでも、進まなければならない。

　黒の扉とびらを見る。

　そこには手書きで『ノックはいらない』とあった。

「失礼します」

　指示通り、扉を開けて入室する。

　入った瞬しゆん間かん、レインは思わず顔を歪ゆがめた。相応に広い部屋だったが、学長室には大量の書類が積み上げられ、それによる新しい紙独特の『匂におい』が充じゆう満まんしていたからだ。

（うっ──）

　インクから揮発したアルコールの香かおり。

　書類だらけの場所によく漂ただよう匂いだが、

「ぐ、……」

「入るなり、失礼じゃありませんか？」

「そう言われても……」

　レインは顔を向ける。

　それは、声のした方向──

「まったく、礼を失する生徒になったものですね。一年生の頃ころは、それこそ折り目正しく、苦笑いでこの匂いに耐たえていたのに」

「それはそれで失礼だったのでは……」

「私としては、不器用で可愛らしかったと思います」

「はあ」

「年月というのはかくも人を変えるのですね」

　言いながら。

　書類の山の隙すき間まから顔を出したのは、軍服を着た女性だった。

「お久しぶりです、レイン」

　ぱっと見の印象は四十歳程度に見える。

　が、実じつ年ねん齢れいはその十以上になると聞いたことがある。

　体付きは細身。

　妙みよう齢れいの女性。

　軍服の胸むな元もとにある八つの勲くん章しようと金字の階級章がなければ、誰もこの女性が上級士官であると同時、この国内最高の士官学校で学長を務める人間とは思わないだろう。

　レインは改めて向き合う。

　呼び出してきた人物──軍服の女生と。

「それで、なんの御ご用よう向きでしょうか、クレイス・ファルマン少将」




　──クレイス。

　クレイス・ファルマン少将は、二年前に学長に就任した女性士官である。

　元は数学科の教授として機械戦車であるエクセリアの開発に努めていたが、前任の学長が死去したことによって、学長へと押し上げられた。

　通常ならば、アレストラ教導院の学長に就任することは栄進であるが、特に名声などを求めないクレイスは余分な仕事が増えただけだと嘆なげいていたのを覚えている。

「改めて」

　レインは扉を閉めて言う。

「なんの用ですか」

「用という用はないんですけれど」

「ないんですか」

「急ぐことはないでしょう」

　まあ座りなさい、と勧すすめられるままソファに座る。そして、あらかじめ用意していたのか、水場のところから、水出ししていた紅茶を持ってきた。

　礼れい儀ぎはわきまえている。

　唇くちびるを濡ぬらすくらいには、出された紅茶にレインは口を付けた。

　一方のクレイスも正面に座り、同様に冷たい紅茶に口を付ける。

　それから、

「………」

「………」

　無言が続いたので、

「……あの」

「なんでしょう」

「俺の性格上の問題ですが、雑談などなしに、要件を早めに伺うかがいたいのですが」

「せっかちですね。けれど、望むなら仕方ない、それでは聞きましょう」

「はい」

「学校は楽しいですか？」

　もろ雑談だった。

　話を聞いてんのか、この人。

「いえいえ、レイン。私にとっては大事なことですよ。各学年で三人しかいない数学科の生徒ですもの。二年生になるまでは、よく研究の手伝いに来てくれていたのに、最近は顔を出してこなくなったんだから、心配にもなります」

「進級して、派兵が多くなりましたから」

「嫌いやですね」

　戦争って、とクレイスは続けた。

　一方、

（なんなんだ、いったい……）

　レインは、今回彼女から受けた呼び出しの概がい要ようが摑つかめないでいた。

　──クレイス・ファルマン。

　レインがアレストラ教導院に所属し始めた時から面識のある、数少ない人間の一人である。最も所属人数の少ない数学科を先行することになった一年目、その学科で教授だったクレイスから、レインは結構な頻ひん度どで教育を受けていた。

　それこそ、人数は最小であるが、成績上位の人間しか専攻できない数学科での教授であるクレイスは図ず抜ぬけて聡そう明めいで、彼女からの指導は非常に貴重だった。

　性格は温厚。

　言動は理知的。

　上級士官とは思えない人格者というのが、誤ご魔ま化かしのないクレイスへの評価だ。

　実際、レインにとって、信しん頼らいできる数少ない大人の一人であり、彼女の研究を手伝っている時は、学内の誰だれよりも会話をする相手だった。

　けれど──それも一年前までだ。

　第四次攻こう戦せんが激化し、戦せん闘とうが各地域で勃ぼつ発ぱつする様になるに連れて、クレイスと接せつ触しよくする機会は減少していった。元より学長としても教授としても、研究者としても忙いそがしい彼女にとって、学生に割さく時間は余よ暇かでしかない。

　それなのに──何だろうか。

　こうして呼び出された。

　そして肝かん心じんの要件に踏ふみ込まず、雑多な事しか聞いてこない。

　掲示板など使って呼び出したのだから、急務があると思っていたが──

「ふむ」

　焦じれるレインの様子を感じ取ったのか。

　クレイスは、紅茶カップを手に取って、

「では、さっそく一つお聞きしても」

「はい」

　中の液体を。

　ゆらゆらと揺ゆらしながら、

「亡ぼう霊れいエアと共にいて辛つらくないですか？」

　そう口にした。




　瞬間、

「っ、」

　レインは腰こし元もとに下げていた拳けん銃じゆうを手に取ると、クレイス目め掛がけて弾だん丸がんを撃うち放った。

　充じゆう塡てんされた弾丸は銀色の弾丸でも、魔ま力りよくを籠こめられた弾丸魔ま法ほうでもない。

　純じゆん粋すいな弾丸だ。

　画一的に鉛なまりから製造されている凶きよう器き。

　向かい合うような距きよ離りで外すことはない。

　しかし、

「痛、」

　発はつ砲ぽうした瞬間、声を上げたのはレインの方だった。クレイスの肩かたを撃ち抜ぬくはずだった弾丸は逸それて後こう壁へきに埋うまった。石いし壁かべが砕くだけた奥には、レインが撃ち放った弾丸がある。

　射しや撃げきを阻そ止しされた──。

　けれど、それを実行したのは、クレイスではない。

　魔ま導どう士しではない彼女は、まだ何が起こったかすら理解していなかった。

　彼女を守ったのは、

「びっくりした」

　本ほん棚だなの陰かげ。

　そこに隠かくれていた少女だった。

「何かするとは思っていたけど、いきなり撃つと思ってなかった」

「エア──」

　なんでここに、という言葉すら続かなかった。発砲の瞬間、レインはエアによって右みぎ腕うでを撃ち抜かれたことで、骨こそ折れていないが、利きき腕うでを強きよう烈れつに痛めたからだ。

　撃たれたのは模も擬ぎ弾だんだ。

　それでも、声が出ない程ほどの激痛が右手に走る。

「まったく──たまに、予想のつかないことするわね、お前」

　呟つぶやきながら、

　隠れていた場所から出てきたエアは、じろりとレインを見下ろす。

　呆あきれる様な目をしていた。

　しかし──それはいい。

　問題は、

「エア、なぜ……」

　エアが、クレイスを助けたことだ。

　はあ、と溜ため息いきを吐つくエア。

「なんでって、……ああ、これ、説明結構めんどくさいわね……」

　きょとんとして、呆あつ気けに取られた表情のクレイス。

　ある種対照的な彼女ら二人は、目線を互たがいに合わせると、

「あの、ちょっといいですか、エア」

「なに」

　平素に会話を行う。

　初めて向き合うような様子ではなかった。

「えと、銃じゆう声せいが聞こえたのですが、いま、なにが？」

「そこのあわてんぼうに、撃たれるとこだったのよ」

「えー!?」

「お前、魔導士じゃないにしても、それくらいは分かりなさいよ……」

　エアとクレイスの間で交かわされる言葉から、

（この二人──）

　レインは察する。

　彼女ら二人は、

（面識が、あるのか──？）

　これまで幾いく度どとなく会っている。

　それも、ただ面識があるだけではない。

「どういうことだ」

　クレイスとエアは、これが初めての接触ではない。

　それは理解した。

　エアは、レインに黙だまって、この部屋の物もの陰かげから様子を窺うかがっていた。

　そのことからも、二人に個人的な繫つながりがあることは確かだ。

　しかし、その詳しよう細さいは全く分からない。

　レインは、机の上に座って脚あしを組むエアに視線を送る。

「悪いがさっぱり分からないぞ」

「なんでちょっと偉えらそうなのよ」

「説明しろ」

「クレイスとは今から四十年前──第三次攻戦で知り合った仲よ」

　回答があった。

「第三次……」

「そ、今から一つ前の大戦ね。私がオルトメニア陸軍に寄生していた時に士官候補生だったクレイス……そうね、ちょうど今のレインと同じ年だったこの子を、部下として使っていた。それだけの仲」

（第三次の時──）

　エアは先程、五十を超こえたクレイスを指して『この子』と言った。

　まだ十代半ばにも見えない外見をしているエアがそう言ったことは、一見奇き妙みような物に思えるだろうが、彼女たち二人の間ではまったく矛む盾じゆんすることではない。

　四十年前からの間あいだ柄がらだからだ。

　その時、クレイスはまさに少女であり、エアは現在と同じだった。

　しかし、そこまでの事情を吞のみ込んだところで、

「……クレイス少将」

「なんでしょうか」

「迂う遠えんなことを省いて、エアと共に俺を呼んだ理由はなんでしょうか。まさか昔話に花を咲さかせるために呼んだわけではないでしょう」

「あら、もう少しエアと私について、興味あるかと思いましたけれど」

「正直に言えばありますが、知ったところで、俺の関かかわるところではないと思います」

「そうですか。では改めて、レイン・ランツ。あなたに命令が一つ」

　クレイスもあっさり話題を変えた。

　重要な話はやはり別にあるのだ。

　しかし──命令。

　それは軍属としての逆らえぬ内容ということだ。

　クレイスは机き上じように置かれていた数枚の書類を、レインの前に広げた。

「三日後、帝てい都とへ運うん搬ぱんされる『第二世代エクセリア』を護衛してください」




　第二世代エクセリア。

　クレイスの口から出た言葉は、

「これは学長としての命令です。レイン」

　これからの趨すう勢せいを分ぶん岐きするものだった。

「私の研究を手伝っていたあなたにとって、第二世代エクセリアについては今いま更さらのことでしょう。第二世代エクセリア──私が数十年に亘わたって開発してきた機体です」

　クレイスは、そこでエアを見る。

「エア、あなたは、聞き覚えはありますか？」

「なんとなくはあるけど、実物は知らないわね」

　エアは思い出すように上を見ながら、

「第二世代──今までエクセリアを動かしていた機構とは違ちがう、新しいエクセリアというのは知っているけれど」

「ええそうです。理解はそれで十分です」

　クレイスはレインの方を見ない。

　説明するまでもないことを知っているからだ。

「これまでエクセリアは、例外なくレシプロエンジンが動力でした。それこそ、脚きやく部ぶの構造や、度たび重なる軽量化、操作性の向上など、この百年で目を見張る様な進化を遂とげて来たこの機き甲こう車ですが、実は、根本となる部分は殆ほとんど変わっていないのです。有機燃料を動力に使うという点は、全すべて同じ」

　しかし、とクレイスは続けて、

「第二世代エクセリアと呼ばれるこの機体は、これまでのものと機き序じよが全く異なるものです。私が開発した、有機燃料でなく、核かく銀ぎんの崩ほう壊かい熱をエネルギーとする『フローエンジン』は、より強力な兵器を生み出すことになりました」

　分類としては単純だ。

　第一世代エクセリアは、ガソリンを燃料とする『レシプロエンジン』。

　一方の第二世代エクセリアは、核銀の分子構造が崩壊する時に発せられるエネルギーを利用した『フローエンジン』を動力とする機体である。

　クレイス・ファルマン。

　彼女の研究内容は『核銀の放射熱』だ。

　専門は数学であるが、領域としては量子物理と共通しており、その長年の成果を合算して造り出したのが、新機体に使用されるフローエンジンである。

　莫ばく大だいな熱量を小質量から生み出す──。

　そのシステムを可能とする動どう力りよく炉ろ。

　核銀が大きなエネルギーを生み出すこと自体は、古くから知られていた。

　しかし、その崩壊熱はあまりに莫大で、出力をコントロールできる理論の発見がなかったことから、フローエンジンの完成は不可能とされていた。

　また、仮にエンジンが出来たとしても、それを搭とう載さいした第二世代はエネルギーを制せい御ぎよできないことにより、暴走するだけの仮想機体と考えられていたが、

「まだわずか数機ですが、一応は完成したのです。まあ、理想とする性能には遥はるかに及およばず、実戦で使うにはまだ遠い試作機ですがね。ただ、その機体自体にはフローエンジンを含ふくめ重要な機密が詰つめられているので、絶対に奪うばわれるわけにはいきません」

「なぜ──」

　話を聞いてから、レインはクレイスに向き合う。

「なぜ、俺をそんな機体の護衛任務に付けるのですか」

「正直に言えば、あなたは私の密みつ偵てい──スパイとして第二世代エクセリアの傍そばにいて欲しいのです。それこそ、フローエンジンは私の子供のようなもので、その技術を狙ねらう人間が東国の中にいないとは限らない。でも、レイン、あなたは違う」

　それは歪いびつな信しん頼らい。

　合理的な選せん択たく。

「私は、亡霊エアとあなたの関係を知っている」

「……」

　亡霊という存在と協力関係にあること。

　それ自体隠かくさねばならぬ秘密であるが、レインにはより掛かかる懸け念ねんがあった。

　それは『悪あく魔まの弾だん丸がん』の存在をクレイスが知っているのではないかということだ。

　悪魔の弾丸──人の存在を消し去るこの弾丸の秘ひ匿とく性は、絶対に失う訳にはいかない。

　この弾丸の秘密が漏もれた時、レインはエアと共に破は滅めつに陥おちいる。

　誰だれであろうと、知っている人間が他ほかに一人でもいることはリスクでしかない。

　しかし、

「ただ、魔導士のあなた達と違って、弾丸魔ま法ほうが使えない私は、戦っているのを遠くから見る事しかできませんがね。なにか特別な力があるのは分かりますが」

「それは、亡霊の弾丸の……」

「亡霊の弾丸？」

「──いえ」

　口ぶりから、クレイスが悪魔の弾丸について知らない事は理解した。

　ただ異様な存在として『亡霊』という存在がいることと、エアがレインに力を貸していることだけは把は握あくしているようだった。

　つまり──知られている。

　亡霊と手を結んでいることを。

　歴史の潮流を大きく変え得る存在と、レインが特とく殊しゆな関係にあることを。

「私はこの任務を、秘密を共有できない人間に任せたくはないのです」

　そして、それらのことを加味した上で、レインはクレイスに名指しで選ばれた。

　──こんな『お荷物運びに』。

「クレイス少将」

　レインはそれらの状じよう況きようを全て理解してから、

「この話ですが、辞退させてください」




　──辞退。

　その言葉に、

「どういうことでしょうか、レイン」

「今回の輸送任務に俺が参加することに意味はありません。それよりも、もっと向かうべき戦場が俺にはある。それが断る理由です。こんな大戦が佳か境きようにある時に、そんな命令で時間を無む駄だに消費したくない」

「……第二世代エクセリアの輸送は、無駄な時間だと？」

「端たん的てきに言えばそうです」

　レインは即そく座ざに頷うなずく。

　しかし、それは感情的な返答ではない。

　ある程度合理的な判断からの発言だった。

　何な故ぜなら、レインは知っているからだ。

　クレイスの許もとで研究の助力を二年以上していた経験から、いち技術者として『第二世代エクセリア』がいま現在、どのような重要性を持っているか。

　その現実を。

「確かに第二世代エクセリアは、重大な技術の塊かたまりです。ただ、理論が先行した高度な技術ばかりを採用した結果、はっきり言って、第二世代は『使えたものじゃない』機体だ──それを護衛したところで、この大戦の趨勢を左右することはありえない」

「今はしてなくても、これから完成する。それを加味しても重要でないと？」

「その間に戦争は終わる」

「……」

「いま、東の国は敗戦の瀬せ戸と際ぎわにある。今すぐに戦わねば──変えなければならない戦場が、目の前に高く積まれているんだ。第二世代なんてものを守って、それが完成したとしても、その時にはとっくにこの国は無くなっている」

　つまりは、優先度の問題だ。

「今すべきことは、目の前の戦いに勝つことだ」

　新技術の開発は重要な要素だ。それは決して否定しない。実際、現在の東国の劣れつ勢せいは、技術開発において西国から後おくれを取り続けたことに起因している。

　しかし──ことここに至っては、事情はそこまで悠ゆう長ちようでない。

　技術開発をしている内に、この国は確実に敗戦する──その状態まで来ている。

　この第四次攻こう戦せんの開始から四年。

　戦局は終しゆう盤ばんに至った。

　長期間削けずり合って、互たがいの国力は目減りし、目に見えての戦せん闘とうが明らかに負担になっている状況下で、西国は優勢に立ち始めた。敵はこの好機を逃のがさないだろう。

　準備の暇ひまはない。

　今すぐ戦わねば──死ぬ。

　そんな状況で、新機体の護衛など、重要性はかなり低い事態にしかならないのだ。

　特に『悪魔の弾丸』を有し、戦場を大きく変える可能性を持った自分を、とってかわることが出来る人間がいる輸送任務に充あてるなど無駄でしかない。

　──そう思った。

　だから、

「俺は、次の戦場に派兵してください」

　そう進言した。

　それは現状を把握した上で、レインが導き出した最適な行動だった。

　けれど、そのレインの意思に、

「なにを焦あせってるのか知らないけど」

　阻はばむ声が一つ。

　それは、クレイスのものではない──

「少なくとも、そんな周りが見えていない間ま抜ぬけを戦場に送るわけにはいかないわね」

　冷れい淡たんな声。

　怜れい悧りな口調の、それは、

「エア……」

「お前が死ぬのは勝手だけど、巻き込まれて死ぬ人間が哀あわれ過ぎるもの」

　目線を横に滑すべらすレイン。

　そこには呆あきれた表情と共に、クレイスの紅茶を飲んでいるエアがいた。

　お気楽な様子の銀ぎん髪ぱつに、

「どういう意味だ」

「お前、最近の自分がどうなってるか、ちゃんと分かってる？」

「分かっている」

「だったら、なんで負け続けてるのよ」

「──それは、」

　どうしようもなかった。

　それらの戦いは、最初から勝てる見み込こみがなかった──。

　そう言葉に出そうになったが、言い訳がましく思えて、思わずレインは口を噤つぐんだ。

　しかし、

「答えを言うわ。最初から無理だったのよ」

　エアは言った。

　レインが思ったこと──言わんとしたことを。

　──最初から無理だったと。

「ここ四つの戦いで、全すべて敗戦。正直に言えば、レイン、お前はこれらの戦いに全て出るべきじゃなかった。なぜなら、それらは全部、最初から勝ちようがなかったからよ。というか、それはお前が一番分かってるんじゃないの？」

「……、」

　言葉を継つげないレインに、

「確かに私が与あたえた弾丸の力は強力だけど、万ばん能のうじゃない。それこそ、最初から負けると分かっている戦場をひっくり返すのは、不可能。なのに、お前はただ戦いに出ればいいと思っている。勝算があるか、考えもせずにね」

　──エアからの言葉。

　意外な発言に感じた。

　これまで、エアはレインに強く助言したことは無かった。

　求めれば答えを教えてくれるが、向こうから言って来ることなどなかった。

（………）

　戦場を選ばなくなった。

　原因は、レインに精神的な焦りが出てきたこと。

　悪魔の弾丸を使い始めて、初期は好転を続けていた。

　しかし、圧あつ倒とう的に不利な戦場に参加することも多くなった結果、最近は思うような戦績が残せなくなった。それは戦局上、数学的に発生する当然の事だが、連敗が続けば、なんとかせねばと焦る部分だけが強くなっている。

　──焦り。

　それは自覚できない感情。

　制せい御ぎよできない思いが、大きく思考を鈍にぶらせる。

　だからこそ、戦局を考えず、不利な戦場にすら出向くようになって。

　──アスリーにも怪け我がを負わせた。

「一度休んで頭を冷やした方がいい。それこそ、機体を運ぶだけなんて言う、お荷物運びくらいの任務でね。今、お前が闇やみ雲くもに動いても、何も変わらないもの」

　──頭を冷やせ。

　それは、エアからの至し極ごく真っ当なアドバイスだったが、

（なにを──）

　連敗が続き、焦しよう燥そう感かんに駆かられているレインにとって、

「──なにを、悠長なことを言っている」

「はあ？」

　その言葉は響ひびくことはなかった。

「なら、なにもせず、家で馬ば鹿かみたいに寝ねてろってことか」

「そんなこと言ってないでしょ」

　レインはエアに向き合う。

　嚙かみつくような強い語気と共に。

「そう言ってるだろ」

「言ってない。子供みたいに勝手に拗すねて、勝手に私の言葉を変えないで」

「ほら、今まさに、子供って言ったな」

「だから！」

　違ちがうっ、とエアは頭を搔かいて、

「変なやる気で、勝てもしない戦いに行くのは、自殺と変わらないって言ってんの。レイン、周りが見えてなさすぎ」

「だから何もするなと」

「あー！　めんどくさ！」

　いらだつエア。

　けれど、その少女以上に、

「だが、そういうことだろ。俺にはなにもするなと言われてるようにしか聞こえない」

　怒いかりが強かったのは、レインの方だった。

　──戦うな。

　その言葉は、レインにとって、普ふ通つうとは意味合いが多少違ちがう。

　重さが違う。

　それこそ、自身の在り方に触ふれる言葉になる。

　これまで悪あく魔まの弾だん丸がんを使って、自分こそが最も戦っている、重要な立場だと無意識に思っていたレインにとって、その言葉は思わずむっとするものになっていた。

　いきなり、お前なんかいてもいなくても変わらないと言われたように感じたのだ。

　傍はたから見れば、幼よう稚ちな反発心でしかない。

　エアの言葉は、現状を踏ふまえた上で最良の判断だ。

　しかし、無自覚の焦りの中にある──依い然ぜんとして未熟な少年には、

「……分かった」

　少女の真意は届かない。

「それが最良というのなら、第二世代エクセリアの護衛、──引き受ける。それが失敗しようが、成功しようが──何も変わらないだろうが」

　言って、レインは席を立った。

　本来はまだ話を詰つめるべき部分があった。しかし、頭に血が上った少年は、護衛任務の詳しよう細さい地のメモだけ受け取ると、学長室を去った。

　がん、と扉とびらが叩たたきつけられて、強く閉められた。




　──一人が立ち去り。

　室内に残されたのは、二人。

「さてと」

　最初に口を開いたのは、

「いきなり撃うたれたのには、さすがに驚おどろきましたね」

　しばらく無言でいたクレイスの方だった。

　彼女は後ろを振ふり返ると、壁かべの銃じゆう痕こんを眺ながめる。

　そこには、レインが放った弾丸がそのまま残されていた。

「エア、あなたがいなければ死んでいました」

「私としては、レインが撃ったこと自体は、そこまで驚かなかったけどね」

　答えるエア。

　それを受けて、クレイスはふうと息を吐はくと、

「口数は少ないけれど、それなりに気が利きいて、理知的な良い子だったのですが……亡ぼう霊れいという秘密を守るためなら、恩師でも躊ちゆう躇ちよなく撃つのですね」

「ショックだった？」

「正直言えば、多少は」

　それだけ答えて、クレイスは、

「しかし、エア、あなたはいいのですか？」

「ん？　まあ、クレイスでなかったら、正しい行動だったとは思うし」

「違います」

　否定の言葉でクレイスは遮さえぎった。

　彼女が言った『いいのか？』という意味は、

「問題はあなたです」

「ん？」

　レインが発はつ砲ぽうしたこと自体ではない。

「あの少年を殺さなくていいのかという意味です」

「！」

　エアは思わず身を硬かたくした。

「なにやら周りが見えてないとか、偉えらそうなことを言っていましたが、私としてはあなたも同じですよ、エア。あの少年──レイン・ランツは、あなたと組むにはあらゆる面で未熟です。確かに、学生レベルでは群を抜ぬいて優ゆう秀しゆうでしょう。五年もすればどうなるか私にも分からない。しかし、今に限れば、亡霊という破格の存在であるあなたには、決して釣つり合わない。過ぎた力を与えている現状が続けば、近い内に制御できなくなるのは確実です。それは、あなた自身が何度も経験して、分かっていることでしょう？」

　──四十年前。

　このクレイスは、当時亡霊として身を現したエアと行動を共にした。

　それは、現在のレインと近い立場──いや、軍部で中ちゆう枢すうにいたエアと、学生で一兵卒以下だったクレイスは、明確な上下関係にあり、合理的な目的を共有していた。

　それはある種機械的なものだったが、結果的にはそれが最善の結果をもたらした。

　だからこそ──。

　だからこそだ。

　クレイスは、

「エア。ここは決断すべきです」

　元部下として見誤らない。

　エアの隙すきを決して逃のがさず修正をする。

　上官の誤った認にん識しきは、多くの人間を殺すことになる。

　それを経験と共に理解しているからだ。

「誰だれの目にも明らかですよ。レインは精神的未熟さから、焦あせりを制御できていない。今回はなんとか身を引かせましたが、次からは聞く耳を持たず破は滅めつに向かうでしょう。そして、その傲ごう慢まんさに巻き込まれるのは、無む辜この兵士と、あなた自身なのですよ？」

「……」

「この状じよう況きようで殺さずに、後になって後こう悔かいしたことが、何度あるのですか？」

「それは──、」

「あの子は今すぐ殺すべきです」

「……だから、」

　言葉が出ないエア。

　それに対して、クレイス──一見すれば温厚な将校は、

「あなたは、情に弱すぎる。だからこそ、今日、私が判断するためにレインをここに呼びましたが、今の段階でギリギリといったところです。確かに、私にとって、レインという少年は大事な生徒……何年も見ている、子供のようなものです。しかし、それは他の兵も同じ。いま前線にいるのは、この学校を古巣にした私の教え子ばかりです。彼らとレイン一人、どちらを犠ぎ牲せいにするかと問われれば、迷わずにレインを犠牲にします」

　だからこそ、殺すべきだと。

　力に吞のまれ始めた少年を。

　それは、

「同じことを、いったい何度繰くり返すのですか、エア・アーランド・ノア」

　あの少年に、ほんの一度とはいえ。

　心を許した少女には──決断しにくい行こう為い。

「分かってる、から……」

　レインは──変わり始めている。

　そうなれば、向かうのは破滅であり、多くの人間が災さい禍かに吞まれる。

　──分かってはいるのだ。

　けれど、

「分かっていても、出来ないのがあなたでしょう？　そうだ、自分でやりたくないなら、私の方から手配しても」

「分かってるったら！」

　エアは会話を怒ど声せいで遮った。

「大声で聞こえないふりをしても、何も変わりませんよ」

「……本当に、うるさいなあ……」

「私も言いたくないですよ、知っている人間を殺せなんて……それも教え子を。でも、それに躊躇して犠牲になってきた人間が、何人いると思っているのですか」

「……分かってる。本当に、その時が来たら──」

　──きちんと、するから。

　と、少女は言葉を続けたが、

（なに、やってんのよ、あいつ──）

　口調に強さは、まるでなく、

（約束、したのに──）

　ただ何かを信じる事しかできない様子で、

（きちんと戦うって、約束、したのに──）

　名を心の中で呼ぶことしかできなかった。

（レイン──）








２、いざこざ






　第二世代エクセリアの護送任務に就つくことになった。

　移動手段は『列車』。

　派は遣けんされた場所は、国内北部の鉱山都市『バラン』だった。

　国土の北部から中央にかけて繫つながる約二百キロの路線を一気に縦断する。

　そして、アレストラ教導院の士官学生数人と共に到とう着ちやくするや否いなや、レインはまともな説明を受ける間もなく、列車に押し込まれ、朝の六時には駅を発たつことになった。

　ここから西部を経由して、帝てい都とまで向かう。

　距きよ離りにすれば二百キロ程度の行程であり、補給など含ふくめて六時間で到着する。

「注意すべき場所は、二カ所だ」

　貨物庫の奥。

　派遣された六名の士官学生をまとめる大おお柄がらな少年オルカが注意を促うながす。

「一カ所目は、これから一時間後に通るレバント平原。領土としてはこの国だが、場所が田舎いなか過ぎて、敵兵が入っても分からない。待ち伏ぶせるには、絶好の場所になる」

　で、と続け、

「二カ所目は、レミナ連れん峰ぽう。単純に、西国からとても近いから危険だ」

　以上、二カ所。

　西国から襲しゆう撃げきがあるとすれば。

　無論、五種類の運うん搬ぱんでカモフラージュしている上、そもそも西国が第二世代エクセリアを手に入れようとしてくるのかも不明だが、とにかく貨物を奪うばわれないのが優先だ。

　人員は正規兵が二十名。

　士官学生が十人。

　合わせて三十名のみ。

　しかし、全員が魔ま導どう士しとなれば、列車一台の護衛には十分な数だった。

　そして、

「じゃあ、俺たち学生の持ち場だが」

　オルカは事務的に伝達する。

「見張りはレインとアスリーの二人がやるから、他は遊んでていいぞ」

　六時間程度で交代などいらないので、コインの結果、学生分の見張りは、二人のみで行うことになった。選ばれたのは、普ふ通つうに四回連続で表裏を外したレインと、

「あ、私でいいよ、見張り」

　一位でゲームを上がったのに、あとで立候補してきたアスリーになった。

「ほいよレイン、連れん絡らく用の無線機」

「ああ」

「これから六時間、よろしくね」

　アスリーから無線機を預かる。

　携けい帯たいできるサイズだが、性能が高い軍用だ。

　そして、見張りの二人は、

「うわ、寒！」

「寒冷地だからな……」

　車外に出る。

　扉とびら一枚隔へだてた、列車最さい後こう尾びにある足場が見張りの場所だった。

　見通しが良く、広い視野で見張りをする事が可能だが、屋外であるため気温は氷点下よりずっと低い。雪も降っている外に座り続けるのは、それなりにきつい任務だった。

　これが六時間続く。

　レインは、連絡用の無線機を渡わたしてきたアスリーに、

「いいのか。結構大変な仕事だぞ」

「んー、まあ、レインじゃなかったら受けなかったぞ」

「頭の傷だってまだ」

「四日も経たってるし大だい丈じよう夫ぶだよ」

　忠告したが、軽く流された。

　そして──出発から一時間。

　特に話すことなく、見張りの要領を得てから、アスリーは、

「最近さ」

「ん？」

「あまり遊ばなくなったよね、私たち」

　呟つぶやくような声で話し掛かけられた。

　八両から構成される貨物列車の室外。

　騒そう音おんもそれなりに大きい。

　けれど、肩かたが触ふれる距離で座っていると、聞き逃さない程度には声は分かる。

（……？）

　アスリーの言葉に、レインは、

「遊ばなくなったって、学院では、ほぼ毎日会うだろ」

「そうだけどさ、なんていうか……前はもっと、車で街に出たりとか、研究室に忍しのび込んで火薬盗ぬすんだりとか、いろいろしてたじゃん」

「今思うと遊びのレベルじゃないな」

「変わったんだよね」

　思い出すような口調。

　アスリーは、一人で呟くように、

「私たちだけじゃない。周りも──環かん境きようも、本当に変わっちゃった」

「それは──」

　そうだろう、とレインは答えた。

　横をちらりと見ながら。

　一方のアスリーは、会話をしながらも視線を合わせて来ない。

　見張りという役目を全まつとうする様に列車の後方を眺ながめ続けている。

　だからだろうか──。

（なんだ……アスリーのやつ……）

　彼女の言葉が、少し浮ういている様に感じたのは。

　普ふ段だんの彼女は、もっと明めい瞭りような言い方を好む傾けい向こうにある筈はずだ。言いたいことは明確にするし、相手に察してもらうための曖あい昧まいなことなど、ほとんど言わない。

　けれど、今日のアスリーは、言葉がいまいちだ。

　はっきりとしない。

　基本的に伏ふし目めがち。

　そして時たま思い出したかのように口を開けば、取り止めのない事を話して、すぐに終わる。そんな時間が、出発から続いていた。

（……？）

　そんな日もあるかと。

　レインも特に言わなかった。

　それから、さらに一時間ほど経過した。

　南に下り始めて計二時間が経過し、支障なく運航を続けた列車は予定通りレバント平原を通過する。予あらかじめ聞いていた通り、平時ならば地平線まで望むことが出来る平原には家屋や道路など人工物がない。この貨物用の線路だけが異質に浮いていた。

　情報によれば、襲撃されるとしたら、この場所が最も可能性が高いという。

　障害物の無い場所は、機き甲こう戦車であるエクセリアの主戦場だからだ。

　レインは、少し様子の変わったアスリーを置いて、見張りに集中した。

　朝方から降り続いている雪は、平原に五センチ近い高さとなり、景色は既すでに雪原と呼べるほど白一色になっていた。エクセリアなどの機体は目立ちやすいが、悪天候によって全体的に視野が悪く、目を凝こらさねばわずかな影かげを見み逃のがすかもしれない。

　目を凝らし、見張りとして集中しようとする。

　けれど、どうしても作業としては単調となる。

　結果として、余計な思考が頭の中に巡めぐる。

『一度休んで頭を冷やした方がいい』

　それは、先日、エアから言われた言葉。

　何度も繰くり返されてしまう。

『レイン、周りが見えてなさすぎ』

　直じかに言われた指し摘てきの数々。

　それに対して、時間をおいた今でも、

（──くそ）

　反省などできない。

　それほどまでに、追い立てられるような焦あせりがレインの思考に余よ裕ゆうを与あたえず、ただ言われた事だけがぐるぐると繰り返されるだけだった。

　考えがまるでまとまらない。

　見張りにも、いつしか集中できなくなっていた。

　ほとんど考え事に気を取られていた。

　もしこの時、敵兵に接近されていたら危あやうかったが、

『学生兵』

　はっとする。

　それは、無線機からの声だった。

　この任務の上官による通信だ。

『そろそろレバント平原を抜ぬける。後方に異常はないか』

『は、はい』

　慌あわてて周囲を見み渡わたしてから、

『異常はありません』

『そうか。まあ、この平原を抜けたら暫しばらくはお気楽だ。後半に備えて少し休め』

　言い残されて、通信は切れた。休め、と言われたが、本当に有事の時ならば言われない命令だ。やはりこの列車が西国に襲撃される可能性自体、とても低いことが窺うかがえた。

　第二世代エクセリア。

　いつ実用化されるとも分からない技術だ。

　そんな機体を、このタイミングで、わざわざ奪いにくるだろうか。

　可能性はとても低い。

　そして、それが分かるからこそ。

　無む駄だに時間を使っている様に思える。

　より苛いら立だつ。

　形だけの任務を守るなど、今すべきことではないのに──と。

（俺には、もっと──）

　戦うべき場所がある。

　人の存在を消す──悪あく魔まの弾だん丸がんを使って。

『では、また定時の二十分後に』

『了りよう解かいしました』

　苛立つ思考に追われて、上の空のまま、レインは通信を切った。しかし、集中し切れていなかったためか、ポケットにしまう時に受信用のアンテナが、

「っ、」

　レインの頰ほおを掠かすめた。

　ぱしっと、軽く鉄の細棒が当たる。

　すると、

「痛っ」

　頰に痛みが走った。

　その場所に手を触れて、手を戻もどして見ると、

（う……）

　結構な血が付いていた。すぱっと皮ひ膚ふが裂さけたのだ。極ごつ寒かんの中で冷え切った頰は切れやすくなっており、鉄が当たった部分が、一筋、綺き麗れいに切れていた。

（──なんて）

　ついてない。

　別に傷自体はまったく問題ない。

　ただ、負わなくていい怪け我がをしたという不運だけで、苛立ちが増す。

（こんな時に──）

　より苛立ちが増す。

　嫌いやなことは重なるものだった。

　しかし、そんな苛立ちより先に、

（なにか、拭ぬぐう物は……）

　垂れ続ける血を止めねばならない。

　レインは、胸ポケットに入れている白布を取り出すため、顔を下に向けた。

　その時だった。

　冷え切っていたレインの頰に、

（え──）

　わずかに温かい感かん触しよくが走った。

　それは流れた血の温度──ではない。

　違ちがう感触だった。

　触れたのは、先さき程ほどのアンテナの様な無機質な物などではなく、むしろひどく生物的で、それもゆっくりと押し付けられた、優やさしい一いつ瞬しゆんの接せつ触しよくだった。

　レインは顔を左に向けた。

　どきりとした。

　アスリーの顔がすぐそこにあったからだ。

「え、な……」

「ねえ」

　戸と惑まどうレイン。

　一方のアスリーは違った。

　こちらを真っ直すぐ見ていた。

　そして、彼女の唇くちびるには、赤い液体が、たらりと付着していた。

　それは──今まさに、レインの頰から落ちた血液であり、

「レイン──」

　吐と息いきが掛かかるほど、近く、アスリーの口元が近付く。

　元より、顔同士が触ふれるほど近く座っていた。

　無防備だったレインの頰にその唇を当てるなど、簡単なことだっただろう。

　けれど、それでも、アスリーの、

「あの、その、──」

　行動の真意は摑つかめない。

　アスリーが次の言葉を言い淀よどんでいたからだ。ぐいと顔を寄せたまま、何かを言おうとしているのは分かった。その表情は、焦りや迷いが混ざって複雑に見えた。先程のキスに何の意味があったのかは分からない。しかし、何かを言おうとしている。

　それらを理解して、レインは、

（なんだ──）

　感じ取った。

　アスリーは──何を言おうとしている？

　それも、この場の勢いで言おうとしたことではない。

　もっと重要な──何かを。

（いきなり、こんな──いや）

　いきなりではないのだろう。

　緊きん張ちようはしている様だが、慌てるような様子はない。話は準備されていた。レインの見張りの手伝いを申し出た時から、アスリーには元々話があったのだ。

　思えば、先日の一戦──最古の亡霊ゴーストとの戦いにおいて、故郷の街を焼かれ、両親を失ってから、アスリーは何か思い悩なやむ様な仕草を見せることが多くなった。

　けれど、それも自然な挙動と思っていた。

　自分の寄る辺だった肉親を失えば、誰だれでもしばらくは平常でいられないだろう。

　──そう思っていた。

　けれど、アスリーの言動は、それらと微び妙みように違う様に思えて──

（アスリーは、なにを）

　言おうとしている？

　隠かくしている？

　──どく。

　どく、と鼓こ動どう。

　互たがいに静止したまま、見つめ合って数秒後──、

「……その、先月の、ことなんだけど、」

「……先月？」

　発せられた単語は時期を示すものだった。そして先月といえば、アスリーが両親を亡なくした戦いや、異常の存在である『亡霊』たちを取り巻く事態が多くあった時だ。

　──やはり、だ。

　アスリーは、その先月の時から、レインに言うべきことができていた。

　だから、

「なにか──その時にあったのか」

「……うん」

　レインは、アスリーによる言葉を穿うがつために聞き返した。こうして二人になる場を敢あえてアスリーが作り出した以上、彼女の口から語らなければ何も始まらない。

　そして、それから数秒、さらに無言が続いた後に、

「私──、」

　アスリーは、レインの血の付いた唇を震ふるえさせながら、

「──知ってるの」

「知っている？　なにをだ」

「レインと、あの子が、」

　アスリーはそこで言葉を切った。

　なにか言いづらいことを言うかのようだったが『あの子』では分からない。

　その人物を確定するためにレインは次の言葉を待った。

　しかし、まさにアスリーが決定的な──運命を変える言葉を発しようとした──。

　その時だった。

「レイン。そこにいるか」

「!!」

　ごんごん、と、背にしていた扉とびらが無骨に叩たたかれた。聞こえて来たのは、級長のオルカの声だった。見張りの交代はないので、単純に用事があって来たのだろう。
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　本来なら──。

　追い返すべきだった。

　アスリーとの会話の方が重要だったから。

　けれど、断る前にオルカの言葉が、

「悪いレイン。ヘルプだ」

　アスリーとの会話を──その後、数年に亘わたって延期させることになった。




　窓から部屋を覗のぞくと、

「う」

　ぞぞ、とした空気が充じゆう満まんしていた。

「怖こわっ」

　窓まど越ごしに思わず、後ずさった。

　レインがオルカに呼ばれて案内されたのは、七両目の貨物庫だった。

　今回の輸送任務では、通常貨物も積せき載さいされている。

　区画に分けて貨物が振ふり分けられている十二両編成であり、その内の空いていた二十畳じようほどの場所が、学生兵の待機部屋に充あてられているのだ。

　しかし、その空間は現在、窓越しに覗いただけでも最悪の空気で──

（なんだ、この部屋の重さ……）

　どんより。

　びりびりしている。

　あんまり空気が沈しずんでいるので、毒でも撒まかれたんじゃないかとも思ったが、悪いのはあくまで雰ふん囲い気きであり、もう一度覗くと、原因はすぐに分かった。

　ずーん、と膝ひざを抱かかえる級友たち。

　その一番奥で、

「………」

　露ろ骨こつにいらいらとして、座っている少女がいたからだ。

　別に何か音を立てているわけではない。

　暴れているわけでもない。

　ただ、苦虫を嚙かんだような顔をして、静かにいらいらとして、銀ぎん髪ぱつを指先でくるくると弄いじりながら、明らかに空気を悪くしている人間がいた。

　というかエアだった。

　空気を悪くしている元げん凶きようは銀髪の亡霊少女だった。

「レイン」

「なんだよ」

「お前が怒おこらせたんだろ。なんとかしろ」

　そしてオルカに、凶きよう悪あくなオーラを放っているエアをとにかくなだめろと言われるが、レインにとっては、それこそ与あずかり知らぬところだった。

（なんで、俺が──）

　レインは頭を抱えた。重苦しい雰囲気を放っているエアだが、彼女は普ふ段だんの学生生活ではわざとらしいくらいに愛あい嬌きようを振り撒いている。

　猫ねこかぶりをしているのだ。

　だから、可愛かわいらしい見た目も相まって、学校内の人気は高いが、

（なにしてんだ、あいつ……）

　だからこそ、こうして怒っている雰囲気をひとたび出すと一変する。

　普段との懸けん隔かくで、誰も手を出せなくなる。

　また、レインはエアと決して公おおやけに出来ない秘密を握にぎりあっているが、それなりに会話をする仲であるというのは、別に周囲に隠していない。だから、学内で用事があれば話し掛けるし、急務が出来れば教室に呼びに行くこともある。

　変によそよそしくすると、周囲を憚はばかったり、色々と不便が多いからだ。

　ただ、それらの行動が重なった結果、いつもと様子が違ちがって、不ふ機き嫌げんなエアに対等に意見できるのは、レインだけだという奇き妙みような認にん識しきが周囲に出来上がることにもなった。

　人間関係で苦労しないために、エアは大人数の前では猫を被かぶっている。

　が、そのあまりの巧こう妙みようさに、誰でもある程度はすぐに親しくなれるが、一定の境界からは踏ふみ込むことを躊ちゆう躇ちよさせる。

　実際、エアに友人は多いが、心許されている相手は一人としていない。

　だからこそ、普段と違って怒った態度を示している時、誰も意見が出来なくなる。

　それらの事が重なって、こうしてレインがご機嫌取りに呼ばれたのだろう。根元の部分は隠しているが、ある程度レインとエアの交友が築かれている事は誰もが知る。

　それらの理由から『今回のエアの不機嫌はレインが原因』というのは、あっさりと全員の共通認識になっていた。

　しかし、レインは、

「俺には関係ないだろ」

　オルカからの要よう請せいに首を横に振った。

「関係ないってんなら、なんであんなに怒ってんだよ」

「放ほうっておけばいい。理由なく不機嫌な人間に触ふれる必要はない」

　それに。

　レインにも『エアが怒っている』理由が分からない。それが本音だ。確かに多少の言い合いは先日あった。棘とげのある言い方もあったので、ケンカのような形にもなった。

　けれど、それらの事があったとしても、

（エア、あいつは──）

　怒るなどしない。

　それこそ『普ふ通つうの人間のように』感情を乱されたりなどしない。

　エアは、普通の人間とは違う。

　百年前、一度死してなお魂たましいを新しくした亡霊だ。

　そんな人間が、ただの学生兵である自分との口くち喧げん嘩か程度で本気で腹を立てるなどありえない。──そう思う程ほどに、レインはエアのことを特別に捉とらえている部分が強い。

　だから、

「なるほど、特にレインが原因ではないのか」

「ああ」

　レインは触れない。

　あの少女に──深くは。

「そうか」

　レインの言葉に、オルカは納なつ得とくした様子を見せた。

　しかし、うんうんと頷うなずきながら、オルカは扉の方に向き直ると、

「それなら任せる仕事内容を変えよう」

「は？」

「とにかく機嫌を取って来い。このままだと空気が重すぎて死ぬ」

「いやだから」

　別にエアが怒っている理由など、どうでもいいオルカは、

「はいどーん！」

「！」

　レインの手を引っ摑つかむと、扉を開けて、中に放り投げた。

　いきなりだったのでレインは抵てい抗こうする間もなく、部屋に入れられた。

　黒いオーラの発生源に放り投げられた。

　そして、部屋に入れられたレインに対して、

「……」

「……」

　エアはこちらを見ない。

　周囲から「なんとかしてくれる人間がやっと来てくれた」と期待する視線をレインが集める中で、けれど、エアは彼らと同じように目線を送ったり「なによ」と言葉を発したりもしない。その無視自体が、喧けん嘩かの相手がレインであることを露骨に示していたので、

（やっぱり）

（あいつが原因か）

（何したんだ）

（アスリーとの浮うわ気きがばれたか？）

（むしろアスリーが本命で、あの子が浮気じゃなかったか）

　勝手な話し声が聞こえたが、今は構っている暇ひまなどなかった。

（仕方ない──）

　レインは、自分がすべきことを渋しぶ々しぶ受け入れると、

「エア。話がある。ちょっと来てくれ」

　場所を変えるためにそう提案した。




「なによ」

　隣となりの車両に移動しての第一声。

　いつもの不愛想に、不機嫌が混ざった口調。

　レインは、

（……、何を話せというんだ）

　改めて、何を言うべきか。

　分からずにいた。

（とりあえず、頭でも下げればいいのか──いや）

　それは違う。

　レインはこの状じよう況きようを打開するための安直な案を、頭の中から振り払はらった。

（たとえ、大人しく謝れば、すぐに解決する状況だとしても──）

　レインは何一つとして非になる様なことはしていない。

　やはり、こうして機体の護衛に来るよりも、戦場に行っていた方が良かった。

　その考えは変わらない。

　──そして。

　そう考えると、エアに何を言っていいのか、全く分からなくなり、

「……」

「……」

　余計に無言になった。

「………、」

「………」

　無の時間。

　呼び出した手前、レインから要件を言うべきだろうが、

（なにを、言えと……）

　特に用事がない事に気付いた気まずさが続く。

　やがて、

「……見張りは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　エアの方から声こえ掛かけがあった。

　レインの様子を大体察しての発言だった。

「……しばらくは大丈夫だ。アスリーに任せて来た」

「そう」

「今は雪山の崖がい壁へきを走っているから、敵からの襲しゆう撃げきもないだろうし」

「そうね。確かに、今はいいと思う」

「ああ」

　そこが区切りとなって、

「………」

「………」

　再度、沈ちん黙もく。

　気まずい空気が流れる。

　ここに呼び出した最初こそ、エアは腕うでを組み、顎あごを上げ、ふんと怒いかりをアピールする姿勢でいた。わざわざ呼んだのだから、向こうから謝罪なり何なりあると思ったからだ。

　しかし、呼び出した方のレインが黙だまり込んだ結果、二人してそわそわとしたまま会話が成り立たないという地じ獄ごくの様な時間になった。

　レインは何か言おうにも、

（なんで、俺が……）

　自分は間ま違ちがっていないという意地が口を噤つぐませ、一方、怒っているという態度を示した手前、エアは自分から口を開くのは気き恥はずかしくてできない。

　人数が多かった分、まださっきまでの部屋にいた方がマシだった。

　──それから。

「ちょっと窓を開けていいか」

「窓？」

「外の空気を入れたい」

「はあ」

　エアの気の抜ぬけた返答と共に、レインは列車の窓に手を掛けて開放した。

　物理的に空気を換えるためだ。

（……むう）

　どうすべきか。

　考えながら外を見る。

　現在、列車は雪山の辺へん崖がいに設置された線路を通過中である。山やま壁かべにむりやり路設したことから右側は切り立った岩層であり、左側は崖がけになっている。

　崖の高さは五十メートルを超こえる。

　崖下は森になっているが、もし落ちれば、無事ではいられないだろう。

　硬かたく錆さびている窓を開けると、雪風が一気に入り込んで来た。時速六十キロで悪天候の中を走っているのでかなり冷える。ただ、すぐに閉めることはしなかった。

　何故なら、レインが、ふと視線を上に向けた時、

（──？）

　──影かげ。

　雪山の崖壁に「黒い影」を見たからだ。

（今の……）

　──黒い影。

　本当に一いつ瞬しゆんだった。

　けれど、白はく雪せつに交じって、動く黒い物体が、切り立った崖壁にいたのだ。

　けれど、その『影』は、雪が視界を遮さえぎった隙すきに、

（なんだ、──）

　すぐに消えてしまった。

　しかし、見み間ま違ちがいではない。

　レインは、確かに目にした。

　それは黒い影──。

（なんだったんだ、今のは……？）

　雪に紛まぎれながらも確かに異物が存在していた。

　けれど、垂直に近いあの岩場に、機械どころか人も立っていられるはずがない。雪は人の膝ひざ元もとまで積もっているため、こちらに気付いてすぐ身を隠かくすのも不可能だ。

　エアが横にいる緊きん張ちようから、幻げん覚かくを見たのだろうか。

　そんな可能性すら考えた始めた時、今度はレインの視線の多くが、黒色で塗ぬりつぶされた。さっきまで白雪を眺ながめていた視界は、電気がふっと消えたかのように、

「え……」

　暗転した。

　目の前が暗くなる。

　啞あ然ぜんとする。




　眼前に出現したそれは──銀色の装そう甲こうだった。




（な！）

　突とつ如じよとして、列車の上から出現した。

　無機質な物質。

　それは四つの脚あしを備えた──。

（バカな！）

　エクセリアだった。

　空中から、いきなり出現した機体。

　落下してくる。

　反応が遅おくれた。

　そして、次の瞬しゆん間かん、

「！」

　凄すさまじい衝しよう撃げきが走った。

　暴風が舞まった。




　突如として現れたエクセリアが──そのまま列車に着地した。




（エクセリア、なぜ、……！）

　有り得うるはずが無ない。

　地を這はうだけの戦車が、走行中の列車に飛び乗るなど、絶対に不可能だ。

　しかし、いきなり空中に出現したエクセリアは、その重量に任せるまま車両の屋根と側そく壁へきを食い破ると、内部に容易たやすく侵しん入にゆうを果たしてきた。

　列車は壁を破は壊かいされた。

　機械兵器が侵入する。

　瓦が礫れきが舞う。

　雪と粉ふん塵じんが入り混じり、大きく視界が遮られる。

　──けれど、

「おっと」

　声。

　誰だれのものでもない。

　レインのでも──エアのでもない声。

　それは、時速六十キロで駆かける列車の凄まじい風切り音が鳴る中、呟つぶやくような声である筈はずなのに、不思議とその人間──少女の声を、一つの漏もれも無くレインは捉とらえていた。

　彼女は、

「誰もいないだろう車両を選んだつもりでしたが、やはり、いますか」

　──黒。

　黒色の少女。

「気は、進みませんね」

　西国の機体ＡＴ３の上に立つ。

　それはこの場においても、奇き襲しゆうしてきた敵としても、

（なんだ──）

　あまりにも異様だった。

（なんだ、こいつは！）

　黒色──その言葉では足りない。

　その少女を覆おおうのは、黒よりも濃こい漆しつ黒こくであり、一いつ切さいの光を許さない闇やみによる色しき彩さいだ。

　レインの様なオルトメニア人特有の薄うすい黒ではない。

　腰こしほどまである長い髪かみはさらさらと靡なびきながらも、周囲の色から完全に独立するほどに純じゆん粋すいな漆黒であり、身に纏まとう被ひ服ふくや装そう飾しよくも、彼女のその様相を後付けしていた。

　黒衣──。

　漆黒の容よう貌ぼう。

　そして、何より異質だったのは、彼女が左手に抱かかえた『刀とう剣けん』だった。

（……剣？）

　どういうことだ。

　なんでそんなものを。

　反りが特とく徴ちよう的なその刀剣は西国で採用されている軍刀のようだが、なんにせよ、弾だん丸がん魔ま法ほうが飛び交かう戦場で軍刀を持ち歩く人間など、これまで一度として見た事がない。

　祭典でしか持ち歩かない礼装だ。

　実じつ践せんで使うべくもない。

　しかし、その少女はまるで武器として抱えていた。

　──刀を。

（、こいつ）

　レインは直感した。

　雪山の中に現れた──黒衣の少女。

　その正体など、どうでもいい。

　ただ、この場ですぐに処理しなければ大きな災さい禍かを呼ぶ──そんな存在だと。

　理解した。

　直感が警けい鐘しようを鳴らす。

　こいつは──危険だと。

（──、）

　ぞくりと悪お寒かんが走る。

　恐きよう怖ふ心しんに身が震ふるえる。

　しかし、それらの感情を振ふり払はらい、レインは行動に移る。

　彼女が敵国の兵士として、こうして奇襲してきた以上、この場において殺さないという選せん択たく肢しはない。生け捕どりなどない。この存在は、ここで絶たねばならない。

　だから、

（っ、撃うたねば──）

　レインは構えた。

　手元の拳けん銃じゆうを。

　白雪の中、不気味なほど静かに佇たたずんだままの、その黒色の少女へ。

　しかし、

「待って──」

　構えるレインに制止する声が掛かかる。

　その声は、

「待ってレイン！　そいつから離はなれて！」

　傍かたわらにいたエアの物だった。焦あせるその声こわ色いろは、突如として出現した黒色の少女が、どれ程ほどの力を持っているか──その力量を瞬しゆん時じに把は握あくしたことによるものだった。

　けれど、

（うるさい──）

　その少女の制止の声は、届かない。

　先日の出来事から『戦うな』という言葉は、その状じよう況きように拘かかわらず、全すべて自己への否定と捉えるレインにとって、その声は未熟な反発心を生むだけに終わった。

　レインは、黒衣の少女へ狙ねらいを定めると、

（消えろ、ここで──！）

　撃ち放った。

　殺さつ戮りくの弾丸を。

　エアの制止に従わず、撃った。

　──彼ひ我がの力の差も理解せずに。

　そして、

（──っ、）

　ぞくり、とレインに悪寒が走る。

　なにか──。

　何かは分からない。

　魔導士が近未来を予測する『共覚質クオリア』が作動し、自身の危険を察知した肉体が、反射的に一歩だけ前に歩を進めさせた。

　ほぼ無意識に近い、

　ただ、前に一歩進んだだけ。

　レイン自身にも、その理由は摑つかめない。

　しかし、

「反応、しましたか」

　声が聞こえたのは──後方。

「なっ……」

「並の魔導士では、ないようですね」

　ただ後ろから発せられたのではない。

　触ふれる程に近い真後ろから発せられた声は、今まさに、目の前でエクセリアに搭とう乗じようしていた黒色の少女のものであり、レインの左胸からは、

「心臓を刺さしたつもりでしたが、ずれましたね」

　決して実践には向かないはずの武器が──。

「がっ、あ……」

　軍刀が突つき出していた。

　レインの背中から。

　肺と肋ろつ骨こつを貫かん通つうし──左胸を貫通する形で。

「あ、っがああああああ！」

　感知した瞬間、激痛が全身に伝つたった。確かに心臓こそ避さけたが、背側から肺と胴どうを貫つらぬかれた損傷は、これまで負った傷を全て併あわせても追いつかぬ程の激痛を生んだ。

（な、にが──）

　なにが起こった。

　──分からない。

　──なにをされた？

　思考が真っ赤に染まる。

　混乱に埋うめられる。

　理解できない。

　背中から刺された瞬間のことも。

　その論理も。

　この黒色の少女に、一いつ瞬しゆんにして背後を取られた──その機構も。

　何もかも、──

「ここで殺すには惜おしいですね。ただ、若く、才ある人間が、泡あわのように消えるというのは、この大戦から絶つことのできない悲劇──だから」

　恨うらむなら、時代を。

　戦乱を──。

　言って、黒色の少女は、手元の柄つかを握にぎり直す。

　そのままひねれば、刃は先さきは容易くレインの心臓へ達する。

　けれど、まさに急所に触れようとした、その瞬しゆん間かん、

「っ──」

　炸さく裂れつした。

　それは、足元から沸わき立つ──火か焰えんの奔ほん流りゆうだった。








３、負った傷






　衝しよう撃げきによる混こん濁だくから、

（……）

　少しずつ意識が覚かく醒せいしていく。

　視界が開けていく。

　そして、白い靄もやが掛かっていた意識の中から、

「、──う」

　レインは目を開ける。

　そこに広がっていたのは、

（なにが──）

　白はく雪せつだった。

　レインは降り積もっていた雪の上に、右みぎ腕うでを下にする様に倒たおれていた。

　そして、身体からだを起こそうとした瞬間だった。

　左胸に激痛が走った。

　それは先程、謎なぞの少女に肺を貫かれた軍刀が、

（痛、……）

　身体に刺さったままだからだ。

（くそ、……）

　胸がずしりとする。

　鉄てつ塊かいである軍刀。

　それがレインの左胸を、背中から胸にかけて完全に貫通していた。

　無理に引き抜ぬく訳にもいかない。血止めになっている刃はを抜いたら、数分で失血死するだろう。レインは軍刀が突き刺さったまま、立ち上がるしかなかった。

　そして理解した。

　ここは、

（、どこだ──）

　列車の上ではなかった。

　白い雪。

　背の高い樹き々ぎ。

　森の中だった。

　レイン以外、誰だれ一人ひとりとしていない。

　ここは無人の雪山だった。

　そして、雪が降り積もった無数の樹が、孤こ独どくに立ち竦すくむレインを覆おおい囲んでいる。

　周囲には列車の残ざん骸がいや瓦が礫れきと思われる人工物が、煙けむりを上げて燃焼していた。その数はすぐに把握できない程に多く、至る所で噴ふん煙えんが巻き上がっている。

（なにが──）

　なにが起こった。

　しかし、考える間もなく、

『──レイン、』

　呼びかけがあった。

　それは、自分の名前を呼ぶ声。

　無論、周囲には誰一人としていない。

　しかし、幻げん聴ちようではない声が、確かに自分の名を呼んでいた。

『レイン、答えて、聞こえてるなら！』

「この声……」

　肉声ではない。

　音が発せられているのは、腰こし元もとの無線機からだった。

　目線を下ろすと、見張り番を任された時、アスリーに渡わたされて腰こしにぶら下げていた連れん絡らく用の無線機が起動していた。そしてその通信を行って来たのは、機械を通した声でも、

「アスリー、か……」

　誰であるかは間ま違ちがえる筈はずがなかった。

『レイン！』

　安あん堵どした声。

『ああ、良かった。繫つながった……さっきから、何度呼んでも、返事、なかったから』

「なにが──」

『え？』

「なにが起こった」

　確かに無線機が起動したのは幸運だ。

　しかし、その過ぎ去った幸運に喜んでいる時間など、今はない。

　この状況を正確に把握すること。

　それが何よりも優先すべきことだった。

『なにって、列車の一部が爆ばく破はされて、滑かつ落らくしたんだよ』

「滑落──？」

　つまりは、

『中央の三車両が、貨物ごと崖がけの下に落ちたの。連結部分から千切れたから、他ほかの車両は無事だったけど、爆ばく発はつの中心点になった三車両は、そのまま──』

　転げ落ちた。

　爆発によって。

　そういうことらしい。

　レインは、その場から正面を見上げた。

（登るのは、無理か……）

　そこは崖がい壁へきだった。

　先さき程ほどまで見下ろしていた切り立った壁かべは、今では見上げる形になっている。

　傾けい斜しやにして六十度を超こえる。

　この崖壁を登ることは不可能だろう。

　強くなり始めた風雪に覆われて、崖の上は見えない。

　しかし、あの白く覆われた視界の先にレールがあるのは間違いない。

　自分は落下して、この崖がけ下したにいるのだ。

（なるほど、）

　周囲の散乱した瓦礫にも納なつ得とくがいった。

　転げ落ちていく間に、離断された車体がさらに分ぶん離りされて瓦礫と化したのだろう。

　そして、そんな中、レインは意識を欠落させたまま転落した。

　落下死しなかったのは、ただの幸運だ。

　死んでいてもおかしくなかった。

『で、残された車両にいた私たちは無傷で、運送を優先して残った車両でそのまま移動しているところ。でも、落ちた車体にレインがいたのが分かって、無線機で連絡して、十じゆつ分ぶんぐらい経たっているところなんだけど……』

　状じよう況きようが徐じよ々じよに判明していく。

　そして、レインはアスリーからある程度の情報を得た後で、

『ねえ、レイン、大だい丈じよう夫ぶ？　上の人たちは、あとで救きゆう援えんを送るとか言ってるけど、あんな崖下に転がって、無傷のはずが』

「それは……心配しなくていい」

　レインは、

「怪け我がは、──していない」

　噓うそを吐つく。

　この場で、アスリーに負傷を明かすことに利点などない。

　無む駄だに心配させるだけだ。

「状況は分かった」

　レインは答える。

　負傷して、──足手まといとなった兵として。

「このまま、……俺は救援を待つ。アスリーは、貨物の運うん搬ぱんと護衛任務に専念してくれ。さっき襲おそってきたのは西の兵隊だ。これから先も襲しゆう撃げきの可能性がある」

　伝えて、レインはアスリーとの通信を切った。

　繫いだままでいたとしても、本来ならよかった。

　けれど、現在のレインは、アスリーに隠かくしておかねばならない負傷がある。これ以上会話を続けていたら、息の切れなどから不審を抱いだかれる可能性が高い。

（痛、……！）

　少し気を抜いただけで激痛が走る。

　胸むな元もとに手をやると、べったりと血が張り付いた。

　アスリーによると、救援が送られると言ったが、かなりの降雪がある雪山、それもこんな崖下など、そう簡単にやって来られる場所ではない。

　相当な時間を要するだろう。

　それまでに、この極ごつ寒かんの中、自分の身体が持つか考えるまでもなかった。

　──持つはずがない。

　このままでは失血して死ぬか、凍とう死しするかのどちらかだ。

　救援など待っていられない。

（くそ、）

　募つのるのは、後こう悔かい。

　愚おろかな選せん択たくをした──自分自身。

（あの時、……）

　思い返されるのは、先刻における交こう錯さくのこと。

　エクセリアに搭とう乗じようし、奇き襲しゆうしてきた『黒衣の少女』と交戦した時のこと。

　自分は戦おうとした。

　襲撃者と。

　その彼ひ我がの力の差も理解できないまま。

『待って──』

　制止する声も無視した。

　──侮あなどるな。

　──低くみるなと。

　そんな幼よう稚ちな反発心から、最も聞くべき声を。

『待ってレイン！　そいつから離はなれて！』

　──無視した。

　その結果がこの様ざまだ。列車は損そん壊かいして滑落しただけでなく、レイン自身も瀕ひん死しの重傷を負わされ、いま崖の下で一人、死のうとしている。

（くそ……）

　後悔が襲う。

　自分の愚かさに潰つぶれそうになる。

　エア──彼女は全すべてを理解し、そして自分に適切な助言しかしていなかった。

　今回の輸送任務自体もそうだ。

　レインは、敵国からの襲撃などない無駄な雑務だと予測していた。

　が、蓋ふたを開けてみればこうして実際に襲撃を掛かけられた。それも、レインを一いつ瞬しゆんであしらう程に強力な魔ま導どう士しを送って来たと考えれば、敵国がいかに注力していたか分かる。

　──第二世代エクセリアを本気で奪うばいに来た。

　そのこと自体は、今になっても予測できないことだったと思う。

　しかし──あの一瞬。

　冷静でさえいれば、エアに『待て』と言われたあの一瞬は──止まれていた。

　そうであれば、列車を守れた。

　無駄な傷を負わなかった。

　部隊から離り脱だつせずにいられた。

　考えるだけ──幼稚で愚かだった自分を痛感していく。

　先の口論でエアにも言われた。

『子供みたいに勝手に拗すねて、勝手に私の言葉を変えないで』

　子供、と言われた時、レインは怒いかりが湧わいた。

　しかし、その言葉でより平静さを欠き、こうして窮きゆう地ちに陥おちいっているのは子供以下だ。

　ただの愚か者でしかない。

　しかし、それでも、

（なにか──）

　なにか出来ないか。

　この状況から。

　このまま後悔に塗まみれて死ぬことは、より最悪だ。

　なんとか思考を尖とがらせ、状況の打開策を立てねばならない。一度犯おかした失態を取り消すことはできないが、これ以上恥ち辱じよくを上うわ塗ぬりしないことはできる。

　考えていく。

　左胸に刀とう剣けんが突つき刺ささった状態で、雪山の崖下に落ちたこの状況。

　そこから抜ぬけ出すための算段を。

　──そんな最さ中なかだった。

　突とつ如じよとして、

「ああ」

「！」

　声。

「こっちの方にいたのですか」

「──な、」

「胸に穴が開いて、あれだけの高さを転げ落ちても死なないのは、魔導士としての直感が優すぐれているからでしょうか、それとも、純じゆん粋すいな運？……まあ──どうでもいいですが」

　突とつ然ぜん。

　レインが少し視線を下に向けて、正面から目線を外している一瞬だった。

　眼前に立っていたのは、列車を襲撃してきた西国の兵隊──

「なぜ、ここに──」

　先の──『黒色の少女』だった。

　襲撃者──

「警けい戒かいしないでください。取って食うつもりなど、ないです」

　その身を覆おおう黒衣にはいくつか破損があった。

　レインと同様、崖下に転落したのだろう。

　しかし、怪我をしている様子は全くない。

　全くの無傷で、雪面に立つ彼女は、

「用事は少しです」

　それだけ言って、黒色の少女は、一瞬でレインの間合いに入る。

　あまりに軽快な動作──反応する間もなく、

「軍刀は一本しかないので」

　銃じゆうを抜く間も与あたえてもらえなかった。

　レインは少女に、容易たやすく背後を取られた。

　そして、

「返してもらえますか」

　彼女は、そのまま刀剣を、

（まさか、──）

　ずぐり、と。

　一気に引き抜いた。

「っ、が、ああああああ！」

　再度、突き刺された時の様な痛みが走る。もし気を抜いていたらそのまま卒そつ倒とうしていたかもしれない。しかし、本当の激痛が襲ったのは、その後の少女の行動──

「うるさいので、叫さけばないでくださいね」

　少女は、刀剣を抜いてできたレインの傷孔あなに、自身の拳けん銃じゆうを当てた。

　それは、暗殺用の小型拳銃。

　レインの創きずに押し当てた事で、血を被かぶって、その銃じゆう身しんは赤く塗れる。

　そして、

「痛いですよ」

　少女は引き金を引いた。

　瞬しゆん間かん、レインの肉体に凄すさまじい熱が走った。

　焼けた鉄を臓ぞう腑ふに流し込まれた様な苦く悶もんがレインの全身に伝った。

「ぐ、あ………！」

「形だけですが、塞ふさがせてもらいました」

　しかし、攻こう撃げきではなかった。

　少女が放ったのはただの実じつ弾だんでない。

　弾だん丸がん魔ま法ほう──。

　高熱を凝ぎよう集しゆうさせた、魔法の弾丸。

　鉄すら溶とかす高温は、レインの創を一瞬で焼き潰つぶし、閉へい鎖さした。

（っ──血を、止めた……？）

　非常に荒あら々あらしい、粗そ暴ぼうな応急処置。

　それでも──死ぬ事はないように。

　止血された。

　その事実を、朦もう朧ろうとしながらも理解したレインは、

（なぜ、こんな──）

　しかし、その意図を理解できない。

　この状じよう況きようにおいて、この少女が、自分を殺さないでいるメリットはないからだ。

　考える間もなく、彼女は動けないでいるレインの背後に回り込んだ。

　そして、ぐいとレインの両手首を摑つかみ上げると、

「腕うでは封ふうじさせてもらいます」

「う、」

　レインを後ろ手に縛しばった。

　抵てい抗こうなど出来なかった。

　傷と共に肉が焼き潰されたことで満足に力が入らなかったからだ。

　その上、彼女は手慣れていた。

　小さな革かわだが、少女が取り出したのは、軍で採用されている拘こう束そく用のバンドであり、くるくると輪をかけた後、一息に締しめると、レインの両手首を堅かたく縛り上げた。

「さて、どうしましょうか」

「──なんだ」

「ん？」

「なんなんだ、……お前は」

　レインにとって彼女の全てが分からない。

　こんな、自分と幾いくつも変わらない少女──華きや奢しやな存在が戦場にいることも、列車を強きよう襲しゆうしてきたことも、レインの身体からだを刺し貫つらぬいたことも、今、この時に至っても──。

　殺さないでいることも。

「それは、私がなんなのか、ということでしょうか？」

　黒の少女。

　彼女は答える。

　自身の名を。

　雪山に突如として姿を現し、軍刀を携たずさえたまま、

「私は西国のデッドリムという者です」

　わずかにも躊躇ためらわずに。




　黒色の少女──デッドリムと名乗った存在。

　レインたちの列車に奇き襲しゆうを掛けた襲しゆう撃げき者。

　白はく雪せつに紛まぎれぬ、異様な雰ふん囲い気きと美び麗れいさを具そなえる、彼女からの提案。

　それは、

「あなたをこの場で殺すことは簡単です」

　一つの交こう渉しようだった。

「実際、こんな状況でなければ、敵兵のあなたなど、すぐに打ち捨てていたでしょう。しかし、今回は少しばかり状況が違ちがいますので」

「あ……？」

「上を見て下さい」

　言われるまま、レインは上方に視線を送った。

　しかし、そこには何も見えないほど白く染まる虚こ空くうがあるだけだった。

　さらに左右を見ても、五十メートル先も見えない程ほどに視界は激しく制限されている。元よりここは森林であることに加え、降雪は時間を追うごとに強くなっている。

　目が覚めた時よりも、

「理解しました？」

　雪の降りは確実に足を速めている。

「この極ごつ寒かんと収まらない雪……何もしなければ、いかに強きよう靭じんな人間であっても一時間で凍とう死しするでしょう。そして私は、雪山において生きる術すべを習得していません。細かなノウハウなどは、現げん役えきの兵士であるあなたの方が詳くわしいと考えました」

　つまり──知ち恵えを貸せと。

　この場で殺さない代わりに、雪山を抜けるまで協力しろと。

　デッドリムは言った。

「私にも、この事態は想定外です」

　彼女は、

「本来は、さっさと荷物を奪うばうだけでしたから。それに、私が連れて来た仲間も、どこかに落ちてしまいましたから、それも捜さがさないといけません」

　だから──連れていくと。

　レインを。

　無論、それは提案などではない。

　脅きよう迫はくだ。

　レインに首を振ふる選せん択たく肢しは無い。断れば殺すという内容を含ふくんだ言葉もだが、なにより、重傷を負ったレインは、このまま一人になればすぐに凍こおり付いて死ぬ。

　──いや。

（仮に、協力しても……）

　用済みになれば、この少女は──自分を殺すだろう。

　彼女が軍人であり、自分が敵国の兵士である以上、その結末は確実だ。雪山を抜ぬける算段を少女が付けた時が、レインにとってのタイムリミットでもある。

　しかし、それらを加味しても、

（今は──）

　今は、この敵国の少女に協力するしかない。

　重傷を負った現在のレインの戦せん闘とう能力は皆かい無むに等しい。生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握にぎられた一方的な関係だが、生き延びてさえいれば機会は巡めぐって来る。

　この場では命を繫つなぐことが第一だった。

「では、どうしましょうか？　ここで死ぬか、私に力を貸すか？」

　返答を促うながす少女。

　──断る選択肢などない。

　レインは、

「……案が一つある」

「聞きましょう」

「このまま雪山を脱だつ出しゆつしようとしても、この周囲四十キロは無人の地域だ。雪の降る中、装備もなしに移動したら、脱出する前に確実に死ぬ」

「では、雪が止やむのを待つと？」

「それも危険だ。食料も装備もないこの状況で、いつ雪が止むかも分からない」

　──結局。

　何もかもが足りない。

　その結論に達したレインは、最良と思えた案を提示した。

　無論、自分が生き残るための時間を稼かせぐ──その目的も裏に隠かくして。

「この近くに、俺達と一いつ緒しよに滑かつ落らくした列車があるはずだ。そこに食料や使える機械など使える形で落ちてないか、探すのが一番いい」




　転落した列車を捜す。

　そのためには崖がけ沿いに歩くのが、最も遭そう遇ぐうする確率が高いという予測は付いた。

　走行中、爆ばく破はによって離断され、列車の一部は転落することになった。

　そしてレインたちは生身のまま投げ出される形になったため、同じ地点に落ちることはなかったが、物理的にそう離はなれた場所に行くことはない。

　精々、数百メートル半径のどこかだ。

　雪によって視界が極きよく端たんに制限されているが、歩いて探せなくはない。

　そして、捜そう索さくにあたり、レインが前を歩き、

「さっき、あなたの横にいた子、……」

「さっき？」

「列車の中ですよ」

　後ろを歩くのは、黒色の少女。

　名を『デッドリム』と答えた。

　西国の魔ま導どう士し。

　レインの背に、脅おどしとして、拳けん銃じゆうを突つき付けて歩く彼女は、

「──白、……というより、銀色の子でしたか、」

　呟つぶやくように言う。

「あんな小さな身体と、綺き麗れいな顔に似合わず、あの状況で、迷わず車両を落とすことを選んだ胆たん力りよくと、それを実行した精密な射しや撃げきは、敵ながら見事の一言でしたね。車両の連結部を破は壊かいし、弾丸魔法による、適切な爆ばく風ふうで列車を吹ふき飛ばした技術──そんなのが、現代の戦場にいるとは思いませんでした」

　銀の少女──エアについて話を繰くり返した。

　そして、その話で、レインは、

（やはり、か──）

　列車を爆破したのは──エアという事を知った。

（ある程度、予測はしていたが──）

　疑問には思っていた。

　あの状況で、敵国が列車を爆破するメリットはなかった。

　吹き飛ばすだけなら、遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきで良かったからだ。わざわざ飛び乗って来たという事は、列車を破壊せず貨物だけを回収する必要があった──そういうことになる。

　そして、それらのことを瞬しゆん時じに判断して、エアは行動した。

　敵機に先手を取られた、あの状況。

　なんとか車体から敵機を引きはがす必要性があると判断し、奇襲してきた敵の力量を察知し、車両ごと吹き飛ばしたのだ。

　一見、無茶なことをした様にも思える。

　しかし、エクセリアによる奇襲を許してしまったあの状況を考えれば、エアの行動は合理的だった。それに間ま違ちがいはない。あのまま襲撃者を排はい除じよできなければ、列車全体が破壊されていた。それは、襲撃が『たった一機』で行われたことから分かる。

　敵国には確信があったのだ。

　たった一機で──襲撃は完かん遂すいするという確信が。

（……、）

　レインは見ていた。

　不可解な事象。

　列車に突とつ撃げきしてきたエクセリア。

　それは、上から降って来たのではない。

　飛び乗って来たのではない。

　巨きよ大だいな機体は、あの列車の上に、

（いきなり──現れた）

　──そうだ。

　確かに見た。

　それは、物理的に有り得ない現象。線路の右側は切り立った岩層、左側は落差五十メートルの崖が位置していた。そんな場所を──そもそもエクセリアが走行できる筈はずがない。

　けれど、そこに突とつ如じよとして出現した。

　エクセリアが。

（なにか──）

　なにかあるのだ。

　この黒色の襲しゆう撃げき者──デッドリムには、なにかが。

　そしてそれが分かるまで、下手に動くことなどできない。

「止まって下さい」

　はっとして立ち止まる。

　足を止めろという声。

　レインは、思し索さくに意識が集中していた時だったが、

「煙けむりの臭においがしますね」

　デッドリムの言葉通り、少し深く息を吸ってみると、煙臭くささを感じ取った。

　風向きから考えて、北の方角から臭いが来ている。

　風上に向かうと、その先には燻くすぶった黒こく煙えんを上げている車両の残ざん骸がいがあった。

　しかし、そこに近付く前に、

「おっと」

　レインは、後方からデッドリムに腕うでを摑つかまれて静止させられた。

　ぐいと摑み上げられる。

　傷が引き攣つられた痛みで顔が歪ゆがむが、身体からだを身み動じろぎさせることも出来ない程に強く、レインはデッドリムに押さえつけられた。

　そして、レインを取り押さえながら、

「互たがいに人ひと質じち──ですか」

　デッドリムが視線を向けた先。

　そこには、

「妙みような状じよう況きようになりましたね」

　二人の人間がいた。

　一人は、西国の軍服を着た兵士だった。三十歳程度、赤み掛がかった髪かみ色をした異国の兵士だったが、その左ひだり脚あしは赤く染まっている。包帯の下から血が滲にじみ出ているのだろう。

　そして、その後ろには、

「考える事は一緒ね」

　銀の少女──エアが銃じゆうを構えていた。

　列車の滑落と共に、彼女も崖がけ下したに落ちていたのだ。

　状況としては、レインたちと全く同一。

　負傷した捕ほ虜りよを取っている。

　そして、

「お前、さっき列車を襲おそってきた魔導士ね」

　エアは向かい合う。

　デッドリムに。

「そういうあなたは、列車を落とした東の兵士ですね。お名前は？」

「エア」

　短い返答に、

「そう。私はデッドリム。西国の兵士です。さて、エア」

　警けい戒かいを解かぬまま交こう渉しようをする。

「この吹雪ふぶきにもなりそうな天候、ここで争っても、どちらもすぐに凍とう死しするでしょう。しかし、私たちは互いに闘たたかうのが本ほん懐かいでなく、あくまで貨物の護衛が仕事のはず」

　この場で争うことに意味はない。

　勝ったとしても凍死する。

　ならば、雪山を協力して脱だつすることが、最も生き残る確率が高い。

「互いに協力しましょう」




　人質の交こう換かんからといきましょうか。

　デッドリムのその提案に対して、同じく人質を抱かかえる側のエアは、

「分かった」

　それ以上の交渉をせず、デッドリムからの要求を受けた。エアは捕とらえていた西国の兵士に前方へ歩くように促うながし、それに合わせて、

「さあ、あなたも」

　デッドリムも、レインを押さえつけていた手を離した。そしてバンドによって未いまだ両手は後ろ手に縛しばられているレインの背を蹴けりつけ、前に歩くように指示される。

「……」

　何も言わず。

　レインは言われるまま歩を進める。

　十メートルほど歩くと、向かいから歩いてくる男──エアが捉とらえていた西国の兵士とすれ違ちがうことになった。雪で分かりにくかったが、やはり若じやく年ねんの将校だ。

　線が細く、とても単独で奇き襲しゆう戦を任されるとは思えない気弱さが見て取れた。

（やはり──）

　今回の奇襲の要かなめは──あの黒衣の少女だ。

　確信したところで、

「おかえり」

　不愛想な声。

　それは、待っていたエアのもの。

　なんとか歩きついたレインだったが、

「じゃ、怪け我が見せて」

　掛かけられた第一声は、刺さされた傷を見せろという命令だった。言われるまま、レインは破れた服の隙すき間まから、デッドリムに焼き潰つぶされた傷を見せる。

　そして、重傷だと一目で理解したエアは、

「……血が止まってるだけね」

　淡たん々たんと、

「創きず自体は全く治っていない。かなり深い」

　確かく認にんするように呟く。

　レインが身勝手に行動した故ゆえの負傷だが、彼女の言葉に怒いかりなどの感情は無かった。

　ただ、合理的に把は握あくする様に──少女は傷をじっと見ていた。

　やがて、

「しばらくは、あいつらと一いつ緒しよに行動すべきね」

　エアは顔を上げた。

　それはレインが聞こうとした「これからどうする」という問いに対する答えだった。

　しかし、

「一緒に、って──いいのか、敵国の兵士と」

　レインは思わず聞き返す。

　先さき程ほどはデッドリムに脅おどされる形で共に行動していたが、それは脅されていたからだ。

「よくはないかもしれないけど、そうするしかない。レインたちが来る前、私は向こうの探たん索さくをしてたんだけど、そこで見つけたの」

　エアは、

「列車が一両、落下してて」

　言いながら、エアは北方を指差し、

「その中にエクセリアが一機あった」

「──まさか」

「第二世代エクセリアよ」

　エアは言う。

「あの列車には試作機の第二世代エクセリアが三台積んでいて、その内の一台がここに落ちてしまった。機体の奪だつ取しゆが軍務である以上、あの二人は私たちを必ず殺してでも奪うばいに来る。向こうから協力関係を申し出て来たのも、機会を窺うかがうための方便でしかない」

　提案された協力関係。

　しかし、あの二人は必ず裏切る。

　それは、レインも考えていたことだ。

　デッドリムは協力関係と言ってレインを生かしていたが、用済みになれば殺しにくるだろう。敵兵を捕虜として捕とらえるのは、リスクでしかない。始末するのが一番だ。

　協力はあくまで表面だけ。

　裏では心臓を狙ねらっている。

　しかし、その機会を窺っているのは、

「まあ、それは私たちも同じだけどね」

　こちらも同様だ。

　なぜなら、

「私たちにとって、この状況自体が、非常に都合が悪い」

　エアに言げん及きゆうされるまでもないことだが、列車をこうして落とされている時点で、すでに後ご手てに回っている。魔ま導どう士しが何十人と構えていた圧あつ倒とう的に有利な状態から、一対一で向かい合うような形になっている時点で、敵方は相当な優位に立っている。

　普ふ通つうなら嘆なげくところだろう。

　取り返しのつかない事態になった。

　あれだけ優位な状況だったのに──。

　そう思いながら、最悪に陥おちいった状況を少しずつ改善させるしかない。

　──普通の人間ならば。

　しかし、

「私たちは違う」

　そう。

　違う。

　普通の人間なら、決して覆くつがえせない事態になったとしても。

　自分たちは──。

　これまで、幾いく度どとなく熾し烈れつ極きわまる戦場を変えて来た──二人には、

「私たちには、最後の切り札がある」

　一つだけ残されていた。

　それは、この追い込まれた状況を覆せる選せん択たく肢し。

　もたらされた結果を変える──。

　すでに確定した事象を、根本から変革する──

「悪あく魔まの弾だん丸がんを使う」

　エアは胸むな元もとに手を入れる。

　そして取り出される。

　それは──銀色の弾丸。

　鈍にぶく光る、その通常の弾丸と大きく異なる色合いをしたそれは、レインの──いや、戦場に関かかわる者たちにとって、全すべてに干かん渉しようする強大な力。

　全てを変える──魔ま法ほうの弾丸。

「考えてみればいい。今回の襲しゆう撃げきを仕し掛かけてきたのは誰だれか、その作戦の中ちゆう核かくを担になっているのは誰か、──誰がいなくなれば、私たちにとって都合が良いのか」

　敵兵は二人いる。

　しかし、足を負傷している、赤毛の将校の方は違う。

　彼は並の魔導士だ。

　今回の奇き襲しゆう行こう為いの中核を担えるはずがない。

　つまり、あの奇き抜ばつな作戦を実行し得たのは、

「デッドリム──そう名乗った、あの黒い魔導士の方」

　エアは視線を向ける。

　それは、距きよ離りを開けた先にいる存在──黒衣の少女。

「私たちが、この状じよう況きようから抜ぬけ出すのは簡単。今回の襲撃をしてきた人間の存在を、根本から『消去』すること──強きよう襲しゆうの実行者がいなければ、私たちの護送任務は確実に無事に終えていたはず。その論理が理想なら、事実にするだけ」

　その時、風が少しだけ強く吹ふいた。

　風切り音が大きくなる。

　けれど、その音に消される事なく、

「デッドリムの存在を、悪魔の弾丸で消し去る」

　エアの言葉を、はっきりとレインは聞く。

「それが、この表面上の協力関係で私たちがするべきことで──最良の結果をもたらす暗殺になるわ」







「なるほど」

　五分後。

「確かに、見た事のない機体ですね」

　転落した貨物は、瓦が礫れきに覆おおわれていた。

　車体自体は爆ばく砕さいされ、燃え燻くすぶる残ざん骸がいとなっている。

　けれど、エアが弾丸魔法による火力によって細かな破は片へんを吹き飛ばし、デッドリムが腰こしに下げていた軍刀の鞘さやを瓦礫に差し込み、てこの働きで横にどけていった。

　がこん。

　がこん、と。

　同様の撤てつ去きよ作業をレインも行おうとしたが、力を籠こめるたびに胸に激痛が走って満足に動けないため、結局はエアとデッドリムが瓦礫の撤去を行うことになった。

　そして、二人が瓦礫をどけていった先、

「この機体、見た事ありますか、エア」

「機密なんだから答えるわけないでしょ」

　姿を現したのは、機械戦車だった。

　それは今回、レインたちが任務として運うん搬ぱんしていた新型のエクセリアだった。

　そして、デッドリムの言う通りだった。

　──見た事がなかった。

　その機体は無骨な汎はん用よう型と異なっていた。

　外がい殻かくは全体的に流線形で、四し肢しの骨格も作りから細くなっている。

　そして、なにより、その機体には、

「前時代の戦車のようになっていますね」

　前進部に巨きよ大だいな『主しゆ砲ほう』が備えられていた。

　人間が入るほど大きい直径の一筒つつ──それは、銃じゆう器きを搭とう載さいしないことで軽量化を実現させてきたエクセリアの設計構想と、真逆の様な機体だった。

　従来と大きく違ちがう。

　見たことのない機体。

　間ま違ちがいない。

　これが、

（新型の『第二世代エクセリア』……）

　強力な熱量を生み出すフローエンジン。

　それが中核となっている新興機エクセリア。

（何度か見た事はあるが、……）

　数学者クレイス・ファルマンが完成させた機体。

　本来、これは情報技術の結集であり、西国と奪い合うべきものだ。奪おうとする者がいれば排はい除じよせねばならないし、簒さん奪だつ者側も、それを守護する人間を消さねばならない。

　──そうなるのが正しい形。

　闘とう争そうの中核となるべき存在だった新型機。

　けれど、この状況に限っては、

「これ、本当に起動するのでしょうか？」

「最悪、身体からだを温める熱源になればいいのよ」

　暖だん房ぼう器具として期待されていた。

　エアは搭とう乗じよう席に乗り込み、付属していた鍵かぎでフローエンジンを起動させる。一方、待機するデッドリムは、露ろ出しゆつしているエンジン部に触ふれていた。

　キーを回すと、かきん、と金属の嚙かみ合う音しか鳴らなかったが、

「おお！　温かくなってきました」

「これで凍とう死しすることはなくなったわね……」

　車体後部に積せき載さいされた動力部から、熱が放出され始めた。

　起動したのだ。

　スロットルが回転し、エンジンに吸気される工程がないため、旧型のように起動した感覚はないが、通電によって核かく銀ぎんの崩ほう壊かいが開始される。

　空調などはない。

　しかし、車体が熱を帯びると、触れるだけで体温が回復する。

　それは、氷点下の外気に晒さらされている状態では、得え難がたい熱源だった。

　続き、エアは脚きやく部ぶの運動を確かく認にんすると、それも問題なく動いた。

　そして、

「これは第二世代エクセリアの『砲ほう門もん型』に分類される機体みたいね」

「砲門型？」

「キャビネットの付属文書に書いてあった」

　操縦席にいたエアが数枚の文書を見つけた。

　その文章内では、この機体を指して『砲門型エクセリア』とする記述があり、備え付けの銃器があるこの機体は、間違いなく第二世代型であることを示していた。

（砲門型……）

　レインも第二世代開発に関わっていたことがあり、知識はある。

　第二世代エクセリア。

　フローエンジンの莫ばく大だいなエネルギー産生能を活用するために、従来の機体に付加して別個の性能を加えた機体だ。しかし、実じつ践せんでどのような付加能力が有効か、十分な検討がされていないため、現時点では機体ごとに有する性能が異なる。

　そして、眼前の鉄色の機体『砲門型』。

　銃じゆう撃げきは魔導士が行うもの──という従来のスタイルと逆行した機体。

　強力な主砲を一つだけ搭載したエクセリアだ。

　主砲の動力は全てエンジンから供給され、核銀の崩壊熱から産生される熱量を循じゆん環かん、圧縮させた後、魔導士では出力不可能な熱量砲ほうを撃うつことを可能とする。

　起動方法は単純。

　ステアリングスイッチを押し込むのみ。

　それで口径30㎝の主砲から熱量砲を放つことが出来る。

　そして、

「試ためしに一回撃ってみましょう」

　エアの提案で一度起動させることにした。使える武器があるならば常に確認しておかなければならない。エアは起動手順に従い、素す早ばやく動力を展開させると、

「とりあえず樹きに撃ってみる」

　指を押し込んだ。

　同時、主砲の標的だった樹木が膨ぼう張ちよう──ぼっ！　と炸さく裂れつし、

「っ、」

　爆ばく音おんが鳴った。巨大な樹木が、ばらばらに砕くだけて燃え上がる。青色の炎ほのおが舞まい、それは弾丸魔法の一つである『青白焰ヴオルドラ』に非常に類るい似じした砲ほう撃げきとなった。

（──なるほど）

　弾丸魔法と同じ砲撃。

　それを、機械でも発動することができた。

（確かに、これは──）

　戦場を変え得うる兵器だ。

　高い攻こう撃げき性を備える魔導士でも人間である以上、体力や魔ま力りよくが切れれば弾丸魔法が発動できなくなるが、機械ならば安定して攻撃を続けられる。継けい戦せん能力は飛ひ躍やく的に伸のびる。

　しかし、その弾丸魔法を模も倣ほうできるという機能を含ふくめても、

「なんだ、第二世代って、案外地味ね」

　エアが呟つぶやいた通りのことを、レインも思っていた。

　確かに、魔導士を介かいさない砲撃は画期的で実践的だが、能力として突つき詰つめれば物量を増やすに過ぎない。これ一機だけで戦せん況きようをひっくり返す、などは起こり得ない。

　なので、

「ま、しばらくこいつは暖房代わりね」

　エアとレインは、それ以上の検討をしないまま、次の行動に移った。

　──『砲門型』の１％程度の性能しか知らずに。




　検証を終えた後。

　その場に留とどまらず一行は移動を開始した。

　エンジンから得られるエネルギーは無限ではないからだ。

　熱源が枯こ渇かつする前に、雪山を抜けられなければ凍死する。

　デッドリムたちもその行動に反対はしなかった。

　推察になるが、敵方に援えん軍ぐんはないのだろう。また、レインたちも、後で来ると言われた救きゆう援えんに期待はできない。悪天候が進行している以上、救助は間に合わないからだ。

　なんとかして、自力でこの状況を抜け出すしかない。

　しかし、

「まるで隙すきが無いわね」

　レイン達の本当の狙ねらいは──違う。

　正せい攻こう法ほうで雪山を抜けることではない。

　あくまでそれは、デッドリム達に向けての方便であり、

「エアでもあいつの隙は見つけられないのか？」

「無理ね……下手に隙を窺うかがおうとしたら、その気配すら悟さとられる」

　達成するべきことは一つ。

　それは悪あく魔まの弾だん丸がんでデッドリムを撃ち抜ぬくことで、世界を修正すること。

　そのために同行している。

　一機のエクセリアに、四人が一いつ緒しよに乗って。

　ちなみに、位置関係としては、

「狭せまい……」

「一人用のスペースだから、当たり前でしょ」

　レインとエアが、一緒の操縦席に乗ることになった。

　エクセリアは前方の操縦席と、後方の砲手フオレスト席に分かれており、それぞれに一人ずつ乗り込む形になっている。それは新型でも変わらない形式だった。

　そして本来は二人が最大搭乗人数の機体なので、四人となれば詰めて乗る必要がある。

　結果として、同国出身兵同士が同じ席に乗ることになったが、

「レイン」

「なんだ」

「血ち腥なまぐさい」

「胸に穴が開いているのに無茶言うな……」

　一人用の席に、ぎゅっと詰めて座ると当然狭かった。

　レインが股またを広げ、その隙すき間まにエアが座り、エアが操そう縦じゆう桿かんを握にぎることになったが、エアはかなり小こ柄がらなのでそれでも十分に座れた。しかし、それでも狭い事は狭い。

　そして、その密着する距きよ離りだからこそ誤ご魔ま化かされない。

　それは、レインが負っている左胸の深手は全く閉じ切っていないという事だった。

　彼女は言った。

　──血腥いと。

　つまり、

「まだ、血が出てるってことね」

　言われてレインは、目線を下に移す。

　そこにはエアの頭頂部があるが、それより下にある自分の胸むな元もとは赤く染まっている。

　止まっていない。

　傷からの血液は、焼き潰つぶされても、なおも噴ふき出し続けている。

「……一度、どこかできちんと診みるべきね」

　現在、レインたちが向かっているのは北西の方角だった。

　任務に当たり、雪山が連なるレミナ連れん峰ぽうの地理は記き憶おくしていた。

　転落した後の大まかな位置だけは予測がついたのだ。

　雪山を抜けて平原に出る。

　そのためには、崖がけに沿って北西に向かうことが最短だ。

　そう判断した。

　そして、雪山であっても、エクセリアが順調に進めば、速度としてはかなり遅おそくなるが十時間程度で脱だつ出しゆつできる道のりになる──その筈はずだった。

　しかし、

「雪……」

　エアが呟いて上を向く。

　しかし、見上げた先には、何もなかった。

　先さき程ほどより強くなった雪によって完全に色が無くなっていた。風速は時間ごとに強くなり、辛かろうじて確保できていた視界は、数キロと進まぬうちに完全に失われた。

　その真ま白しろな世界に覆おおわれて、レインは、

（ホワイトアウト──）

　この現象の名を思っていた。

　ホワイトアウト。

　冬季の行軍において遭そう遇ぐうし得る、危険な現象だ。

　降雪によって視界が白一色になり、地形や方角はおろか、空と雪原の境目すら分からなくなることで、完全に前後不覚に陥おちいる異常気象の一つ。

　過去にこの現象で遭そう難なんした四百人の部隊が全死した事故も存在する。

　そして、その時の対処法は、

「晴れるまで待つしかないわね」

　その場から動かないことだった。

　エアの判断により、四人は視界が晴れるまでその場に留まることになった。

　ただ、雪が降る中エクセリアに乗ったままでは身体からだが凍こおるため、エアは弾丸魔ま法ほうを用いて近きん傍ぼうの岩がん壁ぺきに大穴を開けた。

　ダイナマイトで掘くつ削さくするように横穴を開け、風よけの洞ほら穴あなを作る。

　そしてその奥行四メートルほどの空間の入り口を、エクセリアで蓋ふたをした。

　エンジンは起動させた状態だ。

　放射熱で横穴は凍とう死ししない程度の温かさにはなった。

　続き、

「器用なものですね」

　デッドリムが呟く。

　彼女は、連れていたパートナーと共に横穴の奥に座りながら、

「やはり、雪山を分かる人間に任せて正解でしたね。雪ゆき除よけに穴を掘ほるという発想はありませんでした。私だったら、迷わず進んでいたかもしれません」

「……デッドリム、言っておくけど」

「分かってますよ」

　黒衣の少女は、

「私もイスナの手当てをしたいところでした。お互たがい、パートナーを失いたくないのは一緒ですよ、エア」

「……」

　言いながら、無表情のままデッドリムは西国の兵士──デッドリムが『イスナ』と呼んだ将校の足元に屈かがみこむと、素す手ででズボンをびりびりと破り始めた。

　創きずの手当てをするためだろう。

　デッドリムは青年将校の破ったズボン生き地じをそのまま投げ捨て、代わりに取り出した手て拭ぬぐいや縫ほう製せい用の針糸で創の処理をし始めた。

　完全な無防備。

　こちらに背を向け、黒の少女は、味方の治ち療りように専念している。

　──撃うてるか。

　レインに、そんな考えが過よぎるが、

「服、脱ぬいで」

　真横からの声が遮さえぎる。

「え」

「手当てするって言ったでしょ。早く」

「だが」

「いろいろする前に死ぬわよ」

　いろいろ──レインがしようとしたことはエアに伝わっている。

　けれど、この場でデッドリムを討うち取れるという保証がない以上、やはり優先すべきは血止めだ。レインは言われた通り上着を全すべて脱いだ。血で濡ぬれた生地の奥から出て来たのは生々しい切せつ創そうであり、傷きず孔あなからだらだらと血が垂れ続けている。

　エアは、その傷を目まの当たりにして、

「痛いわよ」

　宣言通り、

「ぐっ」

「エクセリアとか銃じゆうの整備用の工具で、とりあえず止血をする。多分、痛みで意識が飛ぶと思うけど、そのまま寝ねて。うなされるなら夢の中でどうぞ」

　言いながら、エアは拳けん銃じゆう整備に使う鉤かぎ型レンチを、レインの傷口に突つっ込むとぐりぐりと奥まで押し込み始めた。それは瞬しゆん間かん的な痛みだけでなく、持続する激痛となった。

　結果、

（──、）

　レインは呆あつ気けなく気を失った。




（──この傷は）

　レインが意識を飛ばしてから、エアは手を動かす。

（予想よりずっと悪い）

　レインが刀とう剣けんによって貫つらぬかれてから二十分が経過している。途と中ちゆうでデッドリムに血止めのために焼かれているが、それで手当てが完かん了りようするわけがない。

　掛かけ値ねなしの重傷だ。

　このままだとすぐ死ぬ。

（……なんとか、血だけでも）

　エアはレインの肋ろつ骨こつを、布を嚙かませて押し広げた。

　肺の奥で血が流れ続けている。

　その個所に勘かんで鉤型レンチを持っていくと、エアは周辺組織を挟はさんで血を止めた。

　瞬間、レインは手足を動かす。

　意識は飛んでいても、痛みは身体に届くからだ。

　エアはそれらを抑おさえながら片手で作業した。光源は少なく、血だらけで奥まで見えないが、手て探さぐりで止血を繰くり返すうちに、目に見えて血が垂れることはなくなった。

　しかし、それも一時しのぎに過ぎない行こう為いだ。

　エアは、

（時間がない……）

　全て把は握あくしていた。

　瀕ひん死しの重傷だ。

　このままだと、一日と持たず、肺が潰れて絶命する。

　だからこそ、

（この状じよう況きようから……）

　エアは、

（抜ぬけ出さないと、）

　根本的な解決策を考えるに至った。

　それは、

（この襲しゆう撃げきの首しゆ謀ぼう者しやを──消さないと）

　列車を転落させた時から、選せん択たく肢しに入れていた考えだった。

　──悪あく魔まの弾丸を使う事。

　人を消し。

　功績を消し。

　世界を作り変える作用で、

（デッドリム……）

　あの少女を消せば、それが可能かもしれない。その考えが過ぎったエアは、対象となる黒衣の襲撃者──彼女の名を思い浮うかべ、そこにちらりと視線をやった。

　デッドリム。

　彼女は今、相棒イスナの脚あしを治療するために、こちらに背を向けている。

　そして、

（あいつ──）

　不意に見えた彼女の両手は、パートナーの血に塗まみれた真っ赤なものだった。

　味方を助けようとしていた。

　その姿に、戦いの意思などないように見えた。

（……）

　正直。

　あまり予測していない行動だった。奇き襲しゆうとはいえ、魔ま導どう士しで構成された一個小隊を相手に堂々と戦いを挑いどんできた存在が、今は、味方の世話を甲か斐い甲が斐いしくしている。

　それが意外だった。

　エアは、この黒衣の少女にもっと冷れい酷こくな印象を受けていた。

　刀剣という異様な武器。

　現実から浮いた様な口調。

　容よう貌ぼう。

　若くして突とつ出しゆつした能力を有する魔導士は得てして捉とらえ難がたい雰ふん囲い気きがあるが、この少女のそれはまさにそれだ。強ごう引いんにでも新型エクセリアを奪うばいに来るとすら思っていた。

　仲間など見捨てて。

　しかし──違ちがった。

　思えば、協力関係を申し出て来たのも向こうからだ。

（なんだ──）

　エアは思考する。

　彼女から受ける印象の違い和わ感かんが──なにであるのか。

　しかし、その時、

『聞こえますか、レイン』

　この場の誰だれのものでもない。

　無機質な声が、

『あなたの無線番号を聞きました。答えられますか、レイン』

　発せられた。

　それはレインの腰こし元もと──警護の一いつ環かんで携けい帯たいしていた無線機からだった。

　そして、その機械から発せられた声が誰であるか、エアにはすぐに分かった。

（クレイス──）

　この任務の統とう括かつ者であるクレイス・ファルマンだ。

　第二世代エクセリアの開発者である彼女は、レインの無線機に通信してきた。そして向こうからの通信を受けて会話をするには、こちらも無線を操作する必要がある。

　そう理解した。

　エアは無線機に手を伸のばした。

　その時だった。

「──なるほど」

「！」

「そんな物を隠かくしてましたか」




　声が掛かった瞬間、エアの右手に衝激が走った。




「ぐ、あ！」

　無線機に伸ばしていたエアの腕うでが、ばん！　と殴おう打だされる。

　そして怯ひるんだ一いつ瞬しゆんの内に、

「──痛、！」

　エアは壁かべに叩たたき付けられていた。

　突き飛ばされて背中から激げき突とつし、呼吸が詰つまるほどの痛みに襲おそわれる。

　狭せまい横穴の中で起こった奇襲。

　それは、

「無線機、ですか」

「……デッドリムっ！」

「今はこちらからの声は通ってないようですが」

　デッドリムが──エアの喉のど元もとに軍刀を突き付けてきた。

　──動けない。

　身み動じろぎの一つでもすれば、刃は先さきが食い込む。

「な、にを、お前……っ！」

「通信に出てもらえますか？」

　完全に制圧した上での要求。
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（っ──）

　油断した──訳ではない。

　十分に警けい戒かいしていた。

　気を張っていた。

　いくら協力関係を結んだと雖いえども、何も保証しない口だけの関係だ。

　この黒衣の少女に信しん頼らいなど全くしていなかったし、いつ相手に銃を抜かれても反はん撃げきできるように、レインに向かいながらも、エアは後方に意識を分散させていた。

　そうすれば、魔導士の『共覚質クオリア』は十分に働く。

　距きよ離りも数メートルは開けていた。

　しかし、

（なんで──）

　不覚を取った。

　こんな狭い横穴で、こちらが銃を抜く間もなく、一方的に組み伏ふせられた。

　そして、いくら実じつ戦せんで使う機会が無いと雖も、軍に制式採用されている軍刀だ。切っ先は鋭するどく、少し押し込めばエアの喉元など容易たやすく切り裂さかれる。

　その硬こう直ちよくするしかない状態から、

「信頼を裏切って申し訳ありません、エア」

　冷れい淡たんに、デッドリムは、

「しかし、分かるでしょう。敵地の中で、友軍など望むべくもなく、一人は満足に歩けなくなったこの状況……私たちにとって、ここは限りなく死地なのです。そして、そんな中で、最も軽視してはならないものが何かは、言うまでもないでしょう？」

「……情報」

「ええ。それも、敵が有する情報です」

　デッドリムは、

「このまま通信を受けて下さい。私は横で聞いています。無論、私たちの存在を明かしたり、不ふ審しんな発言があり次し第だい、私の判断で動きます」

　言うと同時、刃先がより強く、喉元に押し込まれる。

（……）

　選せん択たくの余地などなかった。

「クレイス」

『その声──』

「ええ。私」

『エア！』

　エアはクレイスからの通信を受けた。

　喉元に刃先を当てられていることなど、決して悟さとられぬ様に。

「クレイス、私が寝ねているレインの無線機から代わりに受けてるわ。で、あなたがわざわざ連れん絡らくしてくるなんて、どういうこと？」

『どういうって、そんなこと言っている場合ですか！』

　エアはクレイスから状況を聞く。

　傍かたわらにいるデッドリムも共に聞いているが、エアも情報を得なければならない。

『一応、転落した一機を除き、他の機体は確保できたという報告は受けています』

　クレイスからの報告は、エアたちの動向をある程度決める物になった。

　エアたちが現在確保している機体以外の運うん搬ぱんは終わり、回収すべき機体はこの一機のみであること。そして、この雪山に救きゆう援えん部隊が向かっているということを知った。

　続けて、

『しかし、問題が』

「……天候でしょ」

『ええ。現地にいるあなたに言う事ではないですが』

「そうね。雪で真っ白」

　クレイスの言葉に返答する。

　依い然ぜんとして、喉元に刀とう剣けんが晒さらされている。

　それでも──。

　決して不自然さや緊きん張ちようを出さぬように。

「ま、そんなに気にしていないわ。救援なんて最初から期待してないし。私たちは私たちで、こっちで勝手に脱だつ出しゆつするから」

『分かりました。しかし』

　クレイスはそこで言葉を切った。

　そして、数秒の沈ちん黙もくをおいて、

「エア、こちらから幾いくつか確かく認にんしたいことがあります』

　──確認？

「なに？」

『列車を襲しゆう撃げきしてきた敵兵は、一いつ緒しよに崖がけ下したに落ちましたか？』

　それは、この場に敵がいる可能性があるかという質問だった。

　エアは視線を上げ、耳をそばだてているデッドリムを見る。

　彼女は首を振ふった。

　自分たちの存在は隠せ、という仕草だ。

「少なくとも私は、死体も見てないわね」

『そうですか……』

「この場にいるのは私とレインだけだから」

『負傷はしていませんか』

「……レインが負傷してる。結構深いから、救助の時は器具と薬一式を持ってきて」

『そうですか。レインが負傷を……分かりました。用意はします』

　クレイスの返答は肯こう定ていだった。

　しかし、

『けれどエア、いざという時のことは言うまでもないでしょう。雪山をどうしても脱出できなかったり、窮きゆう地ちになった時はレインをきちんと殺すのですよ』

「っ、」

『本当に最終手段です。二人ともに生きて会えるなら、それが最良。しかし、どうしても叶かないそうにない時は、エアだけでも必ず生き残って下さい。こうしてくぎを刺ささないと、あなたは間ま違ちがった選択をしかねませんから』

「間違うって、私は」

『エア』

　クレイスからの声が続く。

『レインは強い意志を持つ子です。結果的にそれが戦局を好転させるなら、死ぬこと自体も彼の本ほん懐かいであるはず。ならば、その命を最大限に使う事も、レイン・ランツという少年に対する敬意の一つです。あなたは、誰の命であっても、利用すべき時は利用すべきだ』

　──利用。

　その言葉を意識した時、エアの脳のう裏りに一つの考えが過よぎった。

　それは、

（レインを──消す？）

　単純な死を、与あたえるのではない。

　それは「消す」の意味が大きく違ちがう。

（もし、悪あく魔まの弾だん丸がんで──）

　レインを撃うてばどうなるか。

　理論としては単純だ。

　今回の事態は、レインの独断がなければ、無かったことに出来る可能性が高い。

　第二世代エクセリアを守れたかもしれない。

　無論、悪魔の弾丸を知らないクレイスは、そのことを意図して言ってはいない。

　純じゆん粋すいな生死のみで言っている。

　しかし──エアにとっては違う。

『消す』という行こう為いに二種類ある。

　命を消すか──。

　存在を消すか──。

　そしてレインを犠ぎ牲せいにすれば──任務を全まつとうできる可能性に改めて気付くと同時、

『しかし、最終的にレインをどうするかは、あなたが判断すること……私からできることは、最良と思える助言のみです。こちらは、あなたの意思に準じます』

　つまり、エアが全すべて決める。

　レインを生かすか。

　消して──任務を優先するか。

　クレイスがしているのは、あくまで助言だ。

　無意識にエアが最良の答えを消さない様に、予あらかじめくぎを刺しているだけ。

　全てを決めるのは、──エアだ。

『私から伝えられることは以上です。これからも何か情報が入り次第、私から再三連絡を致いたします』

「……、」

『任せますよエア。波立つ運命のどこに至るべきか』

　その言葉を最後に、クレイスからの通信は途と切ぎれて、静かな空間が戻もどった。




　直後、

「ふう、ん？」

　頷うなずき一つ。

　張り詰つめる様な緊張は、

「あなたも大変そうですね？」

　デッドリムが息を吐はくと同時にゆるんだ。

「さて」

　と言って。

　デッドリムは突つき付けていた軍刀をすっとエアの喉のど元もとから引く。突き刺すような殺気は消失した。そして彼女は、先さき程ほどまで座っていた場所に戻ると、どかっと腰こしを据すえ直す。

「お前……」

「怖こわい顔をしないで下さい」

　軽い様子で、

「こそこそ連絡を取られるのが嫌いやなのは分かるでしょう？」

「その事は分かる。だがお前は、協力するという約束を破った」

　信しん頼らいの問題だ。

　確かに自分たちは敵国同士。

　同盟はあくまで一時的な物というのも、百も承知。

　最終的には裏切りあう運命にあることは、互たがいに理解している。

　しかし、こうして同行してからいきなり約束を反ほ故ごにされては、これからの脱出の過程で、一時的にでもリスクを預けにくくなる。最低限の信頼は絶対なのだ。

　けれど、

（デッドリム、──）

　こいつは──。

　この少女は、それくらいのことは当然理解していた。

　この状じよう況きようで『信頼』を失うこと──。

　それがどれだけの損失か。

　しかし、それでも彼女は、エアから情報を得ることを優先した。

　この状況で、相手にだけ情報を与えることがどれだけ危険か分かっているのだ。それらのことを天てん秤びんに掛かけた上で、デッドリムは瞬しゆん時じに判断し、エアを組み伏ふせてきた。

　考えなしの行動ではない。

　逆だ。

　新兵とは思えぬ経験と知略から、一いつ瞬しゆんで『信頼』というカードを切って捨てたのだ。

　生き残るために。

　その判断を、一瞬で下した。

（──こいつ、）

　デッドリム。

　黒衣の少女──。

（なんなの──？）

　異様な在り方。

　その立たち振ふる舞まいを振り返ると、ぞくっとエアの背筋に悪お寒かんが通った。

　そして、その訝いぶかしむようなエアの鋭するどい視線を受けて、

「安心してください」

　デッドリムは凍こおる様な視線で応じると、

「許せ、なんてことは当然言いませんし、今の行動を流して、今まで通り協力しろなんてのも言いません。私はしてはいけないことをした。それは確かで、許されないこと。約束を破った私には、相応の罰ばつが必要でしょう」

　言って、

「銃じゆう器きを全てあなたたちに預けます」

　デッドリムは、携けい帯たいしていた自身の拳けん銃じゆうをホルダーごとエアに投げてきた。それもデッドリムだけのものでなく、彼女の相棒であるイスナの長銃も加わって二丁だった。

　がらんと転がる。

　彼女たちの武器──決して手放してはならないものが。

「これ以外、私たちは銃を持っていません。壊こわすなり、捨てるなり、自分たちで使うなり好きにしてくださって結構です」

「……、」

「一応言っておきます。申し訳ございませんでした、エア。だが、私たちも必死なのです」

　それだけ言い残して、デッドリムは会話を断たち切った。

　あとの判断は、エアに任すという事なのだろう。

　そして、武器を手放すということは、通常ならば全面的な降こう伏ふくを意味する。特に弾丸魔ま法ほうを主力とする魔導士にとって、銃を失うことは手足を失うのと一いつ緒しよだ。

　普ふ通つうなら──。

　普通ならば、エアはこの時点で、デッドリムとイスナの両名を撃ち捨てていた。

　誰だれであろうと死んでいい人間などいない。

　戦争は例外なき害悪であり、災さい禍かの象しよう徴ちようだ。

　しかし、自身の身に危険が及およぶ場合は別だ。そこに躊ちゆう躇ちよして、撃つことに二の足を踏ふんだ結果、撃たれるのはこちらということは、幾いく度ども痛感している。

（……）

　だが出来ない。

　エアは二人を撃てない。

　それは情からではない。

　冷静な判断の元だ。

　確かに、相手は銃を手放した。

　戦せん闘とうにおいて、こちらが有利になったのは確かだ。

　けれど、それは逆に、

（動けない、──）

　銃を失っても、いいと──。

　それでも戦えると。

　──そういう意思表示だとしたら。

（少なくとも、今は──）

　デッドリム──あの少女は短たん絡らく的ではない。

　一見すれば、行動は非常に大だい胆たんでありながら、その裏では深い思し索さくを張り巡めぐらせている。

　そんな少女が、馬ば鹿か正直に武器を手放すなどあり得うるだろうか？

　誠意を見せる？

　謝罪する？

　──そんな感情を持ち合わせる者が、こんな戦場にいるものか。

　ある。

　あるのだ。

　絶対的な自信が。

（あの軍刀──）

　刀とう剣けんたった一つ。

　それだけで戦える自信が──デッドリムには。

「……一度だけ、見み逃のがしてあげる」

「ありがとうございます」

「次は無い」

　その言葉だけ交かわして。

　エアはデッドリムに投げられた銃を摑つかむと、横穴の外に放ほうり出した。




　──一時間後。

（まだ、止まない……）

　エアは外に目をやっていた。

　ホワイトアウトするほどの降雪は未いまだに止やまず、四人の足を止めている。

（凍とう死しはしないだろうけど）

　本来なら凍りつく極ごつ寒かんだろうが、起動させたままのエクセリアエンジンの放出熱は狭せまい横穴なら十分に温度を保つことが出来る。この空間に限れば少し汗あせばむくらいだ。

　食料も携けい帯たい食しよくがある。

　四人で普通に消費しても五日分はある上、雪を溶とかせば安全な水は幾いくらでも手に入れることが出来た。だからこそ心配すべきは──それだけでは補えないもの。

「レイン」

「……あ？」

「雪を溶かしたけど、飲める？」

「……少しだけなら」

　エアは飯はん盒ごうの蓋ふたに水を入れると、横たわるレインに手て渡わたした。レインは三口ほど喉のど奥おくに押し込んで蓋を返すと、荒あらい息のまま、再びぐったりとしてほぼ動かなくなった。

（レイン──）

　見たままだった。

　創きずの状態は悪い。

　数時間前よりも、確実に。

　まだ意識は明めい瞭りようにあるが、活動性は目に見えて落ちていた。

　それもそうだろう。

　レインの胸には、デッドリムに貫つらぬかれたままの大穴が開いている。

　一時的に血を止めただけでは完全ではない。

　目に見えて命が目減りしていくのは最初から分かっている事だった。

　それらの事を考えて、エアは、

（これから）

　レインの横顔をちらりと見る。

　様子を窺うかがう。

　どうやら、また寝ね入いった様だ。

　痛みがきついのか前額に脂あぶら汗あせを滲にじませているが、寝ね息いきを立てることはしていた。

（……、）

　この状態なら。

　この意識を失っているレインなら──撃うち抜ぬくなど造作もない。

　弾だん倉そうに弾だん丸がんを込こめ直し。

　引ひき鉄がねを引き。

　頭を撃ち抜けば。

　それだけで終わる。

　エアはふと、自身の胸むな元もとに手をおく。

　そこには無線機と共に、数発だけ携帯している銀色──『悪あく魔まの弾丸』がある。

（これを──）

　レインに撃てばいい。

　それだけで──この状じよう況きようは抜け出せるだろう。

（使う、そうすれば──）

　銀の弾丸──。

　エアはその悪魔の力を、服の上から握にぎった。

　その時だった。

「嫌いやな光ですね」

「っ！」

　デッドリムからの声。

　エアは思わず、びくっと反応し、

「ん、エアにも見えましたか？」

「な、なな、なにが！」

「……なにを慌あわてているのかは知りませんが」

　思うより取り乱したエアを気にせず、デッドリムは、

「外ですよ。外の光です」

　穴の外を指差した。

（外……？）

　落ち着いて、エアは言葉の意味を理解する。

　横穴の入り口は機体で塞ふさいでいる。

　エンジンを絶えず駆く動どうさせているので、殆ほとんど外を見ることはできないが、デッドリムに言われるまま、僅わずかに空いている隙すき間まから、穴の外をじっと注視してみた。

　基本的に真ま白しろの世界だ。

　真っ白。

　雪に覆おおわれた世界。

　けれど、観察を始めて数秒後だった。

　なにも見えない筈はずの雪景色の奥に、時折ちかちかと発光する物体がエアにも見えたのだ。距きよ離りにすれば数百メートルはあるだろう。自然では有り得ない、人工物による光だった。




　カウントすると、大小併あわせて二十程度は見えた。

　こちらには向かってこない。

　けれど、この状況で考えられることは、

「どこかの軍ですね」

　一つしかない。

「どこかって……」

「さあ？　そればっかりは分かりません」

　デッドリムは続ける。

「私が所属する西国か、それともあなたの東国かは分かりませんが、この状況で民間人が集団でいるわけないですからね。あの数は、間ま違ちがいなく軍隊です。しかも、小隊レベルの」

　デッドリムの言う通りだ。

　あの集団は軍属だ。

　転落した『第二世代エクセリア』を捜さがしに来たのだろう。

　それは間違いない。

　しかし、

（早過ぎる──）

　エアは当然の疑問を抱いだいていた。

　それは、あれが東国でも西国でも、この場所に来るにはあまりに早いことだ。

　どれだけ迅じん速そくに対応しても、東国がここに来るには一日以上かかるとクレイスは言っていた。だからこそ、エアたちは自らの足で脱だつ出しゆつすることを決めたのだ。

　そしてそれは、

「しかし、残念ですね」

　向こう側──敵国も同じだ。

「私たちハーバラント軍がこんなに早く来る筈がありません」

「でしょうね」

「あなたたちの援えん軍ぐんである可能性は？」

「ほぼ無いわね」

　エアは正直に答えた。

　ここで虚きよ偽ぎの情報は意味を持たないからだ。

　その程度の判断はできるし、直感が告げていた。

　──これから戦うことになるのは、デッドリムではない。

　そんな予感が。

「なるほど。東でもないと」

　つまり──分からない。

　なんなのだ。

　あの集団は。

「とにかく、調べに行くしかありませんね。あの小隊が、十中八九、私たちを捜しに来ている以上、この場所が見つかる可能性は大いにあるでしょうから」

　それだけ言うと、デッドリムは腰こしを上げ、さらにエアにも外に出る様に促うながした。

　二人で見に行く。

　それが確実だと分かっているのだ。

　万が一、どちらかの援軍だと分かった時──殺し合いになるかもしれない。その時、互たがいのパートナーに危害が及およばぬようにという無意識の配はい慮りよが二人にはあった。








４、赤い瞳ひとみ






「う……」

　ずきずきとする痛みで眠ねむりは浅かった。

　寝ねていたというより意識を落としていたレインは、少しずつ目を開けていくと、

「エア……？」

　すぐに異変に気付いた。

　場所は変わらず横穴。

　だが、先さき程ほどまで傍そばにいた筈のエアがいなくなっていた。

（何ど処こに──）

　痛む傷を押さえて身体を起こす。

　改めて見み渡わたしても、あの銀ぎん髪ぱつの少女はいない。

　そして、

「やっと起きましたか」

「っ、」

「警けい戒かいしないでください。僕は何もしませんし、できませんから」

　よく通る声。

　力ないが、不思議と印象深く思える声こわ色いろの持ち主は、

「残念な事ですが、僕はエクセリアの操縦が専門で、魔ま法ほうの腕うでは、デッドリムの補助もやっとの弱い魔導士です。それにさっき、銃じゆうもなくなりましたからね」

　あはは、と。

　そう笑って言ってくる。

　薄うすい赤茶色の髪かみをした西国の兵士。

　デッドリムのパートナー。

　名前は、確か──

「イスナ、とか言いましたか」

「はい。イスナ・コールです」

　デッドリムと共に、列車を強きよう襲しゆうしてきた一人だ。

　転落した際に足に傷を負い、ある程度の処置はされているが、重傷に変わりない。

　今も相当痛む筈だ。

　しかし、彼は表情一つ歪ゆがませずに、

「階級は少しよう尉い、士官学校に入らず軍属になって十年目の平将校です」

「十年、……」

　ということは、思った通り、レインよりも一世代上の兵士だった。妙みような落ち着きがあることと、先の強襲作戦の片かた翼よくを任されていたことから、それより上の可能性も考えていた。

　けれど、見た目通りだ。

　魔ま導どう士しであれども、イスナはまだ通常の経験を積んだ将校でしかない。

（こいつ、──）

　イスナは、レインのそんな視線を感じ取ったのか、

「ああ、僕がここにいるのは、あの子に無理やり連れられてきたからです。エクセリアの操縦は少しできますが、それだけの、並以下の魔導士です」

（あの子、……）

　親し気な呼び方。

　気き遣づかわない口調。

　それを指す人物は、黒衣の少女デッドリムのことだろう。

「……その辺のことはあとで聞きます。話を戻もどしますが、俺の横にいた銀髪の子と、そっちのパートナーもいないのは、どういうことですか」

「ああ、二人共、五分ほど前に外に出ていきました」

「外？」

　穴の外。

　つまりは、

「雪山にいきました。外に光が見えたみたいです。一応は協力関係にありますので、僕はあなたの様子見で残る事になりました」

　だから待っていましょう、とイスナに提案される。

　しかし、ただ座して待っているだけでは、文字通りお荷物と変わらない。

「悪いですが」

　レインは立つ。

　傷は変わらず重いが、

「俺は二人の後を追います。光が見えたという事は、何処かの軍かもしれない」

「そうですか」

　イスナは、

「あまり進めませんが、止めもしません。ただ」

　小さな声で言った。

「嫌いやな物を見ることになると思います」




　雪はわずかに弱まっていた。

（どっちに──）

　針葉樹が立ち並ぶ地域に歩いていく。

　視界は制限されているが、何度かそちらの方から発はつ砲ぽう音おんが聞こえて来たのだ。

　イスナは言っていた。

　外に光が見えたと。

　そしてエアとデッドリムが共に様子を見に行ったという事は、その正体が分からなかったということになる。どちらの援軍なのか分からないこそ、その場で争わなかった。

　しかし、もし援軍の所属が分かった時──。

　戦せん闘とうが始まるのだろうか。

　大人しく降こう伏ふくする性格ではないだろうが、エアもデッドリムも、思考は非常に合理的な傾けい向こうがある。人海で劣おとると判断すれば無む駄だ死じにすることは決して選ばないだろう。

　それに、第二世代エクセリアはまだ試作段階だ。

　戦場を大きく変えるのは、あと数年後のことだろう。

　この大戦も終しゆう盤ばんにかかろうという時期に、命を賭とす意味はない。

　しかし、それならば──先程から響ひびいている銃じゆう声せいはなんだ。

　一体、あの音はなにと。

　誰だれと誰が戦っている──。

　思いながら、

『嫌な物を見ることになると思います』

　穴を出る時、イスナが掛かけて来た忠告もリフレインする。

　あれは──

（どういう意味だ──）

　レインは雪山の森林の中を、時折り響いてくる音を頼たよりに歩いていく。

　そして探たん索さくを始めて数分もしない内に、レインは一人の人間と出会うことになった。

　いや、人間ではなかった。




　その男は、手足のない死体だったからだ。




（これは──）

　雪面の上。

　身体の断面から流れ出ていた真っ赤な血液が、この男が殺されて数分しか経たっていないことを表していた。血液が降りかかった箇か所しよは、雪が溶とけている。

　しかも、男はその場所で殺されていない。

　男の手足は、胴どう体たいと離はなれてバラバラに転がっていた。

　つまり、

（移動した──？）

　雪に溶けている血けつ痕こんは道筋のようになっていて、その最も手前に右みぎ腕うで、数メートル先に左ひだり腕うで、そして男が倒たおれている近くに両りよう脚あしが転がっていた。

　その事から考えられることは一つ。

　男は移動したのだ。

　手足を順番に斬きられながら──。

　失いながら。

　それでも逃にげようとして。

　必死に。

　逃げ回った末に──殺された。

（──っ、）

　そしてその事実に気付くと同時に、レインの背にどっと悪お寒かんが伝った。それは男の凄せい惨さんな死体から、それを実行した人間の残ざん忍にんさが見て取れたからだ。

　レインも軍属である限り、人を撃うたねばならない状じよう況きようがある。しかし、その時は言うまでもなく頭や胸を狙ねらう。急所を撃つのが最適であり、必要以上に相手を苦しめないからだ。

　だが──違ちがう。

　この殺さつ戮りく者は違う。

　あまりにも。

（これ、は──）

　レインたち、軍人の論理とは。

（これを、行った奴やつは──）

　──遊んだ。

　遊んだのだ。

　頭や胴体ではなく、斬られてもすぐには死なぬ四肢から順に斬り飛ばしていった。

　あれだけ綺き麗れいな切断面だ。

　斬ろうと思えば、首など一いつ瞬しゆんで刎はね飛ばせただろう。

　しかし、あえて急所から遠い四し肢しから順に飛ばしていき、そして必死に逃げ惑まどう姿を後ろから追いかけ、ゆっくり斬り刻み、深い絶望を植え付けた上で──殺害した。

　見れば。

　死体の周りには、血痕が激しく散っていた。

　この男は四肢を斬られたあとも──暴れたのだ。

　生きようとして。

（なんで、こんな──）

　レインは湧わき上がる吐はき気けを抑おさえながら、森林の奥へ進んだ。雪が積もって見えにくくなっているが、『大人数による足あし跡あと』を見つけたからだ。

　あの死体の男が何者なのか。

　それは分からない。

　服装は非特異的な軍服であり、何ど処この所属かも全く分からない。

　それでも──。

　一人ではない。

　最低でも二十人は超こえる人員が、この先に向かっている。

　しかし、

（また──）

　少し奥に進んで、二体目の死体があった。

　脚は残っていたが、両りよう腕うでと眼球が斬り飛ばされていた。

　三体目がいた。

　頭を半分に割られた上で、全身を何十回と斬りつけられていた。

　そして、そんな種しゆ々じゆな刻まれ方に富んだ死体たちが、レインがわずか二百メートル進む間に三十体存在していた。

（この死体──）

　──三十体。

　それだけの死体が、一体目の血も乾かわかぬ間に積み上げられていた。

　森中に散らばった大量の死体。

　そのどれもが即そく死しでなく、『死』そのものを弄もてあそばれた痕こん跡せきがあった。それは無む垢くな子供が羽虫の羽を千切り、蟻ありの足をもぐような無む邪じや気きさによる冒ぼう瀆とく的な行こう為いに似ていた。

　そして、




「──レイン、でしたっけ？」




　レインが歩き着いた先。

「動いても、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　柔やわらかな声掛け。

　それは先さき程ほどまで横穴で話していた時の穏おだやかな口調。

　つまり、さっきまでと、あまりに同じで──。

　変わらない──。

　まるで、すれ違うような気軽さで声を掛けて来た黒衣の少女。

　だがその全身は、返り血で真しん紅くに染まっていた。手にした軍刀は赤く濡ぬれ、見み惚とれるまでの美び貌ぼうの顔には、大量の血けつ餅ぺいがべったりと張り付いていた。

　そして、なにより、

「とりあえず、逃げましょうかレイン。敵はこれだけではありません」

　三十人を斬ざん殺さつした黒衣の少女。

「無線で連れん絡らくを取られました。すぐに敵の増ぞう援えんが来ますよ」

　──デッドリム。

　彼女は顔に散った血液を手で拭ぬぐい、そしてそれが戦果であると誇こ示じする様に、

「──あは、」

　彼女は笑った。

　血に塗まみれながら。

　殺害した三十人を振ふり返りもせず。

　笑いながら虚こ空くうを見つめるその瞳ひとみは、先程までの薄うす墨ずみ色いろではなく『蜂ほう縮しゆく』した──。

　──赤黒い眼球に変わっていた。




　赤黒い瞳──。

「亡霊ゴースト──」

　レインが思わず吐いた言葉に、

「……亡霊？」

　デッドリムは首を傾かしげる。まるでその言葉に聞き覚えがないという反応に、

（自覚が、ないのか……？）

　これまで『亡霊』という存在にレインは数人出会っている。彼らは例外なく自身が亡霊という存在であることを認にん識しきしていたが、デッドリムはどうやら様子が違うようだった。

　しかし──その両りよう眼がんは、彼女が亡霊であることを示している。

　黒衣の少女デッドリム。

　その瞳は『赤黒く』変へん貌ぼうしていた。

　中心部の瞳どう孔こうは真っ赤になり、結けつ膜まくの白は漆しつ黒こくに塗ぬりつぶされている。

　──蜂縮。

　魔導を発動する際、眼球が赤黒く変色する『亡霊』特有の現象。

　そして、彼女はその赤い瞳のまま、

「レイン。亡霊というのは、私のことを見ていったのでしょうか？」

「……ああ」

「亡霊──一度死んだ人間のこと、と考えれば」

　ああ、と納なつ得とくした様に頷うなずいた後、彼女は自分の目を手で触さわった。

　その瞳の色は、既すでに彼女生来の物に戻もどっている。

　しかし、さっきまでは──違った。

「自分がなんなのか、分からないまま、ここ数か月生きてきましたが、なるほど、やっぱり私は、あの時きちんと死んでいたのですね。奇き妙みようには思っていたんです」

　その意味は、

「なぜ私は二度の生を受けたのか」

　亡霊。

　──亡霊『デッドリム』。

（こいつ──）

　レインは声を掛かけようとした。しかし、歩み寄ろうとした瞬しゆん間かん、胸むな元もとの無線機が金切り音を出し、通信を受け取った。スイッチを入れると同時、

『ちょっとレイン』

　エアの声。

『どこにいるの』

「デッドリムと向かい合っている」

『ならそいつにも伝えて。敵はそこに転がっている奴らだけじゃない。包囲網が敷しかれている。突とつ破ぱするにはエクセリアの機動力に頼たよるしかない。すぐに戻って』

　──敵。

　その正体は分からぬまま、レインはデッドリムと共に横穴に戻った。

　着いた時にはすでにエクセリアに搭とう乗じようしたエアとイスナが起動準備を終えており、レインたちが乗り込むと同時、機体は移動を始めた。

「すぐに離り脱だつする」

　エクセリアが唸うなりを上げて発進する。機体を支える強きよう靭じんな四よん脚きやくが、深く積もった雪を強ごう引いんに踏ふみ締めて冒ぼう進しんしていく。それは逃にげるための行為だった。

　予定されていた進路とも違う。

　最短距きよ離りで山中から脱だつ出しゆつする経路ではなく、森林の中を縫ぬい潜くぐって進む複雑な進路となっていた。可能な限り、外から観察されぬ道を高速度でエアは進めていく。

　しかし、逃とう走そうを始めて一分もしない時だった。

　後方から凄すさまじい衝しよう撃げき波はが発生した。

「ぐ、あ！」

　振り返ると、通り過ぎた地面に大穴が開いていた。

　そして、それを放ったであろう機体は三機。

　レインたちを追つい随ずいしていた。

（く──）

　何な故ぜ──。

　何故、いきなり攻こう撃げきを加えられている。

　いや、そもそも。

　──どこの軍隊なのだ、あいつらは。

　考えていると、

「あいつら、東でも西の兵でもなかった」

　エアが言う。

　機体を操あやつりながらだが、レインと情報の共有を行う。

　それは、寝ねているレインを置いてデッドリムと共に行動していた時の話だった。

　──十分前。

　光を見た少女二人は、正体を探さぐるため偵てい察さつに出た。

　そこには三十人からなる小隊がいた。

　戦力差から逃げようとしたが、敵の斥せつ候こうに発見され、戦せん闘とうになったという。

　そして、デッドリムが全員を殺害するに至ったが、外部に連絡を取られ、増援してきた部隊がこうしてレインたちを追つい撃げきしているのが現状だという。

　しかし、

「デッドリムが殺した兵隊の検分はした。でも、何も分からなかった」

　エアは情報収集を優先していた。

　デッドリムが奔ほん放ぽうに殺さつ戮りくしている間、残された死体を解かい析せきしていた。

「何処の所属か分かる装備や物品は、一いつ切さい残されていなかった。三十名もの人間が所属を隠かくすなんて、組織的な行動でしかありえない」

　それに、と、

「援えん軍ぐんの駆かけつける速度が速すぎる」

　ぎり、と歯は嚙がみするエア。

「奇妙な事態になったわね。いち早く駆けつけたのは、東でも、西でもなく、他ほかの全く違ちがう兵隊──それも、偵察のレベルじゃない。完全に戦闘を想定している高レベルの武装部隊が、いきなり現れたなんて、ありえない」

　そう。

　──有り得ない。

　おかしいのだ。

　そもそも、今回雪山に転落したのはあくまでアクシデント。

　その先で、たまたま不法入国していた別国の集団と出くわしたというだけなら可能性はゼロではないが、あの三十人全員が身元の割れない完かん璧ぺきな装備をしていた。

　それは、彼らが敵国と接せつ触しよくする機会を想定していたという事を示す。

　そして、デッドリムの口ぶりと態度から、彼らが西国の兵である可能性もない。

　しかし、彼らは完璧な装備で現れた。

（……、）

　レインは考える。

　今回の事態──一連の出来事を。

　なにか、

（なにか、おかしい）

　第二世代エクセリア。

　その運うん搬ぱん任務と強きよう襲しゆうしてきた『デッドリム』。

　そして、東でも西でもない勢力。

　これらの事態が、ただ乱雑に起こったのではなく──導かれていたとしたら。

　ある一つの意思の下もとに。

　起こされたものだとしたら──。

（……っ）

　ぞくり、とレインは震ふるえた。

　それは、まだ見ぬものに対しての──強大な何かに対して本能的な震えだった。

　しかし、

（──違う、今は）

　レインは頭かぶりを振って、恐きよう怖ふを振り払はらう。

　今は目の前の敵に対処せねばならない。

　レインは振り返り、抱かかえていた長銃で弾だん丸がん魔ま法ほうを放った。傷が強きよう烈れつに痛むが、威い嚇かくでも射しや撃げきをしなければ無防備な的となる。こちらの目的は逃げ切ることだ。

　依い然ぜんとして敵エクセリア三機は追ってきている。

　純じゆん粋すいな操縦能力ならエアが圧あつ倒とう的に上回っている。

　敵が一機だけなら逃げ切れたはずだ。

　しかし、敵機三機からの攻撃を避さけねばならぬため、弾丸魔法を放たれると、回かい避ひする度たびに速度が落ちる。真綿で首を絞しめられるように、ゆっくりと距離を詰つめられつつある。

（くそ──）

　どうすれば──。

　どうすればいい。

　エクセリア戦は数が絶対的な優ゆう劣れつを決める。

　優すぐれた技術を持つエアもあまりに物理的な差は覆くつがえせない。レインは打開策を見つけようと周囲を見み渡わたすが、雪が降り積もった森林で何か利用できるものなどある筈はずない。

　やがてレインたちは森林を抜ぬけた。

　抜け出た場所は、視界が開けた広い雪原だった。

　樹き一つとしてない空間。

（ここは）

　レインは『この場所が何か』が分からなかったが、

「凍こおった湖ね」

　前方に座るエアが正解を呟つぶやいた。今、どこを走っているのかを。

「結氷して、湖に氷が張っている。分厚いからエクセリアが走っても平気だけど」

「なら──」

　レインは提案する。氷の上を走りながら、

「弾丸魔法で、この氷を破は壊かいすることはできるか」

「ん？」

「氷を割って敵を落とすんだ」

　レインの提案は、

「敵機は三機とも氷上を追ってきている。足元の岩がん盤ばんごと破壊できれば、まとめて水中に落とせるんじゃないのか」

　単純な仕し掛かけだが、陸戦兵器として特化したエクセリアは水中に落ちればその時点でガラクタだ。不利な状じよう況きようを覆しうるアイデアと思ったが、

「無理ね」

　状況を正しく理解しているエアは首を振ふる。

「見たところ、この氷の厚さは二メートル以上ある。氷が分厚すぎて、弾丸魔法の衝しよう撃げきが伝わらないから、不意打ちの一発じゃ割れないわよ」

　──まあ、一応試ためしてもいいけど。

　言われて、レインは長ちよう銃じゆうを構え、湖面に高出力の弾丸魔法を放った。

　けれど、エアの言う通りだった。着ちやく弾だんした部分の氷を割ることは出来たが、それが他の氷面に連れん鎖さすることはなかった。頑がん強きような氷は割れず、敵機三機は構わず追ってくる。

　状況はなにも変わらない──そう思った時、

「エア」

　──声が。

「このまま湖を抜けて」

　それは、これまで寡か黙もくだった少女のもの。

「このままって──湖の上を抜けても、すぐに敵機に捕ほ縛ばくされるわよ」

「いいですから」

　デッドリムからの指示だった。

「エア。あなたがすべきことは、あと数十秒逃げ切ること。あとのことは」

　──私がなんとかしますので。

　──私の『弾丸魔法』で。

　そうデッドリムは続けた。

（デッドリムの……魔法？）

　そしてレインは改めて思いなおしていた。それは、デッドリムは『亡霊』という異形の存在であり、そして亡ぼう霊れいは例外なく──固有の弾丸魔法を持っていること。

　それは神性と呼ばれる領域。

　通常の弾丸魔法と異なる、強力な効果を有した弾丸。エアとレインが所有する『悪あく魔まの弾丸』も神性である悪魔族ベリアルから構築された弾丸だ。

　つまり、デッドリムも亡霊である以上、エアと同格以上の力を持っている。

　そして、デッドリムは言った。

　──自分がこの状況を覆してみせる。

　そんな文言を。

「……信しん頼らいできないけど、結局、このまま湖を抜けるしかないのね」

「ええ。それでいいです」

「なにをするの。助力できることがあるなら」

「では拳けん銃じゆうを一つ貸してください。小さいやつでいいので」

「……」

　エアは放ほうり投げて渡わたす。

「他には？」

「他？──あは、いいんですよ、そんなに気を張らずとも」

　言って、デッドリムは口角を上げて、

「一いつ瞬しゆんで終わりますから」

　そう答えた。

　──果たして。

　レインたちが搭とう乗じようするエクセリアは結氷した湖水地帯を抜け、それに続いて数秒後、追撃してくる三機が陸地に乗り上げた。これで足元を崩くずすことはできなくなった。

　そのまま敵は、ここで決着を付けるつもりなのか。

　一気に出力を上げ、こちらに肉にく薄はくして来る。

　デッドリムはそれに合わせる様に拳銃を構えた。

　これまで軍刀のみを使っていた彼女が、銃を手にした初めての瞬しゆん間かんだった。

　そして、

（なにを──）

　レインは注視する。

　デッドリム──その銃じゆう口こうから放たれる、彼女だけの弾丸魔法の正体を。

　これまで、レインの眼前で、彼女は不可解な攻こう撃げきを幾いく度ども繰くり返してきた。

　しかし、未いまだその正体は仮説すら立てられていない。

　それほどまでに通常では有り得ない理ことわりが、彼女の魔法には掛かけられている。

　──列車を襲しゆう撃げきした時も。

　──レインを刺し突とつした時も。

　──三十人を虐ぎやく殺さつした時も。

　なにが起こったか──レインには理解できていない。

　だからこそ、

（デッドリム──！）

　レインが見み極きわめようと目を凝こらすと同時、彼女は、弾丸を一つ手に取り、銃にこめた。

　それは──『蒼』。

（──蒼色？）

　覚えのない、特とく殊しゆな色しき彩さいの弾丸。

　そして、

「発動します」

　──放った。

　この世にある、どの薬やつ莢きようとも色合いの異なる『蒼色の弾丸』を。

　デッドリムは敵のいる後方へ射撃した。

　しかし、それは敵機のどれにも命中しなかった。間を潜くぐり抜ける様に、放たれた蒼あおい弾丸は虚こ空くうだけを走っていき、やがて、先さき程ほど通り過ぎた湖の表面に着弾した。

　どっ、と小さい着弾音。

　爆ばく発はつなどしない。

　硬かたく凍り付いた湖面を破壊することも無く、ただ静かに蒼色の弾丸が氷に命中した。

（外した──？）

　放たれた弾丸は──氷に当たっただけ。

　そう思った瞬間だった。




　敵機三機が爆ばく音おんと共に潰つぶれた。




（!!　なっ、あ！）

　強烈な振しん動どう。

　全身が衝撃に揺ゆれた。

　ごおん！　と眼前の光景を数秒見失う程の強烈な衝しよう撃げき波はが伝でん播ぱする。

　その死を直感するまでの激げき烈れつな振動に、衝撃を受けた瞬間だけだったが、レインは敵から放たれた弾丸魔法が当たったのではないかと錯さつ覚かくした。

　けれど──違ちがう。

　違った。

　レインたちに伝播してきたのは、ただの『余波』だった。

　そして知った。

（これは──）

　そこにあったのは──氷。

　氷だった。

　厚さにして二メートルほどの氷が視界を埋うめ尽つくすように存在していた。無論、その場所は、レインたちがエクセリアで通過したばかりの経路だ。

　数秒前まで──何もなかった。

　普ふ通つうの森林だった。

　しかし、今では広大な氷ひよう塊かいが鎮ちん座ざしている。

　そしてその巨きよ大だいな氷の下した敷じきとなって、原形も分からぬ程に敵機三機が潰れていた。

　概がい算さんにして総量数万トンの氷塊の下敷きにされれば、いかに強きよう靭じんな合金製のエクセリアであっても折り紙と変わらなかっただろう。

　レインは、

（なにが──）

　何が起こったかすぐに理解できなかった。

　しかし、視界の先で捉とらえた光景を目にすると同時、ぞっと寒気立って把は握あくした。




　湖の氷が──消えていた。




（っ──）

　一ヘクタールにも及およぶ氷面は全すべて消失し、波立つ水面みなもになっていたのだ。

　氷塊は消え去っていた。

　数万トンの質量は一瞬で消えた。

　しかし、それが何ど処こに行ったのか──答えは眼前にある。

「私が持っているのは、蒼色の弾丸」

　破は壊かいの爪つめ痕あとを眺ながめ、デッドリムは口にする。

　その瞳ひとみを──赤黒い亡霊のものに変えながら、

「撃うったものの『位置』を変える弾丸です」
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５、亡霊『デッドリム』






　──それから。

　一時間ほど走り抜ぬけたところで、ほぼ完全に日が落ち切った。

　暗くら闇やみと降雪の中、エクセリアを走らせることは自殺行こう為いであると同時、行き先を照らすための光は遠くからでも発見されやすく、どこかでまた身を隠かくさねばならなくなった。

　確かに、追っ手は撃げき退たいした。

　──デッドリムによって。

　しかし、あの三機はあくまで一部だ。

　レインたちを追って、残った部隊が向かっている所だろう。

（これ以上は──）

　戦えない。

　エアやデッドリムを含ふくめて、度たび重なる戦せん闘とうで、全員が疲ひ労ろうの極きよく致ちにいた。

「どこかで身を休めないと」

　エアはそう提言した。

　そして、北へ走り抜けた果てに、レインたちは小さな伐ばつ採さい場に辿たどり着く。

　本来は、樹きを切れる夏季だけに人が訪おとずれる場所なのだろう。山深くの小さな伐採場だったが、産業施し設せつとしてそこには倉庫代わりの小屋がいくつか点在していた。

　決して広くはない。

　それでも火を使えば、凍とう死ししないだけの気温は保つことが出来る。

　四人は小屋の一つで夜を明かすことにした。

　体力とエクセリアの燃料を消費せずにいられるなら、それに越こしたことはないからだ。

　小屋に入ると、火を焚たいて四人は休息に入った。

　次に動くのは、日が昇のぼってから。

　現在の時刻から十二時間以上はこの場にいなくてはならないが、逆に言えば、この十二時間で十分な準備を行えるかどうかで、この後の生死が分かれてくる。

　つまりは、

「デッドリム」

　情報を集めなければならない。

「ん？」

「お前、さっきの弾だん丸がんは」

「亡ぼう霊れいというらしいですね、私」

　少しでも戦力の把握をしようとするエアに、躊躇ためらいなくデッドリムは答えた。

　沸わかした湯に口を付けながら、淡たん々たんと、

「と言っても、私もつい先程、その少年から聞かされたことですが」

　デッドリムは自じ嘲ちようするように笑う。

「けれどそれは、あなたも同じようですね。さっき術を発動する時、私と同じ赤黒い瞳になっているのを見ました。この瞳は、」

　すっとデッドリムは頭を下げ、そして上げた時には、

「亡霊だけのものなのでしょう？」

　瞳は異形のそれ──蜂ほう縮しゆくした眼球となっていた。

　そして、その瞳に手をあてながら、

「確かに私は、一度死んだ記き憶おくがあります。小さな戦闘でしたので、少し気を抜いて油断していましてね。敵に狙そ撃げきされて、最初に胸、次に首を弾丸で抉えぐられたのは覚えてます。今思えば即そく死しでしたが、案外意識は残るのですね」

　あはは、とデッドリムは笑う。

　しかし、それには誰だれも続かない。

　二国の人間は離はなれて座る。

　東のレインとエア。

　西のデッドリムとイスナ。

　しかし、それぞれ一人ずつは、すでにこの世にいてはならない──亡霊。

「目が覚めたのは、名も知らぬ街でした」

　デッドリムは、

「なにも分からぬ、持たないまま自分が出来ることで生きようとした結果、戻って来たのは、結局戦いでしたが。まあそれは、あなたも同じだったようですね──エア」

「……」

「人に聞いておいて、自分はだんまりですか……ふむ、ならば」

　彼女は、

「少し二人になりませんか、エア？」

「はあ？」

「身体からだも少し休まったでしょう」

　言いながら、黒衣の少女は立ち上がり、

「亡霊という、少し特殊な在り方同士、話をしたいことがあるのです」

　是ぜ非ひとも、と続けてデッドリムはそのまま、小屋の外へ出た。止める間もなく出ていったので、エアは誘さそいに乗るべきか逡しゆん巡じゆんしたが、それを見たレインは、

「エア。行った方がいい」

「でも……」

「俺なら大だい丈じよう夫ぶだ。今は、敵から得られる情報を優先すべきだ」

「……すぐ近くにいる。何かあったら、声を」

　言い残すと、エアは銃じゆう器きを担かつぎ、デッドリムの後を追っていった。




　小屋を出る直前、

（準備、しないと）

　エアは取り出して薬室に籠こめる。

　それは、どの弾丸とも違う──『銀色の弾丸』。

（隙すきがあれば、これで──）

　撃つ。

　撃ち抜く。

　デッドリム──黒衣の亡霊を。

　悪あく魔まの弾丸が有する機構は『消しよう滅めつ』だ。

　撃たれた人間は、その功績や痕こん跡せきごと消去される。

　デッドリムをこれで討うち取れば、事態は確実に好転する。

　つまりは、列車の強きよう襲しゆうを回かい避ひできるということ──当初からのその目的を忘れた瞬しゆん間かんはない。これまで一度としてデッドリムに隙は無かったため、撃てなかった。

　しかし、状じよう況きようが変われば油断するかもしれない。

　思いながら、エアは屋外に出たデッドリムのあとに続いた。

　そして、

「寒いですね」

「外だから当たり前でしょ」

　第一声は、黒の亡霊から。

　エアは、デッドリムと向かい合う。足を止めた場所は小屋から出た物もの陰かげであり、風は吹ふき込んでこないとはいえ、その場にいるだけで凍こおるように冷えてくる。

「まあ座りましょう」

「……」

　積まれた木材があったので、座るように促うながされた。警けい戒かいの意味も込めて、少し遠くに座った。それでも顔は十分に見える程ほどに、月明かりは強かった。

　雪雲の隙すき間まから差し込んだ光が、雪面に反射して増強される。

　そして、エアが距きよ離りを取って座ろうとすると、

「しかしまあ」

　デッドリムも腰こし掛かけながら、

「亡霊といっても、身体は本当に変わりませんよね。普ふ通つうに寒いですし」

「そうね」

「生前は冷え性しようだったのですが、それも全く治っていませんし」

「知らないわよ」

「どうなっているのですか、私たちの身体は」

「どうって……」

「私の死体がそのまま残っていた訳ではないでしょう」

　デッドリムは、今回の大戦で初めて亡霊となった存在だ。

　百年前から継けい続ぞくする東西戦において、特に激化する「大戦」の度に肉体を得て死人が顕けん現げんするのが『亡霊』という存在であり、エア自身、百年前に死んでから計四度を亡霊として身を現している。だからこそ、亡霊という在り方にはかなり詳くわしい。

　だからこそ、少しだけ迷った。

　──亡霊の身体は、なにからできているのか。

　その問いに、しかし、デッドリムに気休めなどいらないだろう。

「元は、誰かの肉体よ」

「誰か？」

「亡霊は他人の身体を奪うばわないと存在できない。あなたの代わりに、誰か死んでるわ」

「……気分は好よくないですね」

　少し怪け訝げんな顔をして、しかし必要以上に落ち込まず、

「誰がそんな魔ま術じゆつを？」

「分からないし、そもそも亡霊を生み出している特定の個人がいるかも不明。ただ、私が生きていた百年前から存在しているとしたら、かなりおじいさんでしょうね」

「そうですね」

「……」

　軽口にもまともに答えて、

「あなたの他ほかにも亡霊はいるのですか？」

　デッドリムはエアに対して問い掛かけを続けた。それも、亡霊という存在が何であるかを確かめるため、少しでも気になる事を把は握あくしようとする貪どん欲よくさのある聞き方だった。

　一方、次々と質問をされる側のエアも、

（まあ──少し、なら）

　特に答えることを拒きよ否ひしなかった。

　エア自身、最初に亡霊となった時、誰も教えてくれる人間などいなかったため、今のデッドリムの心情が少しばかり理解できたからだ。

　自分が何者なのか。

　何な故ぜ生き返ったのか。

　気に掛かることは山のようにあるだろう。

　エアはその不安と戦いながらも、生きるために必死になり、少しずつ情報を集め、他の亡霊たちと争ってきたこの百年の間に『亡霊』という存在を把握してきた。

　知りたいことがあるなら、教えるくらいは構わない。

「亡霊は他にもいる。私が会ったことがあるのは一部だけど」

「特とく徴ちようなどあるのでしょうか」

「大きな点は、魔術の発動時に眼球が変色することね。私もお前も、他の亡霊も全すべて目の色が変わる。例外は一人として見た事がない。あと、亡霊は特とく殊しゆな弾丸をそれぞれ持っていて、固有魔ま法ほうを使っている。私はこの銀色の弾だん丸がんだけれど」

　言いながら、エアは銀の弾丸を見せる。

　その内包する能力は明かさないが、外見だけなら見せても構わない。

　続き、

「なるほど。私の『これ』もそういう事ですか」

　胸むな元もとに手を入れると、デッドリムは一つのアクセサリーを取り出した。

　──いや。

　ただのアクセサリーではない。

　それは、

（蒼あお、ね）

　暗い──『蒼色』。

　黒の絵具を混ぜた様な、色合いの濃こい蒼色で覆おおわれた弾丸で作られたアクセサリーを取り出した。その光こう沢たくと色合いは独特であり、簡単に製造できない鈍にび色いろを発していた。

　間ま違ちがいない。

　蒼色の弾丸を持つこの少女は──確かに亡霊だ。

　籠められた機構は『位置』を変えること。

　──強力無比な魔法だ。

　でたらめと言っていい。

　先さき程ほど、湖の氷を丸ごと移動させたこともそうだが、位置を自在に変えるという事は、彼女の前ではあらゆる陣じん形けいや戦術を無効化させられるということだ。

　通常の戦略が全く通用しない。

　それに使い方によっては幅はば広ひろく応用も効く。

　推察するに、能力の発動条件は『蒼の弾丸に触ふれること』だろう。

　つまり、撃うち放つことをせずとも、弾丸そのものに触れただけで、デッドリムは物質を任意の場所に転移させることができる。

　胸元のアクセサリーもそうだろう。

　弾丸を胸元に下げ、常に身体に触れさせることで、自身の肉体を自在に転移させている。

　それで以もつて、レインの背後に回り込み、軍刀で刺さし貫つらぬいた。

（私も含ふくめてだけど）

　──やはり滅め茶ちや苦く茶ちやな存在だ。

　亡ぼう霊れいは。

「なるほど」

　デッドリムは、取り出した蒼の弾丸を、眺ながめ透すかしながら、

「生前になかった力なので気にかけていましたが、安心しました」

「……お前、本当に何も知らないのね」

　エア自身も、亡霊となってからある程度の情報を得るまでに時間が掛かった方だが、それでも、ここまでのんびりしていなかった筈だ。懸命に情報を集めようとしていた自分と違って、デッドリムに迫真さはない。

「亡霊って、生きるためにもう少し真剣なやつが多いのに、お前は違うみたいね」

「私にはイスナがいましたから。そこまで一人で背負い込まずに済みましたし、それに、なにもしなくとも『カイセイ』という男が戦場を与えてくれましたから」

「カイセイ？」

「西国の陸軍大尉です。私の能力を高く買ってくれまして、私が望んだら望むだけ、戦いの場を与えてくれます。自分で必死に情報を集めなくともよかったのです」

「……ふうん」

「まあ戦争以外のことは、カイセイは何も教えてはくれませんけどね。ただ私に戦場を用意して、戦わせてくれるだけ。私はイスナと共に戦う日々でした」

　幸運な環境にいる様だった。イスナという生前の自分を知る人間がいて、軍人として生きるための些末なこともカイセイという男が管理している。

　デッドリムは──戦いの中で生きることだけを考えていればよかった。

「羨ましくはないけど、恵まれたのね」

「あなたは違うのですか？」

「私に限らず、普通の人間と違う時間に生きる亡霊は全員そうよ。一人で考えて、一人で戦って生きるだけ。そのための『誓約』の魔術も与えられているしね」

「誓約？」

　とぼけた反応を見せるデッドリム。

　演技ではない。本当に知らないのだろう。

（……）

　──レインにも教えていないことだが。

　エアは上着から一つ弾丸を取り出す。その弾丸は通常のそれと変わらぬが、表面には「ＡＩＲ　ＡＩＲＬＡＮＤ　ＮＯＡＲ」とエアの名前が打刻されている。

「亡霊が持っている、もう一つの特殊な弾丸のこと。弾丸に自分の名前を刻んで、それを撃ち込んだ相手と絶対的な主従関係を結ばせる。命令には逆らえない」

「へえ」

　強い反応を見せたデッドリム。

　命令に逆らえないという点に興味を持ったのだろう。

「面白いですね。私もイスナやあなたに撃ってみましょうか」

「やめときなさい。イスナってやつはともかく、『誓約』には魔術の一部を共有する必要がある。私に撃ち込めば、お前の弾丸魔法を乗っ取るから」

「……遠慮しておきます」

　確かに『誓約』の魔術は強力だ。その力を利用して、戦場で共に戦う奴隷を作る亡霊も多い。しかし、決して万能ではないし危険も多い事から乱用はできない。

　この弾丸は、亡霊という存在が本能的に発現する弾丸だ。

　なんの情報もなく亡霊として身を現したエアだが、悪魔の弾丸とこの誓約の──隷属の弾丸の構築法だけは自然と理解していた。しかし、デッドリムは知らずにいた。

　それほどまでに、周囲の人材に恵まれたのだろう。

「分かりました。誓約の魔術は使うのを控えます。幸いにも、私の周りにはよく言う事を聞いてくれる男ばかりですので、強制的な命令はいりませんし」

「そう」

　イスナや、顔も知らぬカイセイという男は苦労しているのだろう。

　エアは、自身の名が刻まれた弾丸を服の中に戻した。

「で、今度は亡霊の記き憶おくについて聞きたいのですが」

「……好きにしなさい」

　──少なくとも。

　この場でデッドリムを討ち取ることは無理だろう。

　エアは諦あきらめて話に付き合うことにした。

　それからも、デッドリムからの問答は続いた。これまで抱かかえていた疑問に答えてくれる存在なのだから、当然の行こう為いでもあった。エアは情報を絞しぼりながら答えていった。

　そして、重要な項こう目もくをある程度聞き終えたところで、デッドリムは顔を伏ふせると、

「では同じ亡霊として頼たのみがあります」

　──頼み。

　それは、

「イスナを助けてください」




「……なにを」

「ぎりぎりまで様子を見ていましたが、もう時間がありません」

　冷れい徹てつで平へい坦たんな口調。

　しかし、その内容はこれまでの彼女から大きく乖かい離りしたものだった。

　──助けてくれ。

「あなたたちには隠かくしていましたが、イスナは脚あしだけでなく、背中に深い銃じゆう創そうが一つあります。尽じん力りよくしましたが、血が止まりません。あと半日で取り返しがつかなくなります」

　デッドリムの申し出。

　それは、彼女の相棒であるイスナを助けることだった。

　しかし、そのことは、

「私は第二世代エクセリアの回収を断念します」

　軍属としての責任を放ほう棄きすることを意味する。

　無論、

（なにを──）

　エアはそれを馬ば鹿か正直に受け止めたりしない。

　裏がないかと訝いぶかしむ。

　我が身可愛かわいさに任務を投げること──。

　それは軍属としてあってはならないことだ。死ぬかもしれないからと戦うことを拒否すること自体が重罪であり、敵前逃とう亡ぼうや任務放棄は銃じゆう殺さつ刑けいが適用され得る。

　しかし、黒衣の少女は、

「私たちはこの時点で、軍務を投げます」

　選んだ。

　任務を放棄することを。

「イスナを助けるために、私たちは、あなたたちに全面的な協力をさせてください」

　自分が助かるために、任務を投げると言う。

　死ぬくらいなら、生きるために逃にげると──。

　それは、

「──なにを」

「はい？」

「なにを言っているの……？」

　同じく亡霊であっても、エアにとっては、

「あなたたち、軍からの密命でここに来ているんでしょう？」

　理解しがたい言葉となった。

　何故なら、エアにとって使命や役割というのはそういうものだったからだ。

　確かに、彼女のパートナーは重傷を負っているかもしれない。

　しかし、それはこちらも同じ。

　レインも胸部に重傷を負っている。それも、半日どころかあと何時間持つかも分からない状態だ。けれど、レインは自分が助かるために、逃げようとは言わない。

　逃げたいという態度も出さない。

　死の恐きよう怖ふを抱えているのは間違いない。

　それでもレインは、第二世代エクセリアを死守しようとしている。

　激痛に襲おそわれながら、苦く悶もんの表情で耐たえている。

　レインは、結果としてそれが、多くの人間を救うことになると分かっているからだ。そして、その心情が理解出来るからこそ、エアも決してレインを慮おもんぱかったりしない。

　致ち命めい傷しようを負えども。

　流血すれども。

　最善と思われる選択を完かん遂すいする──それが、レインの意思を尊重することになる。

　命を賭として戦うという、彼の望みを叶かなえるからだ。

　だから──。

　だから、言ってはいけない。




　──逃げよう、なんて。




（っ──）

　エアは自分の思考を過よぎった言葉を、

（わたし、何を──）

　頭かぶりを振ふって必死に追い出した。

　けれど、デッドリムは躊躇ためらわず、その言葉を口にした。

　その態度に、エアは──怒いかりが湧わいた。

（こいつ──！）

　誇ほこりを蔑ないがしろにされた怒り。

　立ち上がると同時、胸元の拳けん銃じゆうに手をやった。

　誤ご魔ま化かしのない攻こう撃げきの動作で銃じゆう口こうを向けようとする。

　しかし、デッドリムも、

「おっと」

　腰こし元もとの軍刀に手を置く。

　距きよ離りにすれば二メートル──通常なら拳銃の方が早い間合いでも、

（う──）

　エアは動けない。

　重圧に押される。

　知覚できる未来は──自分が惨ざん殺さつされるという光景だ。加えて、エアは日中に発生した戦せん闘とうにおいて、デッドリムの戦うところを、僅わずかだがその眼めで見ている。

（デッドリム、──）

　本当に軍刀一つで、魔ま導どう士し三十人を圧あつ倒とうした。

　敵からの弾丸も、エクセリアによる機動力も意に介かいさず、戦場を飛び交かい、切り刻んで、殺さつ戮りくしてみせたのだ。そしてそれは、弾丸の能力に頼たよった戦いではなかった。

　宙を舞まい。

　軽かろやかに飛び。

　刀とう剣けんを振りかざす、黒衣の少女の姿。

　そして、恐おそらくその力量が、彼女の自信の根幹であり──『亡霊』としての在り方。

「……ふむ」

　硬こう直ちよくしてから数秒。

　エアの反発を感じ取ったデッドリムは、

「エア」

　名を呼ぶ。

　目の前の少女。

　銀色の頭とう髪はつと瞳ひとみを持ち、力に溢あふれながらも──使命に縛しばられている少女に。

「……なに」

「あなたは、死んだときのことを覚えていますか」

「……」

　エアは頷うなずく。

　しかし、それ以上は言わない。

「そうですか。私も覚えています。ほぼ即そく死しでしたが、最さい期ごに目にした光景と、耳にした音だけはしっかりと記憶しているのです」

　軍刀に添そえた手を震ふるわせる事なく、デッドリムは、

「私が撃たれた時、横にいたのはイスナでした」

「イスナって……」

「ええ。小屋の中にいるのはおじさんですが、私が死んだときは同い年でしたので」

　少し揶や揄ゆする様な言い方。

　しかし、その口調に含ふくまれた心情をすぐに理解できる。

　それは──自分だけが年を取らないことの悲しみだと。

「十年前──本当に小さな戦いでした」

　思い出すようにデッドリムは続ける。

「冷戦状態で、激化する戦場自体が珍めずらしい時期に、ウィンケル防衛戦に人数合わせと言われて参加しました。私は軍ぐん籍せきの魔導士として、そしてイスナは訓練兵として」

「……あなたたちは」

　どういう関係だったの？

　思わずエアはそう聞きそうになったが、

（……、）

　直前で吞のみ込んだ。それを聞いたところで何の意味も無いからだ。

　しかし、

「気になりますか？」

「……知らない」

「あは、あなたも乙女おとめでしたね」

「だから！」

「いいじゃないですか。兵であっても、恋こいは自由でしょう」

「いや、だから、……」

　と言ったまでは良いが、その後は、

「別に、なにが、……別に、」

　もごもごと言葉を濁にごすエアを見て、デッドリムは小さく笑った。この銀ぎん髪ぱつの少女、気が強そうにしているし、実際気が強いが、それでも苦手な話題もあるようだ。

「まあ別に恋こい仲なかとかではないですよ」

「……そう」

「私は彼のことが好きでしたが」

「……」

　あまりに軽い様子で言うので「は？」と聞き返しそうになったが、

「私にとって、イスナは何よりも優位な存在です。彼が死ねと言えば死ねますし、彼を失えば私も生きる目的を失うくらいに。まあ、あっちがどう思ってるかは知りませんが」

　亡ぼう霊れい──。

　これまでエアは、自身を含めて、幾いく人かの亡霊に出会っている。

　そしてその誰だれもが例外なく、激しい憎ぞう悪おや果たすべき願望を持ち合わせていた。

　誰もが、自身への尊厳を根本としていた。

　けれど──この少女は違ちがう。

　わずかに異なる。

　デッドリムが、その魂たましいの中に抱かかえているものは、

「私にとって、イスナは生きる全すべてです。亡霊となっても、それに変わりありません」

　ただ一人へ向けられる──純じゆん粋すいな愛情。

　イスナへの想おもいだ。

　一見すれば、美しく映るだろう。

　しかし、その潔けつ癖ぺきさの裏に隠かくれているのは、

（デッドリム、こいつは──）

　ある種の残ざん酷こくさでしかない。

　──何物にも替かえられないものがあること。

　つまり、それを守るためなら、他ほかのあらゆるものを犠ぎ牲せいにするということだ。

　彼女はおぞましいほど潔癖な価値観に生きている。

　一人のためなら万ばん人にんを犠牲にする。

　──その恐ろしさも内包する情念が、彼女の行動理由だ。

「私とイスナは小さい頃ころから一いつ緒しよにいた幼おさな馴な染じみという間あいだ柄がらで、魔導士として軍に入ることが物心ついた時からの夢でした。私たちの村は国境に近くて、戦火が及およぶことがあったので、二人で村を守れるような魔導士になると」

　そして、

「私の方が魔導士としての素質が優すぐれていたので出世は早かったですが、イスナも懸けん命めいに後を追って来ました。一緒に戦うんだ、と才能もないくせに。でも、あの日──撃うたれたあの日が、初めて正式なパートナーとなって、夢が一つ叶った日だったんです」

　エアには想像しか出来ない。

　彼ら二人が、幼少時からどんな道を辿たどって来たのか。

　何を想っていたか。

　けれど、ただ顔を知るだけの仲でない事は確かだ。

　少なくとも、

「私は──イスナの目の前で戦死しました」

　この少女──デッドリムから、あの将校へ向けられる心だけは。

　深い想いがある。

「私が最期に見たのは、泣き叫さけびながら、私の飛び散った心臓を集めようとしているイスナの姿でした。錯さく乱らんして、取り乱して、あれほど絶望した人間の顔は、後にも先にも見たことがありません。彼には、二度とあんな顔をして欲しくない」

「……」

　デッドリムという少女が抱える根底。

　それらを知ってなお、敵対する存在であるエアは信用などできないでいたが、

「あとこの状況になったので、言っておきます」

「なにを」

「国を裏切るのか、とあなたは言いましたが、私はすでに西国を裏切ってここにいるのです。今日の襲撃の直前、私とイスナは一緒にいた仲間十人を殺してきました」

「っ」

「今回の第二世代エクセリアの強奪は本来、小隊で行う軍命でしたが、私たちの目的のために彼らは邪魔でしたから」

　目的──。

　軍に逆らい、仲間を殺してまで行おうとしたデッドリムの思惑。

　それは、

「第二世代エクセリアは、西国に渡すのではない──自分たちの物にするために、私とイスナは来たのです」

　言いながらデッドリムは胸元の弾丸をエアに見せつける様にする。

　そして、エアに視線を向ける。その視線は問い掛かる様な物だった。

「エア、あなたは戦争が好きですか？」

「……なによそれ」

　好きとか嫌いの次元ではない。ただどうしようもない一つの現象として捉えている。

「私は嫌いです」

「……」

「幼い頃はただ使命に焦がれていました。純粋な敵がいて、それを打ち倒せばみんなが幸福でいられると。しかし、実際に魔導士になって戦場に出て目にしたのは、ただ立場が違うだけの同じ人間で、それも私と年もそう変わらない、若人ばかりだと知った」

　当たり前の事実。

　誰もが善意を押し込んで、受け入れることを、しかし、

「そして戦いは私から全てを奪った。私の命も、イスナの人生も」

　デッドリムは、狂った事実を大人しく受け入れはしない。

　そして、

「他の誰でもない──私とイスナがこの戦争を終わらせるんです」

「！」

　黒髪の亡霊は誓ったという。

　それは奇しくも、エアがレインと共に抱えて来たものと、まるで同じ願いを──。

「私が亡霊として得た弾丸は非常に強力です。触れた物の位置を、自在に変えることが出来る。陣形や位置取りを全て無視できるこの弾丸に、単機で優れた性能を発揮する第二世代エクセリアが合わされば、私たちは無敵の存在になる」

　位置を無視する──。

　それだけでも強力だが、そこに第二世代エクセリアの機動性が加われば戦闘という概念自体が変わる。頭を潰せば死ぬのは人間であっても虫であっても、そして軍という組織であっても変わらない。指揮官が死ねば、決着が付く。

　そして、デッドリムはその戦術を可能にする。

　陣形を無視し、敵将の前に移動して、そいつだけを殺すということが──。

「そうなれば、戦争という行為すらなくなる。私とイスナがいれば、それだけで戦いは終わってしまうのですから。第二世代エクセリアは、そのために必要でした」

　──けれど。

　と、デッドリムは続け、その視線は小屋の方へ向けられる。

「その目的もイスナには変えられません」

　壁の一枚奥には、死に瀕している将校がいる。

　それは十年前から、デッドリムという少女に縛られている存在。

「私にとっての平和とは、イスナがいることが前提なのです。十年前、ただ路傍の虫のように殺された私が、それくらいは望んでもいいでしょう？」

「……そんな奴やつが」

「ん？」

「そんな思いをした人間が、なんで、あんな殺し方ができるの？」

　エアは言げん及きゆうする。

　それは、つい数時間前──デッドリムが三十人もの人間を、遊ぶようにして惨殺した光景だった。

　もし彼女の話が本当で、誰かに向ける親愛や戦乱への憎悪があるなら──。

（そうよ──）

　あんな残忍な殺し方などできるはずがない。

　するはずがない。

　生命自体を愚弄するような殺人行為など、絶対に。

　そう思ったが、

「違います。逆です。私自身が殺されたからこそです」

「……逆？」

「私は──最期に何も思えませんでした」

　デッドリムは、ほぼ即死するような狙そ撃げきをされた。

　その死の際に見たイスナの記き憶おくだけはあるが、しかし、肝かん心じんなところ。

「私は、絶望する瞬しゆん間かんすら与あたえられなかった。苦しいと思うことも、痛むことも、息を荒あららげることも、恐きよう怖ふすることも、死を予感することも、絶望することも──何一つ与えられないまま絶命して、目が覚めれば──時が十年流れていた」

　言葉を切って、

「私は、生きた証あかしを残したかった」

　デッドリムは、

「深い想いを残したかった。空くう虚きよでさえなければ、イスナの心にさえ残ることが出来れば、私は良かった。どうせこの世を去るなら、絶望でも激痛でも怨えん恨こんでも悔かい恨こんでも、激しい感情を残して、死にたかった」

　だから、デッドリムは敵に刻み込むのだと言う。

　ここで殺すしかないのならば──。

　深い絶望と痛みを。

　しかし、それらの負の感情も、彼女にとって欲しかったもの。

　なにか、負の感情で良いからこの世界に痕こん跡せきを残させる──それがデッドリムにとって死にゆく人間へ最大の敬意を示す行こう為いであり、尽つくされる礼節だという。

　けれど、

「……頭おかしいんじゃないの」

　考え方は分かったが、理解できるはずもない。

　残虐に殺害して必要以上に恐怖を与えることで、何が残せるものか。宗教的な意味合いすら持たないその行為は、ただ残酷なだけだ。そしてデッドリムの中では、それらの行為と、平和を求める感情に矛盾は生じていない。

　だからこそ、どれだけ正当化する様な文言を聞けども、戦乱を終わらせるという同じ目的を持っていようと、エアがこの黒衣の少女に対して感じることは、たった一つ。

　こいつも──亡霊だ。

　人の理ことわりから外れ、逸いつ脱だつした死者。

　災さい禍かを齎もたらす存在。

　何かが、大きく外れてしまった──。

（でも──）

　彼女をここまで変えた因子というのはあるのかもしれない。それは、慣れる内に違い和わ感かんが無くなって来たが、彼女の武器が『刀とう剣けん』だということだ。

（やっぱり、おかしい）

　この世界に魔ま法ほうはある。

　しかし不思議はない。

　銃じゆうと刀剣ならば絶対に銃の方が優れている。

　位置を変える魔法を持っていても、それは変わらない。

　魔導士が戦うならば未来を予見する『共覚質クオリア』と銃じゆう砲ほうがセットで必要だ。

　しかし、デッドリムは刀剣を用いて戦う。

　ということは、

（逆に──）

　逆に考えるべきなのか？

　銃を使わずに戦えるほどに強い──ではなく。




　刀剣を使う方が、都合がいい──と。




（そう考えれば──）

　これまでの疑問にいくつか納なつ得とくがいくことがある。

　亡霊は例外なく合理的な思考をする。倫りん理り観や感情に縛しばられず、最適と思うことがあれば躊躇ためらいなく実行する。それ故ゆえに、道徳から外れた行為を犯おかすことが多くなるが、その裏には必ず論理的な思考がある。その前提が成り立つとしたら──。

（デッドリムは──）

　刀剣を用いるのが、最も優れた戦い方──。

　なのかもしれない。

　デッドリムが亡霊として、手にした力。

　──対象を移動させる弾だん丸がん。

　その戦い方が最適であるからこそ、彼女は銃を用いない。そして、刀剣で直接人を殺あやめることは、銃で撃つよりも遥はるかに実感が伴ともなう行為になる。もしかすれば、その罪悪感を少しでも薄うすめるために、彼女は人を殺める理由を無理矢理作ったのかもしれない。

　──残虐に殺めること。

　それが救いになると。

　そう理り屈くつを付けたとしたら、──。

「ともかく、私はイスナの身が一番大事です」

　黒衣の少女は、

「私が死んでから十年後、再会した時に、泣いて喜んだ彼のことが一番大事です。私の隣となりにいることを選んでくれた彼が、何よりも愛いとおしい」

　だから、

「明日の朝、最短距きよ離りで雪山を抜ぬけます。敵に見つかって戦せん闘とうになるでしょうが、危険を冒おかさなければイスナは死ぬ。そして、その行動にはあなたの協力が必要です」

　……リスクが高過ぎる行為だ。

　このまま迂う回かいしていれば、敵から発見される可能性は限りなく低い。第二世代エクセリアを持ち帰るという使命を完かん遂すいするなら、迂回するのが最適の行動だ。

　けれど、その作戦を選んだ場合、

「あの黒くろ髪かみの少年も死にますよ？」

　レインは──死ぬ。あのまま血を垂れ流して。

　無論、レインよりも機体を優先すべきだ。あの機体一つが、国家間の趨すう勢せいを左右するアイテムになりかねない。学生兵一人の命と天てん秤びんに掛かけるまでもない。

　しかし、

「あなたは、どうなのですか、エア？」

「……」

　エアは答えられない。

「なにが、一番大事なのですか？」

　デッドリムからの問いに。

「そう言えば、昼の通信で言われてましたね。レイン──あの少年を殺せ、と」

「！」

　それはクレイスからの通信のことだった。

　その時、エアは彼女から「いざという時はレインを殺せ」と言われている。

「しかし、この段階になっても、殺していない──それは」

「……違ちがう」

「はい？」

「私は、お前とは違う！」

　重なった問いにエアは声を荒らげる。

「私は一度として使命を違たがえたことはない！」

　その冷静さを欠いた言葉は、

「それこそ、私とあいつを見くびるな！」

　自分自身へ言い聞かせる様だった。

「私とレインは、確かに協力関係にある。でも、ただ、それだけ。そこに余計な感情は一いつ切さい無い」

　そう──その筈はずだ。

　エアには矜きよう持じがある。

　それは、これまで、常に最善の選せん択たくをしてきたこと。

「私はレインと約束をした。この戦乱を──戦いの連鎖を止めると。そしてその大願のためなら、いざとなれば私はあいつを見捨てるし、あいつも私を見捨てる。その前提があるから、私たちはこれまで一いつ緒しよに戦ってくることができた」

　そして、その誇ほこりがあるからこそ、口にしてきた。

　──世界を変える。

　──この乱世を終わらせると。

　互たがいの命を賭かけるほどの覚かく悟ご。

　それがあったからこそ、人が聞いたら笑うような夢物語も言葉にすることができたし、目的を一緒にすることができていた。

　だから、その言葉は、甘い感情など持ち合わせた時点で、口にする権利すらなくなる。

　誇ほこりを伴わねば──。

　実行を伴わねば──。

　どれだけ大おお仰ぎような言葉も、偉えらそうな文言も。

　──ただの戯ざれ言ごとだ。

「デッドリム、お前たちとは違う。いざとなれば我が身可愛さをとることなんて、私たちは絶対にしない。それだけのものを賭けなければ、時代の潮流なんて変えられない」

　確かに──見ている物は同じだ。

　やり方は違えど、デッドリムは根本的には戦争を憎んでいる。

　その感情に噓はないだろう。

　平和を望み、そのために多くの物を費やし、犠牲にしてきている。

　そしてそれは、これまで出会ってきた亡霊の誰とも違うことでもある。

　戦いの中でしか生きられず、戦いそのものを求める亡霊の気質と違う。

　異質と言ってもいいだろう。

　しかしそれでも──やはり、エアとまた異なる思考の持ち主だった。

　そして、そのエアの信念すらも、

「そんなことは聞いてませんよ、エア」

　軽く受け流すデッドリム。

「私が聞いているのは、あの少年を助けたいか──それだけです」

「……とことん考えが合わないわね」

「それは私のセリフですね。あなたが言っているのは、平和になった世界で、でも大切な人は誰もいなくなって、一人で過ごすということですよ？」

「……」

「どっちがじゃない。どっちも取ればいいんです。私はイスナと一緒にいたいし、手をつないでいたいし、キスもしたいし、叶うなら子供だって欲しい。そのためにはこの東西の戦いを終わらせる。その必要がある。ただ、それだけです」

　そこでデッドリムは息を吐く。

「しかし、そろそろ結論を出さないといけませんね。いい加減、寒くて仕方がなくなってきましたし」

　言いながら、デッドリムは踵きびすを返し、

「話はまたあとでしましょう」

　さっさと、レインとイスナが待つ小屋の中へ入って行った。




　──一方。

　エアたち二人が小屋から出ていった直後、レインは、

（、……！）

　咳せき込むと同時に、

「がはっ……ごほ……！」

　口から唾つば交じりの血を吐はいていた。

　触さわって確かく認にんしてみたが、その感かん触しよくはほぼ血液であり、咳き込むたびに出続ける。先さき程ほどまで刺さすように痛んでいた創きずの痛みも、少しずつ感覚が鈍にぶってきていた。

（──これは、）

　まずい。

　死が近付いている。

　それくらいは理解することは可能だった。

　流れ出る血は止まらないし、意識も確実に薄れてきている。

　そして、そんな弱っていくレインに対して、

「まだ、話せますか？」

「……なんとか」

「はは、互いにまずいですね。僕も、いい加減きつくなってきました」

　声を掛けて来たのはイスナだった。互いに、相棒である少女たちに不安を与あたえないために耐たえていたが、重傷を負った二人の命は蠟ろう燭そくのように目減りしつつある。

　二人は向かい合う様に壁かべに寄りかかり、そして、

「亡霊、……と言いましたか」

「……？」

「さっき話していたでしょう。エアという子と、デッドリムが──亡霊だと」

　イスナは小声で言う。

「不思議ですね。その言葉一つで、やっと腑ふに落ちました。なぜ、十年前に死んだ彼女が、また現れたのか……前と変わらない姿で、僕の前に来たのか……その理由が」

　落ちそうな声で言うイスナに、レインは、

「あなたは死ぬ前から、彼女を知っていたんですか？」

「ええ」

　イスナは小さくうなずく。

「知っているどころか、十年前……彼女の最さい期ごを見たのは、僕です。首と胸を撃うたれて、気付いてから数秒後には、彼女は死んでいて……僕は、一人になって」

　それから。

　イスナは、一人で十年もの間、戦場を渡わたり歩き、

「数か月前──リムのやつ、いきなり現れたんですよ。それも、十年も経たっているのに。何にも変わらず、死んだときのまま、……なんでもない様に近付いて来て、『え？　老けた？』って、困った顔してきて……」

　本当に困ったのはこっちだ、とイスナは言う。

　そして、

「あなたは、あの子と……」

　レインに「そちらはどうなんだ」と視線を向ける。

　正直に答える義理などない。

　しかし、レインはこの青年将校に、ある種の誠意をもって答えた。

「……俺は、亡霊になってからしか、エアを知りません。生きていた頃ころも、以前に亡霊になった時のことも──どんな物を見て来たのかも、知らない」

「──はは」

「？」

「だと思いました」

　イスナは笑いながら、レインを見る。

　その時、レインは彼と目が合ったが、イスナの穏おだやかな視線には、

（……？）

　なにか深い悲しみがあるように感じられた。

「なんとなくですけど、レイン、あなたは十年前の私によく似ている。まだ、リムのことを勘かん違ちがいしていた、未熟で、心が幼かった──あの頃の私に」

「……？」

「昔の写真を見ている気分、でしょうか」

　──よく分からないが。

　似ている、と言われる。

　しかし、その似ていることが何であるかは分からない。

「そうですね、なら一つ、言い当てましょうか、レイン」

　イスナはそこで一息置くと、

「最近、あの子と喧けん嘩かしませんでした」

「っ、」

「ああ、その顔、やっぱりそうでしたか」

　なぜ分かるんだ、と言いそうになった。

　確かに──最近、エアとぎくしゃくしていた。

　列車の中でも、気まずい状態にあった。

　理由としては、いろいろとあるが、

「分かりますよ、僕もリムも、十年前はそうだった」

　──十年前。

　若い頃のイスナは決して才能のない人間ではなかった。

　魔ま導どう士しである時点で通常の兵士より数段格が上であり、イスナもその例に漏もれず魔導士として順当な道のりにあった。しかし、生前のデッドリムは群を抜ぬいての優ゆう秀しゆうさを備えていたため、イスナは常に比ひ較かくされる対象がすぐ横にいるという環かん境きようの中に置かれた。

　しかし、幼い頃は──それでもよかった。

　互いの優ゆう劣れつなど関係なかった。

　一緒にいられた。

　けれど、成長していく内、二人を取り巻く環境は変化していき、

「リムが死んだ日もそうでした」

　二人は昔のままではいられなくなった。

「彼女と二人で戦場に立つ……その目標が一つ叶かなったあの日。その日も、僕は細かに世話を焼いてくるリムと口論になった。今思えば、なんてない指し摘てきなのに、いつまでも頼たよってくれない彼女に腹が立って、互いに無視し合って、気付いたら、リムは──」

　撃たれていた。

　心残りがあるまま死ぬ。

　それはこの世界では、ありふれたこと。

　しかし、過去に最愛の人間を失ったこの青年には、

「レイン、あなたはその時の私と同じだ」

　深い情念が刻まれた。

「同じって、なにが」

「優秀過ぎるパートナーに焦あせりを感じていることです」

　──焦り。

　自分の未熟さに耐えられない感情。

「焦りなんて」

「彼女の言葉に意味なく反発しませんでしたか？」

「……」

「それで、互いに上手うまく話せなくなったことは？」

　……。

　数えたら片手では足りそうになかった。

　そして、仲たがいをしている事を、レインの態度から読み取ったのか、

「あなたは愉ゆ快かいな思い込みをしている」

「思い込みって……」

「レイン、あなたから見て、彼女の評価は？」

「……理想的な魔導士」

「そこがまず違う」

　不和の原因。

　それは、

「彼女たちは優秀だが神じゃない。どれだけ頭脳が優すぐれていようと、亡ぼう霊れいという存在であろうと、私を含ふくめ、彼女たちの根本は、……ただ一人の少女なんです」

　思い込み──。

　つまり、パートナーであるエアを絶対視していることにあると言う。

「だからこそ、焦りが出る」

「……」

「それこそ勝手に思い込んで、神聖視して、自分とは違う存在だからと──言うことの全すべてが絶対だと無意識で決めつけている。だから、彼女の言葉一つが、自分の考えより気に掛かかって、事実として突つき刺さる」

　間ま違ちがいだと言われている様で──。

　パートナーである少女に、いつまでも近付けない様に思えて。

「一つ言っておきます。勘違いしたらいけないのは、彼女たちも僕も、ただの人間ってことです。間違いはするし、理り不ふ尽じんは言うし、勢いで言葉も出る。油断もする。僕は絶対に死ぬ筈はずがないと思っていたリムがあっさり死んだとき、ようやくそれに気付いた」

「……だが」

「もっと簡単に言いましょうか？」

　ぐさぐさと刺さる言葉が精神的に痛く。

　まだ整理のつかないレインに、

「今のあなたは、憧あこがれている女の子に怒おこられて拗すねているんです」

「……ぐう」

　ぐうの音ねが出てしまった。

　それを見て、

「……はは」

　イスナは笑う。

　力のない、弱々しい声だが──楽しそうに。

「なんでしょう。この十年間、昔の自分に言えていたらと思っていたことが、言えてしまっていい気分です、あっはは……」

「あんた……」

　恥はずかしい指摘をされたレインは言い返そうとしたが、

「しかし僕も、偉そうに言えませんけどね。いまだに僕はあいつが──リムが、分からないことがよくある」

　イスナは声を小さくする。
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「亡霊として現れた最初は、まさしくリムはそのままでした。僕は変わったけれど、変わらないままのあいつが嬉しかった。けど、戦いになると──変わっていた」

　相棒としてイスナは今も昔も共に戦い、そして変化は明らかだったという。

「遥かに残虐性が増して、戦闘に高い意欲を持つようになった。根本のところでは戦いを誰より嫌っていたのに、それでも戦い続けた結果か、分かりませんが」

　レインが知っているのは現在のデッドリムのみだ。

　彼女は三十人をより苦しむように殺害した──しかし、

「生きていた時は、違ったってことですか」

「ええ。抜群に優秀でしたが、それでも、戦場で彼女の笑顔を見た事はありません。戦場にいる回数も、他と比較にならないくらい増えました。まあそれは、カイセイという男がデッドリムに戦う場を用意し続けるからですが」

　──カイセイ。

　顔は知らぬが、レインはその名前だけは聞き覚えがあった。確か西国の将校で、幾つかの戦場で名を目にした。目立って優秀な戦績はなかったので、印象に薄い。

　しかし、それでも、そのカイセイという将校は、亡霊デッドリムに接触し、

「思えば、リムは──あの男に戦いを与えられている……僕が、もう少し強く言っていれば、リムのままで──亡霊デッドリムには、ならなかった、その可能性はあった、のに……リムは、言われるまま、戦って──」

　デッドリムは──変わった。

　生前より、遥かに戦いに生きる様になった──。

「僕には、……なにも、できなかった、変わるあいつに──変わるな、と……」

　意識が薄くなってきたのか。イスナの声は徐々に弱くなり、

「あなたたちは──成し遂とげてくださいね」

「……」

「僕たちはもう間に合わない。でも、今の君たちなら、……まだ、……そう」

　言い切る気力がなくなったのか。

　イスナは──小さく寝ね息いきを立て始めた。




　デッドリムとの話を終えて戻もどったエアは、

「レイン。傷は」

「……特に悪くなっていないが、良くもなっていない」

「そう」

　レインの噓うそを受けるところから始まった。エアは少しだけ場を離はなれただけであるが、傷口を塞ふさぐ包帯の血は広がっている。悪化していることだけは確実だった。

　しかし、エアはそのことを言わず、

「とりあえず包帯とって洗うわよ。痛いけど我が慢まんして」

「別にそんな痛いったあああああ！」

「……痛いって言ったのに」

　包帯を取ると、べったりと血が張り付いていた。小屋内で溜ためていた水で洗ってもそう簡単に落ちはしない。かなりの出血を伴ともなっていた。

　それでも──。

　それでもレインは決して自分の傷のことを言わない。たとえここで傷のことを言ったとしても、無む駄だに事態を拗こじらせるだけだと分かっているからだ。

（そう、よ──）

　エアは改めて思い直す。自分たちは、相応の覚かく悟ごを持ってこれまで戦ってきた。その過程で命を賭とす場面は幾いく度どもあった。だからこそ、優先すべきことは一つだけ。

　この戦乱に終しゆう止し符ふを打つこと。

　そのためには任務を全まつとうする。

　それ以外にすべきことはなく、命など──。

（……）

　レインの命はあと十時間もない。助けるためには早朝には雪山を脱だつ出しゆつし、適切な治ち療りようをすることだが、その為ためには正体不明の兵軍と交戦しなければならない。

　デッドリムの力は強力だ。

　しかし、戦術の核かくとなるエクセリアは一機のみ。

　遂すい行こうできる可能性は決して高くない。

　けれど、このまま身を潜ひそめ続ければ、──逃にげ切れる可能性が高い。

　だから、考えるまでもない。

　どうすべきかなど──。

『私が聞いているのは、あの少年を助けたいか──それだけです』

　思い出されるのは、デッドリムの言葉。

　その時の問い掛けに、いまだ答えることは出来ない──いや、答えを出した瞬しゆん間かんに、これまでレインと築いてきたものが壊こわれる予感がした。

　命を掛ける──今まで二人で重ねてきたその言葉が、噓になる気がした。

　だから、考えずにいた。

（私は──）

　血だらけの包帯を洗って乾かわかし、レインの傷に巻き直しながら、

（なにを、すれば──）

　考える内に、葛かつ藤とうが大きくなっていく。そしてレインの肉体に触ふれ、直じかに接して体温を感じてしまうと、確かに今、レインが生きていることを意図せずに感じ取ってしまう。

　この温かさも、明日あしたには失われる──。それは、

（嫌いや──）

　嫌だ。

　それは言い切れる。

　しかし、それでも、その為にはどうすればいいのかを考えると、また訳が分からなくなる。ずっと同じような問答を繰くり返している。けれど答えは出ない。

「う……」

　その時、レインが呻うめき声を上げた。

　ふとエアは顔を上げると、すぐ近くにレインの顔があった。

（そうだ──）

　いっそ本人に聞いてしまえばいいのではないか。生死を分かつ決断に迫せまられているのは自分ではなくレインだ。決めるのは、本人にしてもらえば──。

　自分は楽になれる──。

「レイン、えと」

　声を掛けた。

「……エア？」

　しかし、レインが目を合わせてきた、その瞬間、

（──っ）

　エアは続く言葉を抑おさえた。

　そして、

（私、なにを──）

　自分のしようとしたことに気付く。はっと口を噤つぐむ。

（なにを、聞こうとしていたの、私──）

　自分の弱さに──慄りつ然ぜんとした。

　この先、どうすべきか。そんなもの、この状じよう況きようから考えた場合、レインならばどう考えても『自分を犠ぎ牲せいにして使命を全うする』と答えるに決まっている。そして、そう答えることが分かり切っていて、自分はその問い掛けをレインにしようとした。

　つまり、自分は避さけたのだ。

　レインを見捨てる──その決断を自分自身で下すことに。

（なにが──）

　それに気付いた時、

（なにが命を懸かけるだ、……！）

　何一つ──。

　何一つ決意など出来ていない自分──いざという時に情に流されず、適切な判断をするために固めた覚悟が、不安定に揺ゆれ始めていることにエアは愕がく然ぜんとする。

　そして、

「ふうん。熱心に手当てするんですね、エア」

　向かいの壁かべに座るデッドリムが呟つぶやく。

「デッドリム……」

「さっきまで、殺すかどうか迷ってたくせに」

「！」

「まったく、最初から素す直なおな方が可愛かわいいと思いますよ」

　と、それだけ口にすると、デッドリムは再度顔を伏ふせて眠ねむり始めた。寝ねぼけている様だったが、彼女の発言内容は明めい瞭りように響ひびいていた。

　──殺すかどうか。

　その文言は、傍かたわらにいるレインも確実に耳にした。

　無論、本来そのことは知られて困ることではない。人の存在を消し、事象を書き換かえる悪あく魔まの弾だん丸がん──それでレインを消すことは、彼自身にも発想としてあったはずだ。互たがいに口にしなかっただけで、それが次善の策であることはレインにもエアにも明白だった。

　しかし、エアは、デッドリムの発言に対して、

「、あの、レイン、」

　取り繕つくろいを口にする。

　けれど、

「別にいい」

「……え？」

　レインと視線を合わせたまま、思考がぐるぐると回っていたエアに対して、

「普ふ通つうのことだろ」

　まったく感情のない声で、少年は、

「俺もエアと同じ状況になったら、そう考えるし、同じ答えを出す。この状況を抜ぬけ出すには、誰だれを消すべきか……分かり切っている。消えるなら──」

　俺だろう──と。

　レインは口にした。

　非常に淡たん々たんとした口調。

　その言葉は誤ご魔ま化かしのない本音だった。

　けれど、そのあまりに変わらないレインの様子を見て、

（──なんで）

　エアの心中は、

（なんで──そんなに、）

　ざわつく。

（なんで、平気なの……？）

　レインは間ま違ちがいなくデッドリムの言葉を聞いていた。

　エアがレインを悪魔の弾丸で消そうとしていた──その事実を。

　表向きは治療をする傍ら、冷れい徹てつに切り捨てる算段を裏で考えていたことを。けれど、それらのことを耳にしてなお、レインは「俺も同じ考えだ」と言った。

　つまり、レインは、

（私が、レインを殺しても──）

　──当たり前だと。

　いざとなれば、レインを容よう赦しやなく切り捨てる人間だと──そう思っていたということ。

　だから、レインは動じなかった。

　エアが誰かを利益のために消すのは、『当たり前』だと捉とらえていたから──。

　亡ぼう霊れいの自分は。

　──人を殺あやめる存在であると。

　思われていた。

　驚おどろきすらしない。

　当然のこととして。

　──この少年に。

（……、あ……）

　それらのことに思い当たった時、エアは自分の頰ほおに、

「え……？」

　水すい滴てきが流れていることに気付いた。

　ぽとぽとと、

「、なんで、……」

　最初は小屋が雨あま漏もりして顔に当たったのかと思った。けれど、いくら拭ぬぐってもなくなってくれないそれは、自分の目め尻じりから零こぼれている涙なみだだと、ようやく気付いた。

（噓うそ、何で──）

　止めようとする。

　でもダメだった。

　堅く閉めていた詮せんが緩ゆるんだように、目尻から流れて、手で押さえてもまったく止まらない。自分でその感覚はない。感情だって全く波立っていない。

　そもそも泣く理由もない。

　その筈はずだ。

　──なのに。

　なんで。

「エ、エア……！」

　そして、突とつ然ぜん泣き出したエアを見て、ぎょっとするレイン。

「どうした、いきなり……」

　目の前にいる少女が、自分と目を合わせたままいきなり真顔で泣き出したら、誰だって驚きはする。戸と惑まどうだろうが、しかし、

（なんで──）

　エアは、その時になって『ようやく』動どう揺ようしてみせたレインを見て、

「──なんで」

「え？」

「なんで、今の方が、驚いてるのよ……」

「……エア？」

「なんで、ショックを受けないの……。私が、お前を殺そうとしてたって聞いて、なんで、平気そうな顔してられるの──なんで、平気にしていられるのよ！」

　理り不ふ尽じんな言い分。互いを利用し合う関係だと言っていたのだから、レインの反応は決して間違っていない。目的のためなら切り捨てる──そんな利害関係だった筈だ。

　しかし、それでも、エアはレインに──。

（私、なんで、こんなことで、こんな……）

　当然と思って欲しくなかった。

　ショックを──受けて欲しかった。

「なんで、そんな、平気で……」

　──信しん頼らい。

　無意識に求めていたもの。

　自分が信頼していた人間に裏切られたら誰だって驚くが、最初から全く信頼していない人間に裏切られても驚く人間などいない。

　そして、レインはエアの裏切りに驚きもしなかった。

　つまり、レインにとって自分は──裏切るのが当然とされる存在だったということで、

「う、ぐ……」

「ちょ、エア、お前、泣くのは……！」

　感情に先行していた流りゆう涙るいだったが、あとになって感情が追いついてきた。目め頭がしらが熱くなって、鼻の奥が辛つらくなって、幾いくら抑えようとしても子供のようにぐずることしかできない。

　それでも、──

　ぐちゃぐちゃに溶とけた感情の中で、エアが自覚していったのは、

（私、は──）

　これまでのこと。

　レインとの関係についてだった。

（あれだけ、分かっていた気でいたのに、──）
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　互いの秘密を握にぎり、共通した目的を掲かかげて進んで来た。

　果たすべき願いがあった。

　そのためには、あらゆるものを犠牲にすると──。

　決意して進んで来た。

　しかし、エアはレインと行動しつつも、その裏で、いつしか『別の感情』が入ってきていて──その同じ感情を、レインも持っていたらいい、と、

（なんて、情けない……）

　いつしか期待していた。

　無意識に。

　だからこそ。

　──だからこそだ。

　その期待が否定されて、自分は涙を流してしまっている。

　ただ悲しいだけ──そんな甘えた感情に気付かぬうちに支配されていた。

　そして、そんな自分に気付くと、ただ情けなかった。

　──恥はずかしい。

　──自分は何を期待していた。

　先程糾弾したばかりのデッドリムと何一つ変わらないではないか。いつの間にか情に絆されていた自分が、個人的な感情を持ち込むなと何故言うことが出来るのか。

　改めて自分を客観視して感じる羞しゆう恥ち心しんと、レインに信頼されていなかったということが一気に加わって、感情に制せい御ぎよが付かない。しかし、エアがそんな感情に荒あれる中で、

「……一応言っておくが、」

　声が掛かかる。

「違ちがうぞ、エア」

「え……？」

「いや、どう見えたが知らないが、その、結構、嫌いやと思った」

「……なにが」

「エアに、迷われてたって聞いて」

「……なにそれ」

「ほんとだ」

「うそは」

　言い返そうとした時、

「え……」

「噓は言わない。少なくとも、今は」

　レインはエアの背に手を回すと、そのまま力を籠こめて引き寄せた。小こ柄がらなエアは抵てい抗こうなく引き寄せられ、その顔がレインの胸に深く埋うずめられる。

　──小さな身体。

　本当に小柄な身体だと、レインは思った。ぎゅっと強く抱だきしめている今でも、本当にそこにいるのかも分からない。とても儚はかなく、力を加え過ぎれば、折れそうなくらい。

　それでも──より一層強く、少年はその腕うでに力を籠めた。

「……慰なぐさめなんて、」

「俺が好きでしている。あと、慰めなら俺も欲ほしい」

　平静を装よそおっていたが、割とショックを受けていたのは本当だった。覚かく悟ごはすでに固めていたが、それでも、どうしても心が波立ってしまう。

「……そうなんだ」

「ああ」

「心の弱い奴やつ。身体は頑がん丈じようなのに」

　言いながら、エアもレインの背に手を回して、返事をする様に強く力を籠めた。レインは傷に響ひびいてそれなりに痛かったが、それでも先に伝えるべきことを言う。

「──エア」

「……なに？」

「俺はお前に命を預けている。目的のために必要と思ったらいつでも切り捨てるべきだし、そこに感情を置いてはいけない。それは、悪あく魔まの弾だん丸がんという力を持ってしまった、俺とお前が必ず心に留めておくべき十じゆう字じ架かだ。いざという時に迷いが生じるのは許されない」

「……そうね」

　それはレインからの𠮟しつ責せき。

　判断を鈍にぶらせているエアにも。

　そして、僅わずかにでも動揺した自分に対しても。

　しかし、

「ただ、もしこの状じよう況きようを切り抜ぬけられる時が来たら」

　レインは、𠮟しかられて顔を俯うつむけているエアに告げる。

「話をしよう。俺は察しが悪いから、いろいろ話をしたい。それでいいか？」

「……」

　エアは答えなかった。ただ、両手に加え直した力が返答の代わりだった。








６、雪原の攻こう防ぼう






「なんか楽しそうでしたね」

　デッドリムの言葉を第一声として、

「さて、そろそろここを出発しましょう」

　朝六時を過ぎると、雪山にも朝日の兆きざしがあった。

　この場に残るべきか、それとも敵部隊を突とつ破ぱするべきか。

　昨日までは二つの選せん択たく肢しがあったが、デッドリムが提案した策によって、

「私の弾丸魔ま法ほうについてお教えします」

　敵部隊を突破することに決まった。

「お前の弾丸？」

「ええ。秘密を漏もらすなどしたくありませんが、イスナを助けるために必要と考えます。私の弾丸魔法について知れば、突破戦の勝算が高いのを理解してくれるかと」

　言って、デッドリムは、

「この蒼あお色の弾丸──触ふれたものの位置を変える弾丸についてです」

　話を始めた。

　それは本来なら決して明かしてはならないこと──自身の魔法について。

「あなたたちも、一度見ていますね。この弾丸に触れた物は、私の意思で任意の位置に変えることが出来ます。条件としては、ただこの弾丸自体に触れることで、重さや性状などは問いません。どれだけ重くとも『一ひと塊かたまり』として認にん識しきできれば飛ばせます」

　──一塊。

　つまりは、

「一つのはっきりした物体という意味です。そうですね……例としては、地面や山や海に撃うったとしても、その繫つながっている塊かたまりが巨きよ大だいすぎて無理ですが、昨日の湖に張った一面の氷などは、質量が限られている『一つの物質』として飛ばせます」

　つまり、どんなに巨大で重くとも、地形単位でなければ転移を可能とする。

　そして、

「要は、私はエクセリアの位置くらいなら、好きに変えられるんです。だから、敵からの砲ほう撃げきをある程度しのげれば、自分の位置を変えて数機の包ほう囲い網もうなど簡単に突破できます」

　自在に物質の転移が出来る。

　それも機体ごと。

　ほんの一いつ瞬しゆんで、敵の意表を突つくことが出来る。

　そして、その力にほとんど制限がない。

「……でたらめだな」

　レインは改めて思った。

　戦略の殆ほとんどを無効化する亡霊の異常さを。しかし、

「ただ、少し弱点が」

　ほんとうに無制限に使えるなら、策などいらない。

「飛ばす距きよ離りが二十メートルを超こえると精度が急激に悪くなるんです」

「精度？」

「物体の上下左右です」

「……ん？」

　つまり、対象を遠い距離に飛ばした時、

「エクセリアはひっくり返って、操縦席を下にして着地する可能性がありますし、人間だったら、頭から着地する可能性が十分にあるということです」

「……そうなったら致ち命めい的だな」

「ええ。横転したエクセリアはただの金属です。ただ、逆に言えば、二十メートル以内ならば、走行しているエクセリアでも安定して連続で飛ばせます。なので」

　敵方に発見される距離まで近づく必要があるが、その後は逃にげ切れる。

「私たちは、一機に四人が乗るという積せき載さい量のハンデがありますが、私の弾丸があればその不利も補うことが出来る。賭かけてみる価値はあります」

　つまり、デッドリムの弾丸頼だよりの正面突破だった。

　しかし、それ以外に選せん択たくできる上策などなく、実行するしかなかった。




　渓けい谷こくによって北上ルートは限られていた。

　行動開始から十五分──。

　朝焼けの中、エアはエクセリアを進める最さ中なかにあった。そのルートは森林地帯を通るため、障害物で敵から発見がしにくい場所を途と中ちゆうまで経由することができた。

　しかし、見通しの良い雪原も通らねばならない。

　そして、

（これは──）

　雪原を進んで、百メートルもいかない時だった。

（砲撃──！）

　レインは予知した。その瞬しゆん間かん、エアが抉えぐるように機体を右折させ、回かい避ひ行動を取ると同時、近きん傍ぼうから強きよう烈れつな爆ばく撃げきが炸さく裂れつした。直ちよく撃げきは避さけたが、それは攻こう撃げきだった。

　──弾丸魔法による。

「──エア！」

「分かってる」

　敵からの攻撃。

　見み渡わたせば、雪原左方からこちらに驀ばく進しんしてくる敵機を確かく認にんした。

　所属不明の白色のエクセリア。

　昨日襲しゆう撃げきした集団と同型だ。

　保護色によって雪原に紛まぎれ、機体の死角から打ち込んできたが、距離は遠く、そして無理に交戦する必要はない。こちらの目標は、あくまでこの包囲網を抜け出すことだ。

　しかし、先の攻撃が引き金になったように、

（、また──！）

　今度は前方からの危機を予知した。

　連射がくる。単発で強烈な威い力りよくを発する弾丸魔法でなく、散さん弾だんのように放出される弾丸魔法『黒榴弾カラドルエル』だった。一いち撃げき単位の制圧範はん囲いが広く、前後から挟きよう撃げきされる形となったため、通常なら命中していた軌き道どうだった。

　だが、その瞬間──。

（──、）

　視界が眩くらむ。

　──ぐるり、と。

　急に頭を回転させられたような感覚がレインを襲おそった。

　そして、

「向こうも手て練だれですね」

　視界が変わった。

　先さき程ほどまで右方に見えていた朝日が、正面を向く形になっており、数十メートルほど離はなれた位置に弾丸魔法が着ちやく弾だんしていた。吹ふき飛んだ雪が舞まい散り、それを受けて、

「デッドリム……」

「回避は担当します」

　デッドリムは手に持った『蒼色の弾丸』を機体に当てながら。

「とにかく距離を取ることに専念して下さい、エア」

　敵からの砲撃に対処していた。たとえ機体操作に習熟した操者ハンドラーであっても、複数のエクセリアに囲まれれば圧あつ倒とう的に不利となる。エアもその例に漏れず、包囲網を敷しいていた敵からの砲撃が幾いく度どとなく掠かすめそうになる。しかし、その度たびに、

「移します」

　一言──。

　口頭で伝えた直後、敵からの砲撃は離れた場所での出来事となった。『転移』の魔ま術じゆつを司つかさどるデッドリムの弾だん丸がんは、意思を読み合う魔ま導どう士しでの戦いで特異点だった。

　敵からの砲撃は当たらない。

　しかし、時間を掛かける内、

（くそ、……）

　敵機の増ぞう援えんが完かん了りようする。

　──六機。

　恐おそらく第二世代エクセリアを奪うばうために用意された全機体だ。

　そして、結集した戦力によって、レイン達は四方から囲まれ、砲撃を受ける。

（、くそ）

　──突破出来ない。

　六機による包囲は崩くずれない。デッドリムが機体を転移させ、エアが緻ち密みつな操作で包囲を抜けようと幾度も仕し掛かける。が、敵機はその突破を有り余る数でもって防ぎ続けた。

　急制動で一機の追つい跡せきを振ふり払はらえど、空いたスペースに別の機体が滑すべり込み、デッドリムの転移によって崩れた陣じん形けいの穴を突こうとした瞬間、敵からの弾丸魔法が降り注ぐ。

　雪原での攻防。

　機械戦車が行き交かい、地を抉えぐる程の爆ばく轟ごうが絶えず鳴り響ひびく。

　戦せん闘とう開始から五分も経たたず、放たれた弾丸は百を優に超え、直撃こそ受けていないが、この状じよう況きようを打開するには、根本の戦略を変えねばならないと判断した。

　今までは回避して、包囲の穴を作ることが目的だった。

　しかし、──勝つには、

「攻撃がいる」

　エアが言う。

「敵の数を半分──いや、四つに減らせれば、包囲の穴が出来る」

　包囲の突破──そのためには最低二機の撃げき墜ついがいる。しかし、エアとイスナは操縦が専門であるため弾丸魔法に特化しておらず、デッドリムは回避に集中しているため、

（撃てるのか、今──）

　攻撃を仕掛けられる人間は、レインしかいない。

　しかし、

（、魔ま力りよくが──）

　すでに弾丸魔法を行使できる体力はない。

　デッドリムから負わされた胸の傷は、深く、確実にレインの命を蝕むしばんでいた。血を失い過ぎたことで視界はすでに制限され、銃じゆうを持つ手にも上手うまく力が入らない。

　それでも、魔導士としての知覚は残っていたが──弾丸魔ま法ほうを放っても高い精度は得られない。細かな感覚によって弾丸魔法の精せい緻ちさは構成されているからだ。

　だが、敵機を崩さなければ、撃墜されるのも時間の問題だ。

　せめて──。

　せめて弾丸魔法を放つことさえできれば、エアとデッドリムが活路を開く──。

（──、）

　熟じゆく慮りよの末、

「エア。予備のステアリングハンドルを貸してくれ」

「レイン……？」

「この機体で、砲撃を行う」

　レインは操縦席側面に取りつけられた予備のステアリングハンドルを手に取った。その頂部にはロック解除トリガーがある。ホイールを回せば砲ほうの向きを自在に変えることができる。

　押し込めば、射出される。

『砲ほう門もん型』──人間でなく、機械を介かいした砲撃が。

（基本は、ライフルで撃うつのと同じだ──）

　一度、実際に使用して威力や精度は確認している。正確に起動させれば、通常の弾丸魔法と同程度の砲ほう撃げきが可能であり、直撃すれば、撃墜も十分に行える。

　これならば、弱った力でも、トリガー一つ押し込むだけで、攻撃が出来る。

（これで、二機を落とせば……！）

　活路が開ける。

　レインは意識を集中させた。

　エクセリアによる攻こう防ぼうは、依い然ぜんとして継けい続ぞくしている。

　こちらは既すでに防戦のみで、ただ弾丸魔法による直撃を避けるだけの状態が続き、デッドリムによる転移も、六機に囲まれた状態では回避しかできていなかった。

　しかし、その状況は、敵も攻撃のみに集中しているということであり、

（狙ねらうなら、──）

　レインはトリガーに手を掛け、

（敵の回避が遅おくれる時──）

　息を吐はいた。

　思考が澄すんでいく。

　そしてレインの『共覚質クオリア』が予知をした。

　──後方から一機が追ってくる。

　先程からデッドリムによる不可思議な回避を警けい戒かいしているのか、敵機は積極的に距きよ離りを詰つめて来ない。様子見をしながら、真後ろに付けている。

　しかし、その位置取りが、

（ここだ──）

　明暗を分けた。

　レインは後方に砲門を向けた。

　そして、トリガーを引くと同時、主しゆ砲ほうに熱量が集中──。

　瞬間、砲門から熱量砲が射出された。

　その直線的な攻撃は、敵の予知に観測され、躱かわされる。しかし、外れた砲撃は虚こ空くうを切っていき、やがて、地面に直撃すると同時に──反射した。

「！」

　敵兵が目を見開く。

　次の瞬間、

「──っ、」

　爆ばく音おんが鳴り響いた。

　外れた筈はずの砲撃が跳はねたことに対処できず、直ちよく撃げきした機体が爆散した。

　その光景を見て、

「──へえ」

　デッドリムは、

「『幻硬弾フアラル』ですか……器用に使いますね」

　感かん嘆たんの声を上げた。そして、

（やはり、この機体……）

　その弾丸を放ったレインに、敵機を撃墜した安あん堵どなどなかった。

　むしろ逆だ。

　──強きよう烈れつな疑問に襲われていた。

　それは、今の一撃によって確信することがあったからだ。

　レインが得た確信──それはこの機体『砲門型』エクセリアは、

（なにかある、……）

　ただ主砲が取りつけられただけの機体──そうではないと確信したことだ。

（第二世代エクセリア、これには……）

　見た目以上の性能がある。

　今、砲撃が反射したのは、レインが発動した弾丸魔法『幻硬弾フアラル』によるものだ。

　しかし、本来それは、通常の弾丸だからこそ発動する魔術。

　今のレインのように、砲撃をする瞬しゆん間かん、わずかに魔術のイメージをしただけで、それが発動することなど、理論からして有り得ないことだった。

　けれど──発動した。

　限られた魔導士にしか発現できない魔術。

　それが、機械を介しても起こった。

（……）

　それは、弾丸魔法が研究された歴史の中で、一度も確かく認にんされたことのない技術だ。

（俺は──）

　底知れない兵器に乗っているのではないか。

　そんな予感が走る。けれど、

（今は──）

　思考を戦場に戻もどす。一機が破は壊かいされたことで、残り五機の動きに動どう揺ようが現れている。次を撃げき退たいするなら、この好機を逃のがす手は無かった。

　レインは次の標的に砲門を定めた。

　一機が破壊され、陣形が崩れたことで、これまで完かん璧ぺきな連れん携けいを見せていた配置にずれが生じている。数機で包囲するなら進路を塞ふさぐために前方にその配置を集中させるが、後ろに付けていた機体が撃墜されたことで、包囲に明確な穴が生じた。

　そして、その穴を埋うめようと、スペースに飛び込んだ機体があったが、

（……よし）

　レインは、その機体を次の標的にした。

　一秒以下の間だが、側面をこちらに完全に晒さらすからだ。先さき程ほどと同じように、レインはトリガーに手を掛け、狙い定めてから、最適なタイミングでその機体へ、

（ここだ──）

　砲撃を放とうとした。この砲撃には魔導士の力が反映されると分かったので、威い力りよくを上げるため、レイン自身の魔力を籠こめて、トリガーを引こうとした。

　その刹せつ那なだった。

（う──）

　レインはその手を止めた。

　それは、躊躇ためらいや怯おびえではなく──純じゆん粋すいな危険から。




　砲撃しようとした瞬間、『死の予感』が走った。




（これは──）

　死の予感──それは、敵からの攻こう撃げきや弾丸魔法によるものではない。

　レインが思わず手を止めたのは、魔力を籠めて砲撃しようとした瞬間、膨ぼう大だいな魔力の膨ふくらみによって、砲門が暴発するという予知を『共覚質クオリア』がしたからだ。

　レインは、鼓こ動どうを速めながら、

（もし、いま、撃っていれば──）

　──自じ爆ばくしていた。

　その危機を直前で避さけたことに安堵する。それ程までに異常なまでの熱量が、少し魔力を籠めただけで、この機体から生成された。

（……）

　やはりこの機体は違ちがう。強大な力を秘ひめているだろうが、ひとたび間ま違ちがえれば自分をも破は滅めつに追い込む危あやうさもいくつも有している。

　そして、その無知さによって、今まさに絶好の機会を失った。

　その光明が消えていくのを、レインは目まの当たりにしながら、

（くそ、──）

　この状態からまた隙すきを作るには、どれくらい掛かかるか。

　後こう悔かいした──その時だった。

「ああ、この距離ならば」

　後ろから響ひびいた声。

　淡たん々たんと告げる。

　それは、

「私が動けばいい事でしたね」

　デッドリムの声だった。

　そして、その言葉を言い切ると同時、




　敵機の上に、デッドリムが屹きつ立りつしていた。




「それでは」

　──二十メートル圏けん内ない。

　現れると同時、デッドリムは手にした軍刀で以もつて、操者の男の頭部を一いつ閃せんの下もとに切り飛ばした。眉まゆの上から側頭部を這はうように刀身を滑すべらせ、両断し、男の顔面が吹ふき飛ぶ。

　断面から血液が噴ふん出しゆつする。

　赤色が咲さく。

　そして、

「悪いですが」

　デッドリムは、同乗していたもう一人の下へ飛ぶと、

「この機体は頂きます」

　逆袈け裟さ切りに、もう一人の敵兵の胴どうを斬り上げた。斜ななめに胴を裂さく一ひと振ふりによって、敵兵の鮮せん血けつが風防面にこびり付くが、デッドリムはその返り血を浴びても動じない。

　それどころか男の頭を摑つかみ、ずるりと席から全身を引き上げると、

「さて」

　男の死体を抱かかえ上げた。

「これを見て、逃にげてくれるでしょうか」

　いや、それはまだ──死体ではない。

　胴を大きく裂かれ、断面から血液が滝たきのように流れ出しているが、

「が、あ……！」

　生きていた。

　呻うめき声を上げる男。

　しかし、デッドリムは呻きに構わず、男の肉体を物のように掲かかげると、

「賢けん明めいだといいのですが」

　───数秒が経過。

　敵機は距離を詰めて来ない。残った四機とも旋せん回かいする様に自走するだけで、先程のような連携する行動を取って来ない。一機を撃げき墜ついされ、そして一機を鹵ろ獲かくされたことで六対一から、四対二という構図になったため、判断を下すのを迷っているのだろう。

　──撤てつ退たいするかどうかの。

　しかし、

「ふむ……じれったいですね」

　待ちきれず。

　デッドリムは抱え上げた男の腹を、背後から串くし刺ざしにした。それも一回ではなく、布に針を通すように、幾いく度ども──。無論、生きている敵兵は絶ぜつ叫きようして身を捩よじり、しかしデッドリムは手慣れた仕草で身体からだの穴を増やしていく。けれど、それでも死ぬことはない。

　急所は外しているからだ。やがて、

「……、」

　残った四機は、撤退を始めた。

　四対二という状じよう況きようから勝てないと冷静に判断したのか、それともデッドリムが見せた凄せい惨さんな処しよ刑けいが相手の戦意を折ったのか、分からないが──それでも。

（──勝った、……？）

　終わらせた。

　六対一という局面を乗り切り、雪山での局地戦はレインたちの勝利によって。

　そしてこれからは、最短ルートで雪山を脱だつ出しゆつすればいいだけだ。レインの傷は依い然ぜんとして深く、最速で下山しても助かるか怪あやしいが、それでも可能性は繫つないだ。

　──そう。

　──だから。

　あとはただ──移動するだけなのに。

（………、これは）

　レインは状況を理解した。

　残った両機とも──動かない。

　エアとレインが搭とう乗じようする東の機体も、デッドリムが敵から奪うばい取ってイスナと共に搭乗している機体も、一メートルとしてその場から動かず静止し続けていた。

　そして、その睨にらみ合いが解けたのは──十数秒後のこと。

『──エア』

　デッドリムによる無線通信だった。

『私の弾だん丸がん魔ま法ほうは非常に強力です』

　冷れい淡たんな口調。

　それは平素のデッドリムと──僅わずかに違う。

『名前は、水すい精せいの弾丸。初めて発動した時、その名だけが思考に過よぎりました』

　青色を呈ていし、転移を司つかさどる弾丸。

　名めい称しようは『水精の弾丸』──背景となる神性は『水精族アラキル』。

『ある程度制限はありますが、局地戦であろうと、暗殺であろうと、これ一つで局面を変えることができる。だから、この弾丸について知っている人間の存在はリスクでしかない』

　通信しながら、二機は向き合う形を取った。デッドリムはまだ死に切れていない男を抱えながら砲手席に立ち、イスナはふらつきながら、操者席に座す。

『そして何より──第二世代エクセリア』

　デッドリムは、

『正体不明の兵軍までが狙う強力な新興機──私たちが手に入れるべきだと確信しました。イスナには変えられませんでしたが、敵勢力を退けた今、イスナに時間の猶予ができました』

　淡々と言葉を繫ぐ中で、エアとレインは肌で感じ取る。

　それはデッドリムという存在から放たれる──明確な殺意。

　エアは、

「デッドリム」

　通信から返事をする。

「私はあなたと戦いたくはない」

『へえ？』

「私にはあなたを理解することはできないし、する気もない。ただ、それでも同じ亡霊として抱いている目的は、何一つ違う所はないと知っている」

　デッドリムは昨夜、確かに口にした。

　この戦乱を終わらせる。

　自分自身とイスナを戦いの呪縛から解放すると。

　昨晩デッドリムと交わしたその会話と真意に偽りはなかった。彼女の世界に対する憎悪は間違いなく本当だ。ならばここで互いに殺し合う必要などない。

　──いや、それどころか。

　ただ戦わないだけではなく、もしかすれば共に戦っていくことだって──。

　しかし、

『いいえ、エア』

　デッドリムは首を振る。エアが言葉を発する前に。

『もし出会う状況さえ違えば、その道もあったかもしれません。しかし、今になってそれは叶わない。第二世代エクセリアは私たちの策に必要で、そしてあなたたちも決して渡すわけにはいかない。なにより、怪我を負ったイスナ──彼を助けるためには、私は東国にも西国にも戻るわけにいかない』

　デッドリムは西国をすでに裏切り。

　東国に治療を求めようと、重傷の亡命兵など決して受け入れされない。助けるためには自身の足で他国にいかねばならない。

『私だって、エアと戦いたくない。同じ目的を持っていながら、優しい心も持ち合わせているあなたは、きっと稀有な存在であることは分かる。でも、この状況に至ってしまった今となっては──それは過ぎた願いというもの』

　言いながらデッドリムは、

『そして今は、第二世代エクセリアを手に入れられる──最大で最後の機会』

　摑み上げていた男から手を離はなすと、

『機体を手に入れられる──あなたたち二人さえいなければ』

　軍刀を横よこ薙なぎに振ふり抜ぬいた。

　男の胴を横断した。チーズに刃はを通したかのように肉体は分断され、そしてそのまま機体から零こぼれ落ちると、積雪の上に敵兵の死体が散らばった。

　衝しよう撃げきの強い光景。

　通常なら目を背そむけるだろうが、しかし、決して目線をずらさなかったレインは、

（──っ、）

　捉とらえた。




　デッドリムが、血に隠かくれて拳けん銃じゆうを手に構えている姿を。




「──レイン！」

　エアは名前を呼んで注意を促うながすと同時、エクセリアを後方に反転させた。

　そのまま最大出力でデッドリム達から距きよ離りを取る。その過程でエアとレインは後ろを振り返ることはしなかった。強きよう烈れつな死の気配は、間違いなく後を付けてきていたからだ。








７、vsデッドリム






　エアが真っ先に逃げ込んだ先は森林だった。

　──デッドリムによる強きよう襲しゆう。

　後方を見れば、白色のエクセリアが追つい跡せきしてきている。操者ハンドラーとして座しているイスナは使い慣れない機体を的確に操あやつり、距離を開けぬように追つい随ずいしてきていた。

　先さき程ほど、デッドリムは時間に余よ裕ゆうがあると言っていたが、それでもイスナの傷がかなり深かったのは見ている。それでも、彼の操縦には欠片かけらの乱れも存在していない。

　相当の手て練だれだ。

　デッドリムのパートナー。

　イスナ・コール。

　並の魔ま導どう士しと言っていたが、万ばん全ぜんの状態ならばエース級の戦力だった。

　それも、デッドリムが死んだ十年前から戦場に立っているとすれば、経験も相当に積まれている。デッドリムの弾丸を活いかすには十分な操縦技術を有していた。

　一方で、追跡されるエアとレインに、反はん撃げきの手段は無い。

　レインは先さき程ほどから継けい続ぞくして銃じゆうを構えることが出来なければ、エアも六機相手にエクセリア戦を繰くり広げた直後だ。操縦の精度が低下している。

　加えて、死地に競せり合う相手は、

「！　レイン、」

　亡霊──デッドリム。

「摑まって！」

　エアの叫さけびの直後、進路前方に巨きよ大だいな樹木が降り注いだ。衝しよう突とつする直前で急制動し、既すんでのところで避よけ切るが、横転する様な反動を伴ともない、

（ぐ──）

　振り落とされぬように、レインは四し肢しを力ませる。力を入れた事で傷の痛みが増強するが、なんとか耐たえ、姿勢を整える内に、エアが機体をさらに加速する。

　ずん、と樹木が落下する衝撃が響ひびく。

　大きさから数トンはある。

　回かい避ひできなければ、紙細工のように機体は潰つぶれていただろう。

　しかし、敵の攻こう撃げきはそれで終わらなかった。

　そこから間かん髪はつ容いれず、大量の樹木がレインたちに降り注いだ。

　絶え間なく巨きよ木ぼくが落下し、進路を妨ぼう害がいする様に出現する。

　振り返る──までもない。

（デッドリム……！）

　この樹木は、デッドリムからの攻撃。

　森林に生える樹木を『水精の弾丸』で転移させ、仕留めようとしている。

　巨大な障害物は、デッドリムにとって全すべて武器になる。

　雪しかない雪原では効力が発揮されにくいが、樹き々ぎを始めとして、多量の障害物が転がる森林はデッドリムのフィールドだ。巨大な質量はその存在自体が武器となる。

　その猛もう攻こうをエアはなんとか避け続けるが、しかし、戦う前から分かっていた。

　──ジリ貧ひんだ。

　こちらに攻撃の手段がない。

　弾丸魔法は、ある程度数が撃うてなければ意味がない。

　この『砲ほう門もん型』の補助を以もつてしても、撃てる弾たま数かずは残り数発と無い。

（──考えろ）

　レインは思考を研とぎ澄すます。

　エアは回避に神経を集中させている。

　この状況で活路を見つけ出すのが、自分の仕事だ。

（なにか──）

　なにかないのか。

　転移──自在に移動を繰り返す敵に、確実に弾丸を撃ち込む方策。

　正面からの射しや撃げきを命中させることはできない。着ちやく弾だんの瞬しゆん間かん、敵は機体を移すだけで攻撃を無力化できる。それは先程の雪原の攻こう防ぼうで幾いく度どとなく見たことだった。

　正せい攻こう法ほうでは不可能だ。

　では、弱点は──？

　レインは、デッドリムが自ら言ったことを思い出す。

『飛ばす距離が二十メートルを超こえると精度が急激に悪くなるんです』

　それは数少ない『水精の弾丸』に掛かかっている制限。

　物質を転移させるだけなら距離は無制限だが、物体の上下を調整する場合は近きん距きよ離りに限られる。だからこそ、走行中のエクセリアは遠くまで転移させられない。

　逆に言えば、精度を気にしなければ無敵だ。

　どんな距離でも、一いつ瞬しゆんで飛ばせる。

　そう──どれほど離れていても。

（──ん、？）

　しかし、そこまで思考した時だった。

　レインは、

（どこまでも、飛ばせる──？）

　なにか引っ掛かりを覚えた。

　すぐさま考えを思い返す。自分は何か、いま整理した情報の中で違い和わ感かんを覚えるものがあったはずだ。なにか論理にそぐわない、僅かな疑念を見つけた──その感覚。

（なんだ、……？）

　考えている間も、

（俺は今、何に疑問を持った……？）

　デッドリムからの猛攻は続く。

　終末が見えたチェスのようにエアの回避パターンが次々と潰されていく。あと数手攻防が進んだ時、回避の選せん択たく肢しを全て潰すような攻撃を仕し掛かけてくるだろう。

　レインは振り返った。

　五十メートル先の森林。

　追跡してくる機体がある。

　デッドリムはその距離から、樹木や岩石を飛ばしてくるが、

（そうだ──）

　その光景を見て──レインはようやく気付いた。

（デッドリムは、なぜ──）

　思い出すのは、昨日の顚てん末まつ。

　列車が爆ばく破はされ、崖がけ下したに転落したことで雪山を脱だつすることになった四人。

　だが、デッドリムは、

（なぜ、落ちた後、──）

　特とく殊しゆな弾だん丸がんを持っている。

　しかし、その隠れた弱点に、

（───転移して、崖を登らなかったんだ？）

　レインは気付いた。




（デッドリムは──なぜ、弾丸の力で崖を登らなかった？）

　物体を自在に移動させる弾丸。

　その力を以てすれば、崖下から線路に戻もどることは出来たはずだ。そして線路を辿たどることさえできれば、雪山の中を進む必要はなく、最短距離で脱だつ出しゆつが可能だった。

（第二世代エクセリアを奪うばうために残った──？）

　それは違ちがう。

　それならば、雪山に残るという危険を冒おかさず、冷静に身を引いて次の強ごう奪だつの機会を窺うかがうだろう。第二世代エクセリアは希少だが、一機というわけではない。

（ならば、イスナのため──？）

　それも違う。

　イスナの命を優先するなら、それこそ線路上に戻って最短距離で雪山を抜ぬけるはずだ。そして、他ほかにあらゆる理由を考えても、あの状じよう況きようで崖を登らないという選択肢は無い。

　つまり──何かあった。

　デッドリムは転移しなかったのではない。

　──できなかった。

　その理由が必ずある。

（………）

　これまでの情報からレインは答えを導いていく。

　──雪山。

　──孤こ立りつした四人。

　──第二世代エクセリア。

　──所属不明の軍。

　──どこまでも物体を飛ばせる魔ま法ほう。

　そして──雪の吹ふき荒あれる雪山。

（まさか、）

　レインは、はっとして空を見上げた。

　そこは、雪雲に覆おおわれた景色だった。

　無論、雪が降っている。

　霞かすみがかかっている。

　遠くまで見ようとしても、白い薄うす雲ぐもに阻はばまれてしまう。

　それは昨日から変わらず──『視界の制限された空』。

「──エア」

　確信する。

　レインは一つの仮説に至った。

「なに、いまは」

「俺の策に乗ってくれ」

　それは、緩かん慢まんに死に追い詰つめられている、この状況から、

「デッドリムを討うち取る」

　あの殺さつ戮りくの亡ぼう霊れいを止める算段。

「……なにか、意地の悪い事を思いついたみたいね」

「タイミングが重要になる。一瞬でもずれたら終わりだ」

「合えばいいんでしょ。聞かせて」

　レインはエアに伝える。

　これまでのことから推測したデッドリムの弱点。

　そしてそれを突ついた策について。

　聞き終わったところで、エアは、

「確かに勝負する価値はあるわね。少なくとも、意表はつけるはず」

「じゃあ、肝かん心じんのタイミングは」

「こうして身体からだを寄せてるから簡単でしょ。腕うでに力でも籠こめて」

　言われて、レインは胸むな元もとを見下ろす。

　一つの搭とう乗じよう席に二人で乗っていて、レインはエアを股また座ぐらに置きながら、腕を伸のばして砲ほう撃げきのトリガーなどを引いているので、すぐそこにエアの身体がある。

　変わらず──小さい身体。

　けれど、その小さな肉体は、この危機にあってなお、何よりも心強い。

（エア──）

　思う。

　この少女を──失いたくはないと。

　心の内から。

　強い感情が出る。

　そしてその想おもいが今、成功するかも分からない作戦を前にして、恐きよう怖ふを弱める。

　──勝負だ。

「行くわよ」

　エアが第一に合図を掛けた。

　これまで樹々を避よけながらエクセリアを直進させていたが、合図と同時、エアはアクセルペダルから足を離はなし、クラッチレバーを一気に引き上げると、

（っ──）

　急ブレーキ。

　しかし、機体は制止しない。反動と同時に跳はね上がり、宙に浮うきあがると、機体の向きを真逆に変えたのだ。そして、着地をして、そのまま後ろ向きに走行を再開すると、

（よし──）

　主しゆ砲ほうが向きを変える。

　後方から追ってくる機体──デッドリムたちが搭乗するエクセリアへ。

　一方、彼女たちは怯ひるまない。一気に距きよ離りを詰めてくる。その行動は、たとえ正面からの砲撃からであっても回かい避ひできるという自信の表れだった。

　距離は四十メートル。

　デッドリムは大質量の物体をぶつけることも出来るが、距離を詰めた後、直接斬きり掛かって来ることも出来る。これ以上近付かれれば、彼女のテリトリーだ。

　だが──あと少し。

　あと少し、引き寄せねばならない。

　三十八……三十五……三十、──

「制動する」

　エアがぐっとブレーキを踏ふみこむ。

　一気に距離が縮まり、

　──二十五メートル。

（今だ──）

　瞬間、レインは砲撃トリガーを引いた。

　第二世代エクセリアの主砲による熱量砲ほうが発射された。

　──地面に向かって。

「!!」

　爆ばく音おんが鳴り響ひびく。しかし、それは敵機に命中したのではなく、地面に命中して弾丸が炸さく裂れつしただけだ。デッドリムたちの機体には、傷一つない。

　けれど狙ねらいは──外していない。




　周囲に大量の白はく煙えんが巻き上がったからだ。




『なっ……！』

　無線からデッドリムの驚きよう嘆たんした声が響く。

　その白煙が、狙って起こされた現象だと分かったからだろう。強きよう烈れつな熱量砲によって一いつ瞬しゆんで気化した雪が、すぐさま冷気に触ふれて生成された──大量の霧きり。

　それは、周囲数十メートルを覆う濃のう厚こうな煙えん幕まくとなった。

　そして、

（──思った通りだ）

　レインは、一つの仮説が正しかったことを証明した。

　それは、この異様ともされる仕し掛かけをされてもなお、デッドリムは、その場から離り脱だつするために、『水精の弾丸』を用いて機体を転移させないこと──。

　いや──

（できないんだ）

　動けないでいること。

　そして、その転移を妨さまたげているのは、周囲を覆っている白煙だった。




（デッドリムは、見えている場所にしか物質を転移出来ない……！）




　レインが立てた仮説。

　それは『転移にはなにか条件があるのではないか』ということだった。

　そしてその条件を満たしていなかったから、デッドリムは崖を登れなかった。

　となれば、あの時のどこかにあった。

　デッドリムの弾丸を阻そ害がいする因子が。

　そして、

（本当に、仮説だったが……）

　それが『視界』だった。

　昨日は悪天候によって霧が掛かかり、崖がけの上は見ることができなかったから、デッドリムは仕方なくレインたちと同行して雪山を脱だつ出しゆつする道を選んだ。

　つまり、デッドリムの弾だん丸がんを封ふうじる方法。

　それは、『視界を封じる』ことであり、

『……イスナ！』

　こちらの狙いを察知したのだろう。

　操者ハンドラーのイスナに命じて、デッドリムは機体を前進させる。

　二十メートル──。

　彼女の間合いに踏み込むためだ。その距離で、レインとエアを肉眼で確かく認にんできれば、自分自身を転移させることで、直接斬り殺すことが出来る。

　しかし、その行動も、

（かかった）

　レインは読んでいた。

　その手に再度、射しや撃げきトリガーを握にぎる。しかし、先のようにすぐに射撃しない。このまま通常の攻こう撃げきをしても、相手はエース級の操縦者であるイスナだ。

　普ふ通つうの砲撃なら、この距離でも回避される。

　そして、この奇き策さくは二度と通じない。

　この一いち撃げきで仕留める──それが出来なければ死ぬのはこっちだ。

　だからこそ、放つ必要がある。

　──回避されない一撃を。

（今だ、──）

　レインは、魔ま導どう士しとして『弾丸魔法を放つように』意識を集中させた。

　瞬しゆん間かん、

（──ぐ、）

　熱が膨ふくれ上がる。

　通常の砲撃とは違ちがう、強力な熱量が砲ほう身しんに充じゆう塡てんされるのを感知する。雪原での攻こう防ぼうでは、この圧あつ倒とう的な熱量に恐怖を抱いだいてしまい、発射することはできなかった。

　しかし、コントロールさえできれば──。

　模も倣ほうする機体ではない。

　この砲撃こそが『砲ほう門もん型エクセリア』の真の性能だとしたら──。

（ここだ──）

　レインはトリガーを引いた。

　その瞬間、放たれた一撃は、

「っ──」

　強烈な閃せん光こう。

　──眼前の森林を、消し飛ばした。







　主砲から放たれた熱量砲は、通常の弾丸魔ま法ほうを遥はるかに上回る出力を誇ほこった。

　先さき程ほどまで雪が降り積もった森林は、奥行き数百メートル先まで地面が抉えぐられ、熱線がかすっただけの樹木でも消し炭と化している。

　少なくとも、見み渡わたせる範はん囲いの半分以上を一瞬で焦しよう土どに変えた──。

　その一撃に、

（──なんだこれは）

　レインは力を使い果たし、トリガーから手を離しながらも、

（こんな兵器が、──あっていいのか）

　その意識は、自らが放った主砲に対する驚嘆に埋うめられていた。

（確かに、高威い力りよくの砲ほう撃げきになるとは、思ったが……）

　予想の十倍以上の火力。

　視し認にんできる範囲の森林を焼き払はらうなど、どれほどの性能なのか、これが戦場に大量に投入された時、どんな惨さん状じようを生み出すのか──想像すらできない。

　そして、その主砲の直ちよく撃げきを受けたデッドリムの機体も、

（……核かく銀ぎん製の装そう甲こうが）

　どろどろに溶とけて、遥か先に転がっていた。

　数千度の熱線にも耐たえるとされるグライマル核銀による装甲も、砲門型の主砲の前には無力であり、火を当てた飴あめのように溶けて小さく転がっている。

　これほど──。

　これほどまでに規格外か──第二世代エクセリア。

　戦せん慄りつする。が、それでも、
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「レイン」

「……ああ」

　止まっている時ではなかった。エアに促うながされるまま、レインは機体から降りて地面に足を着ける。同時に激痛が走った。胸の傷からはまた血が漏もれ出してきている。

　ふらつくと、

「ほら」

　エアが肩かたを支える。

「あと少しでしょ。最後にやることは、一つだけ」

「……ああ」

　レインはエアに支えられながら、歩き向かっていく。

　そこは、遠方に転がっていたデッドリムの機体の場所。

　辿たどり着くと同時に、

「……」

　全身を黒色に変えたイスナの死体があった。元の造形が分からぬ程に溶けていて、正視に耐えない成れの果てとなっていた。そして、それに並ぶように、

「デッドリム……」

　黒衣の少女も倒たおれていた。イスナほど全身ではないが、身体からだの縦半分がどろどろに焼かれている。恐おそらく砲撃を受ける瞬間、身体を横に向けたのだろう。

　そして、それが急所を避さけたのか、

「う……」

　まだ生きていた。

　絶命は時間の問題だろうが──それでも、半身を焼かれながらまだ呼吸をしている。

「レイン」

　エアはその状態を見て、

「使うかは、お前に任せる。決断は、一人ですべき」

　判断を預けて来た。

「デッドリムを悪あく魔まの弾丸で撃うつ──そうすれば、第二世代エクセリアは無事に運ばれることになる。亡霊デッドリムはその存在すら消えて、この雪山での出来事も、全すべて消え去るから」

「……」

　悪魔の弾丸。

　撃たれた人間の存在も、功績も、全て消し去る超ちよう常じようの弾丸魔法。

　それでもって、この亡霊を撃つ。

　そうすれば、この雪山で起こった一連の騒そう動どうすら消え去るだろう。走行中の列車にエクセリアごと飛び乗るという、突とつ飛ぴな奇き襲しゆうは彼女にしか起こせない。

　そして何より、

（傷が──）

　レインの胸むな元もとに開いた大穴は、既すでに多くの体力を奪うばっている。今はエアに支えられて立っているが、離はなされたらそのまま倒れる。あと一時間も──生きていられないだろう。

　だから、

「デッドリム」

　レインは、その傷を作った少女に拳けん銃じゆうを向ける。

　その弾だん倉そうに籠められているのは──『銀色の弾丸』。

「お前は戦士だった」

　すでに拳銃を握ることすら辛つらいが、レインは最後の手た向むけとして力を握る。

　そして引き金を引こうとした。

　その時だった。

「っ──！」

　がくん、とレインの左足が、バランスを失って膝ひざをつく。

　なにか当たったような感かん触しよくと共に、左ひだり脚あしを見下ろせば、

「待って、ください……」

　そこには、レインの脚あしを摑つかむ存在がいた。

「はは、死んだふり、というのも、してみる、ものですね……」

　レインの脚を摑んで来たのは、全身を焼かれたイスナだった。彼が負ったのは間ま違ちがいなく致ち命めい傷しよう──しかし彼ひ岸がんの先へ行くにはまだ僅わずかに時間があった。そして、

「おかげで、面おも白しろい話を、聞けた……」

「イスナ、あなた……」

「……悪魔の弾丸、ですか」

　焼けた皮ひ膚ふが引き攣り、満足に身体を動かすのもきついだろう。

　潰つぶれた喉のどから出る声も嗄しわがれているが、それでも、

「亡霊……不思議な弾丸を持つのは、知っていましたが……それでも、撃った人間の存在を消す弾丸、ですか……はは、本当に、でたらめだ……」

　イスナは、レインとエアの会話を聞いていた。

　悪魔の弾丸──人の存在を消す弾丸のことも。

　そして、その弾丸で以もつて、デッドリムを討うち取ろうとしていることも。

（……、）

　レインは脚を摑むイスナに構わず、デッドリムに銃じゆう口こうを構え直した。

　けれど、

「ぐ！」

　脚を摑む力が万まん力りきのように強まる。

　死に瀕ひんした人間とは思えぬそのイスナの力に、レインは視線を下ろし、

「いい加減に」

「……その弾だん丸がんで撃つのは、僕にしてくれませんか」

「……なにを」

「僕が消えれば、……いなかったことになれば……亡霊デッドリムは、生まれない」

　イスナ・コール。

　十年前にデッドリムを失った少年は、

「彼女は、ただ蘇よみがえっただけじゃない……強い想おもいがあったから、また、その身をもう一度現した。そして、その強い想いは、たぶん──僕の前で、死んだこと」

　亡霊は、例外なく、強い情念を抱かかえる。

　デッドリムは生前、最愛の少年の眼前で絶命した。それも、記念すべき日であったのに、些さ細さいな言い合いから、喧けん嘩かしたまま、後こう悔かいの残る形で。

「僕がいなければ──リムは、あのまま死んでいた、それだけだった」

　イスナは、

「亡霊としての彼女は、残ざん虐ぎやくさに執しゆう心しんするようになった。昔は、銃じゆうを持つこと自体、好まない性格だったのに、剣けんで以て……人を、殺あやめる、ことを……好んで、……」

　声が弱くなっていく。

　死期が明確に近くなっている。

「お願い、です」

　けれど、気力を絞しぼり、

「僕は──亡霊としてリムが、人を殺しまわることが、許せない……生前の、彼女の誇りを消すような、無慈じ悲ひで、凄せい惨さんな、あの──亡霊が。でも、あの子が、いなかったことになるのは、もっと、耐えられない……」

　──だから。

「僕を消して、亡霊デッドリムだけを葬ほうむる──それを、どうか……」

　足を摑む力も、やがて落ちて、

「お願い、です、……リムを、あの子の罪を、どうか……」

　イスナの身体から完全に力が抜ぬける。すでに意識はないだろう。完全に死ぬまで、もう幾いくばくも無いが、逆に言えばまだ、この時は──生きている。

「、………」

　情に流されまいと、レインはイスナの手を足から振りほどく。

　そして、撃ち取ろうとデッドリムの傍まで歩み寄ったが、

「ちょっと待って」

　その時、レインを制止したのはエアだった。

　彼女はレインを足止めすると、自分だけデッドリムの元まで歩いていく。そして半身が潰れた肢体のすぐ横にしゃがみ込むと、剝き出しになった断面にその手を入れた。

　ずぶ、と音がして、エアの手がデッドリムの肉体に埋まる。

　何をしているのか。すぐに分からなかった。

　しかし、エアが埋めた手を引き抜いた時、

「胸糞悪いわね」

　その手には一つの弾丸が握られていた。

　血に塗れている。

　けれど、血の赤色に混ざれども、その弾丸は『黒色』の色彩であり、

（──これは）

　黒色。

　その弾丸がデッドリムの肉体から出てきた意味。

「なんだ、その弾は」

「誓約の弾丸よ」

　エアは断言する。

「誓約って、確か……」

「ええ。私がレインに撃っている弾丸と同じ。亡霊なら全員が使える弾丸魔法で、一部の基質を与える代わりに、強制的に──命令を与えられる弾丸」

　言われるまでもないことだ。

　レインは悪魔の弾丸を得る時、その代償としてエアにその弾丸を撃たれた。エアは一度だけしか使っていないが、その気になればエアは自分に死すら与えられる。

　けれど──分からない。

　何故、その弾丸が──亡霊そのものであるデッドリムの肉体から出てきた？

「簡単なこと」

　エアは歯ぎしりをする。そこに篭められた感情は──怒り。

「デッドリムは、他の亡霊に誓約の弾丸を撃ち込まれていた。その上で、彼女は戦場に立っていたってこと」

　誓約の弾丸。

　それを撃ち込めるのは亡霊のみだが、対象は人間でも亡霊でも構わない。そしてその弾丸は発動する際に、術者の名前を弾丸に打刻する必要がある。

　エアは血を拭き取り、そしてその弾丸に刻まれている名前を見た。

「この弾丸の術者の名前は？　カイセイ？　──カイセイ・レイスマン」

　カイセイ──。

　その名は、昨夜イスナとの会話でも現れた。

『まあそれは、カイセイという男がデッドリムに戦う場を用意し続けるからですが』

　デッドリムを支援する存在として。

　そしてその名前には、

「カイセイ……デッドリムが言っていたのは、この──」

　エアも聞き覚えがある様だった。

（……、）

　揃っているのは状況証拠のみだ。

　しかし──これらの手掛かりが手に入った今、どうしても思考に過ぎる。

　イスナは言った。

『昔は、銃を持つこと自体、好まない性格だったのに、剣で以て……人を、殺める、ことを……好んで、……』

　デッドリムは変わったと。

　戦闘に関しては、生前と異なる様な振る舞いになったことを。

　もし──。

　もし、それらのことが、彼女に撃ち込まれた弾丸によって起こされていたら──本人の自覚すらなく、人格さえも変貌するように命じられていたとしたら、

「このカイセイという男が──デッドリムを戦わせていた……？」

「証拠はないけどね」

　その通りだ。

　どうしても推測の域を出ないが、しかし、

「ただ、そう考えるのが自然。でも、それだけじゃない」

　言って、エアは自身の胸元に手をやる。

　そして手に取ったのは、常に首から下げている──黒色の弾丸。

　それは以前、エアが自身の魂が込められていると言ったものだ。

「この弾丸は、私を亡霊として存在させているこのアクセサリーにも似ている。もし、この弾丸が同じ物だとしたら、このカイセイという男は亡霊ですらない──」

　エアは一息置いて、

「──亡霊そのものを作り出した存在かもしれない」

「それは」

「ええ。私が百年かけても得られなかった、亡霊を生み出している者に関する初めての手掛かり。そして何故亡霊が生まれたのか、それを解くための突破口になる」

　思わぬところから得ることになった情報。

　それは一切が不明だった、亡霊という存在そのものに対する手掛かりだ。無論、まだ判明しているのはカイセイという名前のみであるが、

「ようやく──ようやく、摑んだ」

　エアにとっては一つの大きな前進となった。

　しかし、その情報を得た感慨に至る間もなく、

「が、はっ……ごほ……！」

　デッドリムが咳き込み、口から泡と血を吹き始めた。絶命まで幾ばくもなく、そして悪魔の弾丸は死んだ人間に撃ち込んでも、効力は発揮されない。

　決断の時間は──迫っていた。

「……」

　レインは、一度目を閉じる。

　そして、再度開けると、

「エア」

「なに」

「俺はこれから、正しいと思うことをする。それでいいか」

「好きにして。私は、横にいるだけだから」

　──それでいい。

　悪魔の弾丸を持つ人間が必要とするのは、一いつ緒しよにいてくれる人間だ。

　レインは、

「──イスナ・コール」

　拳銃を構え直す。

　しかし、今度の銃口が向かう先は今までと違ちがう。

　向ける先は、デッドリムから振り向いた先の『後方』。

「その存在は消えるが、俺は忘れない。地じ獄ごくの底でも、黄よ泉みの果てでも」

　銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。

　将校イスナ──デッドリムを想い続けた男の身体に、銀の弾丸が撃ち込まれる。

　瞬しゆん間かん、




　──世界が切り替かわった。








８、その世界は






　回る感覚──。

　視界が暗転を繰くり返し、ぐるりと視界が回った後、レインは、




　自分の部屋にいた。




（部屋、か……）

　ベッドの上で寝ねころんでいるところで目を覚ますことになった。

　そして、上半身だけ起こし、胸元を見下ろすと、

（……）

　デッドリムに負わされた傷は消え去っていた。

（……慣れないな、この切り替わる感覚は）

　背中から刺さし貫ぬかれた刀創は、完全に消失していた。

　ぐっと指で押してみる。

　不気味なほどに痛みはない。

　時計を見る。時刻は朝七時を回ったところだった。そろそろ学院生が活動を始める時間だが、まだこの時は外から物音ひとつしない静せい謐ひつな朝だった。

　そこまで考えたところで──とりあえず死から回かい避ひした事を知った。

　そしてそれは、将校イスナが消えて起こった事だ。

　雪山での、第二世代エクセリア強きよう襲しゆう事件は──消失した。

（……最低限の目的は、達したか）

　イスナが消えた事で、本当に亡霊デッドリムが生まれなかったのかは分からない。世界が切り替わり、どうなったのかは、この時点で決して分からない。

　──ここからだ。

　ここからまた、新しく書き換かえられた世界で、情報を集めなければならない。

　レインはベッドから下りて身み支じ度たくをする。本来の時間軸じくなら、これから通常通りの講義が始まる。その前に、ある程度この世界の情報を集めなければならない。

　そして、ある程度着き替がえて、最後に上着を取ろうとした時、

「……」

　服掛かけの横のソファに、こんもりとした毛布の塊かたまりがあった。

　中を見るまでもない。

　毛布の端はしから、銀色の髪かみがはみ出ていたからだ。

「エア」

「起きないわよ」

　瞬しゆん時じの返答。さすがに覚かく醒せいはしていたようで、

「私、切り替わった先が安全なところだったら、そのまま休むことにしてるの。特に今回は、昨日からいろいろあり過ぎて、ほんと、もう、……疲つかれてる」

「……この世界の情報集めは」

「あとでいいでしょ」

「いいのか」

「ついさっき、私たちには処理しないといけない情報が大量に増えたからね。新しい情報を得る前に整理しておかないと、ややこしくなるのは目に見えてるでしょ」

「確かに……」

　特に『亡霊』に関すること。

　それはこれまでと気色が異なる──核心に近付く手掛かりだった。

「ま、そういうわけだから、私は一眠りした後、その辺のことを考えるのに集中してしばらく動かないから。まあレインが勝手に情報を集めてくる分には止めないから、好きにどうぞ」

　……一人で集めて来いと暗に指示された。

　しかし、これくらい横おう柄へいで、勝手にしている所を見ると、安あん堵どする。

　普段のエアだ──と。

（……いつもの調子、か）

　昨晩、エアと雪山の小屋で話をし、そして身体からだを寄せ合った時の事を思う。いつもの理路整然とし、斜しやに構えている彼女が──泣きながら、理りに適かなわない怒いかりを口にし、剝むき出しの感情をぶつけてきた。あの時の彼女も、間違いなく、エアという一部だった。

　確かに、まだ理解し合えていないことも多い。

　裏に隠かくす部分も多い。

　ただそれでも、出会った当初の、ただ互たがいを利用する協力関係からは、

（少し変わった──のか？）

　変化が起きつつあるのかもしれない。レインは部屋を出る前、エアがくるまっている毛布をめくって彼女の頭を出すと、そのまま髪を梳すくように撫なでてみた。

「……なにしてんの」

「櫛くしのかわり」

「何な故ぜという意味で聞いたんだけど……」

「なんとなく、不安にしてるように見えたから」

「……」

　エアは少し無言になった後、

「まあ、不安にもなるわよ」

　毛布を被りながら──表情を読ませないまま口にする。

「デッドリムは、カイセイという男から操られていた──その可能性を捨てきれない以上、同じ亡霊である私も操られていないと、誰が言えるの？」

　それは当然の考えだった。

　亡霊であるデッドリムは、誓約の弾丸を撃たれていた。

　もしかすれば亡霊を生んだ人物かもしれない、カイセイという将校によって。

　そしてそのままデッドリムは自覚すらなく、戦場を求めていたとしら──同様のことが自分にされていないと、どうやっても否定できない。

「正直、怖い」

　エアは、

「ここにいる私が、本当の私なのか。行動は全て私の意思なのか、戦乱を止めようとしていることすら、私の望みなのか、分からない──何も証明できない」

　誰も分からない。百年前の、生前のエアを知る人間はいないのだから。

　そして、レインも対処が分からない。

　エアが、どこまで悩んでいるのかも、その深刻さも。

　この疑問ばかりは──エアしか抱えることは出来ない。

　だから、

「……ちょっと」

「ん？」

「あんまり優しく触られると、猫になったみたいな気分なんだけど」

　レインには触れることしかできない。

　不安の底に落ちそうになっている少女に、横にいると示すように。

「嫌か？」

「嫌って言うか、まあ……その……」

　言いながらも、エアは動かない。撫でられるまま、そのまま横になっている。しばらくすると、本当に気にしていないと示すように、静かに寝ね息いきを立てて寝ね入いった。

[image: ]

　しかし、レインは、エアの頭を撫でるのを暫しばらく続けた。

　それは、彼女の髪を少し搔かき上げると、

（狸たぬき寝入り……下手なんだな）

　耳が赤くなっていたので、それが面おも白しろくて、しばらく撫でていた。




　講義棟とうを歩く中で、レインは一人思し索さくに沈しずむ。

（今回の事例は、いろいろと妙みようだった──）

　新しい情報を集める前に、これまで得た情報を整理しなければならない。

（第二世代エクセリア──）

　レインが守ることになった新型の機体。

　当初、レインが聞かされていたのは『実じつ戦せんには程ほど遠とおい機体』ということだった。

　フローエンジン。

　新しいエンジンを積んだだけの試作機だと。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば、わずかな慣れで、強力な一いち撃げきを放てる機体となった。確かにあの技術が量産されれば、世界は大きく変わるだろう。

　だが、レインはエクセリアの開発について多少は造形がある。フローエンジンの開発にも関かかわったからこその違い和わ感かんだが、あの機体は『完成が早過ぎる』のだ。

　二年前に、ようやくエンジンの構造が組み上がった技術の筈はず。

　そしてそこから実践に用いるには最短でも十年はかかるのが普ふ通つうだ。

　新兵器の開発はそれだけの年月がかかる。

　しかし、少なくとも『砲ほう門もん型』は、二年であのレベルに達した。

　東の国には──そんな財力も人員の余よ裕ゆうもないのに。

（……）

　第二に、雪山での『正体不明の機き甲こう部隊』だ。

　デッドリムたちと途と中ちゆうまで協力できたのは、あの所属不明の勢力がいたからだ。

　東の国でも、西の国でもない──まったく別の勢力が、第二世代エクセリアを奪うばうための準備をして、レインたちを待ち構えていた。

　それも、雪山という環かん境きように、小隊レベルの戦力を集めて。

　まるで、機体が列車ごと滑かつ落らくするのを知っていたかのように──。

（、引っ掛かる──）

　そして第三に──カイセイ・レイスマンという将校の存在。

　デッドリムに戦場を与え、そして誓約の弾丸を用いていた可能性が高い。そして、もし全ての推測が事実だとすれば、今回の事態に無関係であるとは思えない。

　なにか──。

　なにか関わっている筈だ。

　それもカイセイという人物一人だけではない、

　あの出来事の連れん鎖さは、全すべて偶ぐう然ぜんだった──そう思える程、楽観的じゃない。

　根こん拠きよとしては感覚だ。

　なんとなく気持ち悪いだけ。

　けれど、今回の一連の出来事は、どうしても、

（なにか──）

　なにか大きなものに動かされているように感じる。

　それは、亡霊という存在が、戦いに仕向けられていることを知った時に感じた、なにかに誘ゆう導どうされているような得体の知れない気味の悪さだった。

（……）

　考えながら、学院内の中庭に差し掛かる。

　そこはいつも通りの光景だった。イスナ・コールが消え──恐おそらく、デッドリムが亡ぼう霊れいとして生まれないこの世界は、見慣れた原風景であるべきものだ。

　それでもやはり──なにか作られたものを感じるのは神経質すぎるだろうか。

　──ともかく。

　レインは、その根拠も無い不安を、気のせいだと、一度頭かぶりを振ふって取り払はらう。

　今、必要なのは、客観的な事実だけ。

　レインが向かっているのは図書館だった。

　そこには日刊の新聞が貯蔵されているため、新しく『再編成リプログラム』された世界を知るには情報媒ばい体たいとして最も優すぐれているからだ。

　しかし、レインが、中庭から校舎に入ろうとした時、

「──レイン！」

　後ろから名を呼ばれた。

　それは、ようやく見つけた人物にかけるような、

「待って！」

　どこか必死さのある声。

　それは、

「アスリー……？」

「はっ、はっ、、やっと、……見つけた……！」

　駆かけ寄って来たアスリーは、息を大きく切らしていた。急用でもない限り、これだけ息を切らすほど人間を捜さがし回ることはないだろう。

　なので、この世界で、自分はなにか捜される様なことをしたのかと思ったが、

「良かった、無事で、傷は……！」

「……傷？」

「ああ、良かった……」

　息が荒あらいので、言葉は途と切ぎれ途切れの単語だった。しかし、聞き取った単語は無事であるとか、傷であるとかの、少し不ふ穏おんさのあるもの。

　──なにか。

　この世界では、本当になにか自分にあったのか？

　自分の身体を見下ろしてみるが、なにも傷はない。痛むところもなければ、気分の悪さもない。ただ、頭の使い過ぎで頭が重いだけだ。

　では、なぜ──アスリーは走り回って自分を捜していた？

　こんな、焦あせった表情で──

「アスリー、なにを」

「……ありがと」

「は？」

「確かく認にんできた」

　……確認？

「またあとでね、レイン。わたし、行くところがある」

　言い終えると、アスリーは歩いて去っていった。

　本当に、ただ『確認』に来た様だったが、しかし、何の確認なのか。

　──無事、と言っていた。

　しかし、今の世界でレインに危機という危機はない筈だ。切り替かわる前の世界では、谷底に列車ごと滑落するという事態に巻き込まれたが、それはもうなかったこと。

　それを覚えているのは、エアとレインだけだ。

　世界の切り替えを認にん識しきできるのは──悪あく魔まの弾だん丸がんを使ったことのある人間だけだ。

（……あとで、聞こう）

　レインは情報収集をするために図書館に向かった。

　早朝なこともあって完全に無人だった。

　だから、

「っ──！」

　がしゃん！　と瓶びんが割れる音が響ひびいたのは、レインによるものだった。

「なんだ、これは──」

　驚きよう愕がくして新聞を机に叩たたきつけ、その反動で机き上じようの瓶が揺ゆれ、落ちて割れた。

　硝子ガラスの散乱する中、レインは新聞の一面に載のっている文字をただ見るしかなかった。

　切り替かわった先の世界──。

　そこで起きていることを。

　純然たる事実として。





『首都アレストラへ西国が侵しん攻こう開始』

『すでに死者三千人』

『被ひ害がい者しや数はさらに増加し、明日には五千人を超こす見み込こみ』




『西国の第二世代エクセリア「白はく兵へい型がた」による被害は甚じん大だい』









（西国の……第二世代だと）

　──有り得ない。

　第二世代エクセリアは東国だけの技術だったはずだ。

　しかしこの記事が事実ならば、西国はすでに第二世代を手にしたことになる。

　それも──実践投入できる完成形として。

（なにか──）

　なにかが大きく変わった。

　変えてしまった。

　悪魔の弾丸によって。

（俺は──俺達は、すでに）

　取り返しのつかない段階に踏ふみ込んだ。

　変わっていく大きな流れ──その中にいながら、

（なにが、変わった？　いや──変えてしまった、俺は）

　得も知れぬ実感だけがあった。








あとがき






　シリーズ二冊目です。

　またお目にかかることができました。本当にありがたいことです。




　二巻を振ふり返かえって、ざっくりですが今回活かつ躍やくするキャラクターのお話でも。

①『デッドリム』

　この物語の主しゆ軸じくである「亡ぼう霊れい」という存在ですが、一巻からのエア、アレク、キルリリスの三人に続いて四人目の亡霊となります。キャラクターの根幹としては「刀を持って暴れる子」です。黒くろ髪かみロングで刀を持ってる、くらいしかイメージしておらず、本文が終わってビジュアルを考えた時にヘアバンド巻いてたら可愛いかなと思ってたら、何も言ってないのにＴＥＤＤＹさんが書いてくださってました。分かってるお方！

②『イスナ』

　デッドリムの幼おさな馴な染じみで、おそらく今巻で最も可哀かわい想そうな人。キャラクターの根幹としては「もう一人のレイン」。真面目でひたむきで一いつ生しよう懸けん命めいで、能力もあって頑がん張ばっているけれど、いろいろと報われない人。けれど、それでも挫くじけないのがヒーローです（僕の中で）。

③『クレイス』

　二巻では悪い人にしか見えませんが、根は良い人です。何年も人の生き死にに関わって、手痛い失敗をしているからこそ厳しくなる感じですね。キャラクターの根幹としては「娘むすめの彼氏に厳しい母親」でした。あんた、あんな男とは別れなさい！　的な。彼女にとって亡霊エアは友人であり、戦友であり、危なっかしい不良娘という感じです。

④『カイセイ』

　名前だけ登場。裏でいろいろ動いています。

⑤『アスリー』

　もう一人のヒロインの筈はずなのに出番が（以下略）。今後は主軸になっていきます。




　編集部の方々、ＴＥＤＤＹさん、鷲わし尾お直なお広ひろさん、携たずさわってくれた方々へ。

　皆みな様さまのおかげで無事に二巻目も出せました。ふらふらしている自分がなんとか立っていられるのも皆様のお力ちから添ぞえがあってこそです。本当にありがとうございます。

　読者のみなさまへ。

　数多くの書しよ籍せきから、本書を手に取って頂き、恐きよう悦えつ至し極ごくでございます。またお目めに掛かかれるように精進、努力いたします。お付き合い頂ければ幸こう甚じんです。

　ではでは──また何処かで。

　お会いできましたら。
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